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蒙古語訳 「普賢行願讃』の研究

樋 口 康 一

は じ め に

本稿でとりあげるBhadracaryaprapidhanaraja(以 下ではわが国における

通称にしたがい 『普賢行願讃』 とよぶ)は かなり早い時期に蒙古語に翻訳され,

また広 く蒙古入に親 しまれた仏典の一つとして有名である。 トゥルファン出土

文書の中には14世紀のものと推定される 『普賢行願讃』の刊本断片が2葉 含ま

れてお り,一 方例えぽPozdneevは 蒙古の仏僧の間に最 も普及 している讃頒
(1)

として 『普賢行願讃』の名をあげているし,世 界各地の蒙古語文書のコレクシ

ョンのいずれをとりあげてみても必ず と言 っていいほど 『普賢行願讃』が所蔵

されている。

しかし 『普賢行願讃』はこのような文化史的な資料 としての重要性 もさるこ

とながら,今 まではあま り注 目されていなかったが,実 は蒙古語史の資料 とし

ても大きな価値を有 しているのである。本稿の目的は 『普賢行願讃』のもつこ

の意味における資料的価値を論じるところにある。

蒙古語の歴史は,口 語の歴史と文語の歴史に大別して考える必要がある。

口語の歴史はN.Poppeの 見解に したがえぱ,12世 紀 までの古代蒙古語

(AncientMongolian),13世 紀 から16世 紀末 までの 中期 蒙古語(Middle

Mongolian),こ れ以降の近代蒙古語(ModernMongolian)の 三段階に分ける
(2)

ことができる。

古代蒙古語は 文献以前の 段階の 蒙古語の謂である。 中期蒙古語に関しては

『元朝秘史』に代表 される漢字による音写をともなう資料,パ クパ文字資料,

M慮addimata1-Adab等 のアラビア文字による音写をともなう資料等があり,

(1)



その全容 も次第に明らかにされつつはあるが,反 面,こ れ以降現代の諸方言に

至るまでのプロセスはほとんど未解明である。

一方,文 語の歴史も13世 紀から17世 紀初頭 までの 先古典期蒙古語(Pre-

classicalWrittenMongolian),17世 紀中葉から20世 紀初頭までの古典期蒙

古文語(ClassicalWrittenMongolian),こ れ以降の近代蒙古文語(Modern

WrittenMongolian)の 三段階に分けられる。 蒙古文語は 基本的には古代蒙

古語にその骨格を負 うものと推定されているが,時 間の経過にともなって口語

との遊離が次第に進み,特 に古典期蒙古文語の段階に至 って,表 記や文法の整

備 と規範化が著 しく進み,口 語 との距離は決定的に大きなものとなってしまっ

た。 これが前記の研究の遅滞の主因である。

これに対 し,先 古典期蒙古文語は中期蒙古語の時代のいわば未完成の書写語

であって,表 記や文法等の面で未だ規範化が完成せず,随 所に当時の口語であ

る中期蒙古語が反映 した言語であり,こ の意味で口語の歴史の解明に貢献 し得

るものと考えられている。

ところが,古 典期蒙古文語資料に比べて先古典期のものは著 しく数が少なく,

その全容は不明に近かった。 しかし,各 国に将来された碑文や文書の研究が近

年著 しく進展しようやくこれが明らかにされつつある。そして,こ れら碑文や

文書 と比肩 し得る資料 として蒙古仏典が注 目を集めるようになったのである。

元代には仏典の蒙古語訳がさかんに行なわれたと伝えられているが,当 時の

刊本,写 本はほとんどが散扶 し今 日には伝わっていない。現存の蒙古仏典はほ

とんど全てが清代に開版,書 写されたものであり,開 版,書 写の時期から推 し

てその言語は前述の古典期蒙古文語であると考えられ,資 料的価値はないもの

とされていた。ところが,研 究の進展にしたがい,開 版,書 写の時代は新しい

としても,そ の行文は紛れもなく先古典期蒙古文語の諸特徴をよく保存してい

るものが少なからず存在することが明らかになってお り,そ の資料的価値が認

識されつつある。

もっともその資料的価値はたやすく定まるものではない。種々の異本を校合

(2)



し,字 句の異同の性格を吟味しつつ定本を決定するとい う文献学的作業を経な

ければならない。蒙古語学の現状では,特 に仏典に関する限 り,こ の種の作業

はまだ端緒についたばかりである。 これを経ることで資料的価値が定まった蒙

古語仏典の数は意外に少ない。PoPPe,Ligeti,Heissig等 の業績は,こ の意味

でまことに貴重であると言えよう。

筆者は16種 の 『普賢行願讃』の蒙古語訳テキス トを検討 した結果,こ の うち

のい くつかのものには先古典期蒙古文語特有の注目すべぎ式が保存されている

ことを発見し,こ の意味で 『普賢行願讃』がつとに注目を集めている 『金剛般

若経」,『普曜経」,『入菩:提行論」,Subha$itaratnanidhi等 セこ匹敵するすぐれ
(3)

た資料的価値を有するとの結論を得た。

以下を二部に分かつ。第一部においては解題 今回利用し得た蒙古語訳テキ

ス ト各種の紹介とその分類ならびに注 目すべき言語特徴の記述を試み,今 後の

課題にふれる。第二部においては分類 した各テキス トの行文を翻訳と註を添え

て紹介する。なお語彙については別稿にゆずる所存である。

註

(1)Pozdロeev1887,p.315(Kmeger編1978,pp。412～417)。

(2)PopPel954,pp・1～3,Poppe1955,pp.14～16を 参 照 。

(3)蒙 古 仏 典 の 研 究 略 史 と これ らの 仏 典 につ い て は 樋 口1980,pp.175～177を 参 照 。

(3)



第 一 部

1.解 題

『普賢行願讃』は,い わゆる華厳経類に含まれる仏典のひとつで,62願 から

成る讃頒である。 「古来略華厳経であるといふ伝説がある位で,大 乗行者の生

活を顕示 して余纏な く」,「要するに大乗仏教の信条を遺憾な く表現 したもの」
(1)

で あ る と言 わ れ て い る。

梵 文,蔵 文 の テ キ ス トに つ い て は単 行 の 仏 典 と して各 種 の異 本 が伝 え られ て

(2)
い る。漢 訳 に つ い て は,単 行 の形 式 を とる もの と して 仏 陀 祓 陀羅i訳 『文 殊 師利

発 願 経 』(大 正296),不 空 訳 『普 賢 菩薩 行 願 讃 」(大 正297)が あ る が,い わ ゆ

る 『六 十 華厳 』(大 正278)や 『八 十 華厳 』(大 正279)に は 収 め られ て い な い 。

しか し,後 二 者 の 「入 法 界 品 」の章 に 相 当 す る 『四 十 華 厳 』(大 正293)の 末 尾

(3)
に は こ の讃 頒 が 置 か れ て い る。 梵,蔵,漢 訳 の ほ か,さ らに ウ ィ グノレ語 訳,コ

(4)
一 タ ン語 訳 も断 片 な が ら存 在 して お り,こ の仏 典 の広 い 流 行 を物 語 っ てい る。

2.『 普賢行願讃』の蒙古語訳 とその分類

現 在,所 在 が 明 らか な 『普 賢行 願 讃 』 の蒙 古 語 訳 は18種 あ る。 諸 般 の事 情 か

(1)(2)

ら本 稿 で対 象 とす る の は この うち の17種 で あ る 。 そ の 内 訳 は写 本4種,影 印本

(3)
の 出版 され て い る版 本4種,影 印本 は 出版 され て い な い が利 用 可 能 の版 本9種

で あ る 。

(1)『 普 賢 行 願 讃 』 が す で に14世 紀 に は 蒙 古 語 訳 され て い た と推定 され て い

る こ とは 前 述 の 通 りで あ る。 トゥノレフ ァン出土 文書 中 の2葉 の 断 片 の うち 一方

(T皿T662)は 第1頒 第1句 か ら第4句(以 下1(a)～(d)と 表 わ す。 他 の もの

(5)

も同様 で あ る),他 方(TM8)は32(c)～33(b)に 該 当 す る。

コペ ンハ ーゲ ンの王 立 文 書 館 に は製 作 年 代 不 明 の 『五 種 願 讃 』(TabunIr茸 一

(4)



ger,『 普 賢 行 願 讃 』 や 『仏 説 弥 勒 菩 薩 発 願王 偶 』 等5種 の願 讃 を集 め た もの)

(6)
の写 本 断 片 が あ り,こ れ に 『普 賢行 願 讃 』 が 収 め られ て い る。 これ は 冒頭 ～11

(c),20(b)～29(b),32(c)～37(d)を 欠 く。 以 下 で は 同館 の 整 理 番号 に した が い

Mong382と 略 称 す る。

大 阪 外 国 語 大 学 石 浜 文 庫 に も 『五 種 願 讃 』 に類 す る仏 典 集 の写 本 が あ り,こ

(7)
こに も 『普 賢 行願 讃』 が 収 め られ て い る。 これ は 完 本 で あ る。 以下 で は 石 浜写

本 も し くは1と 略 称 す る 。

龍 谷 大 学 図 書 館 に も 『五 種 願 讃 』 に類 す る 仏 典 集 の 写 本 が あ り,こ こに も

(8)

『普 賢 行 願 讃 』 が 収 め られ て い る。 これ も完 本 で あ る。 以 下 で は 龍 谷写 本 も し

くはRと 略 称 す る。

今 回 利 用 し得 た の は 以 上4点 で あ る 。 ほ か に ダ ブ リ ンのChesterBeatty

文 書 館 に も17世 紀 の もの と推定 され る 『五 種 願 讃 』写 本 が あ る旨 報 告 され て い

る。 これ に はLigdanQan治 下 で カ ンジ ュール 翻 訳 に従 事 した 訳 官 の 一人

(9)
Dayi6inTayijiが 翻 訳 した 旨 の奥 書 が あ る とい う。

(2)現 行 の 蒙 古 大 蔵経 の経 部,い わ ゆ る カ ン ジ ュ ール に は3点 の 『普 賢行 願

讃 』 が収 め られ て い る。 す な わ ちLigeti1942-4の 整 理 番 号 に した が え ばNo.

(10)
731(以 下 で はK731と 略称 す る,他 も同様),No.848,お よびNo.1144で あ る。

K848は 華 厳 部 の最 終 巻 に置 か れ て は い る もの の,形 式 上 は 『華 厳 経 』(K847)

とは 独立 した もの とい う体 裁 を と って い る。 な お 『普 賢行 願 讃 』 を3点 収 め て

い る とい う点 で は 西蔵 大蔵 経 と平行 して い る。

またInterrlationalAcademyofIndianCultureに は 漢 蔵 満 蒙 対 訳 の 『普

賢 行 願讃 』 版 本 が 所 蔵 され て お り,こ れ はLokeshChandra1979に 収 録 さ

(11)

れ て い る。 以 下 で は 同Academyの 整 理 番 号 に した が いMongO6.45と 略 称

す る。

r
(3)清 代 に北 京 で 開版 さ れ た木 版 仏 典 に 関 す る包 括 的 な研 究 書Heissig1954

に よれ ば,17世 紀 以 降 に2点 の 『普 賢行 願讃 』 が 開版 され て い る:同 書 の 配 列

番 号 に した が え ぱ142(以 下 で はPLB14£ と略 称 す る,他 も 同様)Qutuγ 一tu

(5)



(工2)
sayinyabudal-unirugerorusiba,お よび183Qutuγ 一tutabunir廿ger竜n

(13)
neretUsudurが それ で あ る。

ま た そ の他 の仏 典 集 に つ い て は1707年 刊 行 のPLB13Tarnis-mquriyan一

(1ρ..

9γu1,1718年 刊 行 のPLB4gQutuγ 一tutarms-unquriyangγulzungduikeme一

(15)

gdek廿yekek61gensudurorusiba,1720年 刊行 のPLB67SungduiterigUn/

(16)
nδ9晦ebδ1潰gorusiba,1729年 刊 行 のPLB72Zungduiterig質n/nδ9瞭e

(17)b
6hgorusibaに 各 々 『普 賢行 願 讃 』 が 収録 され て い る。 なおPLB13,67,

72の 三 者 は 全 く同 一 の 内 容 で あ り,奥 書 に はす でに これ ら に先 き立 っ て(お そ

(18)
ら くは元 代 と推 定 され る)成 立 して い た原 典 に対 して,LigdanQanの 時 代 の

翻 訳 家SUr茸mが 改 訂 を 加 え た テ キス トに これ が 依 拠 して い る 旨 の記 載 が あ る。

以 下 で はPLB72所 収 の 『普 賢 行 願 讃 』 の テ キ ス トに よ って 三 者 を代 表 させ る。

一 方PLB49は 前 三 者 とは 内容 に 異 同 が あ る。Heissigは これ が 清 朝 に よ る蒙

古 大 蔵 経 刊 行 に 際 す るい わ ば 副 産 物 で あ り官 製 版 に採 られ なか っ た異 本 の集 大

(19)
成 で あ る とい う可 能 性 を示 唆 し て い る。 成 立 の過 程 に.はなお 不 明 な点 が あ る に

せ よ,こ れ らの 資 料 的 価 値 は 高 い と考 え て よ い。

これ ら以 外 に さ ら に2種 の北 京 木 版 本 の仏 典 集PLB66Dbus-yinnoln-

unayimaγyekebaγanuγud-turnomlaγsan-unom-unyabuda1-unjerge

(20)
sayinqubitan-uqoγulai-yin6imegkemegdekaorusiba,お よびPLB149

01jeibadaraγsans廿me-yinqural-unamanungsilγanom-unyabudaI

masitodorqaigegenoyutan-uqoγulai-yin6imeg6indamanierike

(21)
kemegdek茸orusibaに も 『普 賢 行 願 讃 』 が 収 録 され て い る。

東 洋 文庫 所 蔵 の木 版 仏 典集 の 中 に は 『普 賢 行願 讃 』 を 収 録 した もの が7点 あ

る。PoPPe,Hurvitz,Okada1964の 配 列順 序 に した が うな ら11(以 下 で はT11

と略 称 す る,他 も同様),63,72,75,97,99,100が そ れ で あ る。 この うち の

4点T11,63,72,99は 各 々PLB72,49,183,66に 該 当 す る が,残 る3点

につ い て はHeissig1954に は 直 接 に 該 当 す る も の は見 当 た ら ない 。T75は

(22)

「ラシ ル ンポ法 会 念 諦 経 」,T97は 「帰 依 経 」 とい う秩 題 を もつ が,と も に奥

(6)



書 が な く,製 作年 代 の 詳細 は不 明 で あ る が,字 体 等 か ら18世 紀 以 降 の開 版 と推

(23)

定 で き る。T100Teg慧s60γtubka-aeselhunpowa-yinyekequral-

un6iγu1γan-unaimanungsi1γa-yinnom-unyabudalsayiturtodoqaγsan

kemegdek廿orosibaは 「ラ シル ンボ 法会 の際 念 調 す る諸 経 」 とい う秩 題 を も

(24)
ち,1736年 に 開版 さ れ た もの で あ る。

これ らの写 本,版 本 が代 表 す る 『普 賢行 願 讃 』 の蒙 古 語 訳 の 四章 句 を以 って

一 願 を構 成 す る とい う形式 を 踏 ま え て い る とい う点 で は全 て共 通 して い る。 し

か し行 文 に観 察 で きる 言語 上 の特 徴 の有 無 や字 句 の異 同 に て ら して,さ らに下

位分 類 が 可 能 で あ る。

(25)

ま ず,ト ゥル フ ァ ン断片 を除 ぎ,他 は先 古 典 期 蒙 古 文 語 特 有 の形 式b廿gsen

を行 文 中 に保 存 す る か 否 か で二 種 に 大別 で きる。 保 存 す る1,R,Mong382,

K731,848,1144,PLB49,72,ユ42,183,MongO6.45を 便 宜 的 に 「旧訳

と称 し,残 るPLB66,149,T75,97,100を 同 じ く 「新訳 」 と称 す る こ と

に す る 。

次 に字 句 の 異 同 とい う観 点 を導 入 す る と,次 の よ うに新 旧 いず れ も各3種,

計6種 に 分類 で きる 可 能 性 が 大 きい 。

A(=旧 訳1)1,R,Mong382,K731

B(=・ 旧 訳2)K848

C(=旧 訳3)K1144,PLB49,72,142,183,MongO6.45

D(二 新訳1)T75

E(=新 訳2)PLB66,T97,100

F(=新 訳3)PLB149

Aの4者 の間 の異 同 は ほ と ん どが 正 書 法 上 の 差 異 と して 処 理 し得 るか,も し

くは 誤 記 の 類 と見 な し得 る も ので あ る。 これ らは 同 一 の 底 本 に 依 拠 した 可 能 性

が 濃 厚 と見 て よい だ ろ う。

BCに つ い て は,PLB49,72,142,183,MongO6.45の5者 は 同一 の 底 本

に 依 拠 した もの と推定 で きる が,K1144を これ に含 め て よい か,K848を これ

(7)



らと系統を異にすると見なし得るか否かについてはなお多分に検討の余地があ

る。ここではカンジュール所載の3者 が各々別系統の異本を代表するとの可能

性もふまえ,こ のような分類を選んだ。

新訳3種 の うちEの3者 は一部の書記法上の差異を除けぽ行文そのものは完

全に一致している。一方T75は 新訳 とは言いながらも,行 文そのものは旧訳の

いずれかと類似 もしくは一 致することが 少なくない。 敢えて言 うなら 「中間

的」な性格を示すと言える。逆にPL;B149は ほとんどの行文において新旧訳

の他のものとの一致や類似が観察できない。おそらくは全 く異なる発想で新た

に翻訳 されたものと見なし得る。

また トゥノレファン断片の行文はA～Fの いずれにも完全に合致しないものの,

旧訳のどれか との関わりが深いと推測できる。しかし文字通 りあまりにも断片

的すぎて結論は下せない。

なおA～Fの 順序は各々のテキス トが製作された年代に平行するものではな

い。また,旧 訳1や 新訳1と いっても,あ くまで便宜的なものであり,対 応関

係を前提 としたものではない。A～F間 の関係は,蒙 古語訳テキス トのみを見

て議論できる性質のものではない。 これについては後にふれる。

3.新 旧訳各種の言語 の特微

A.旧 訳に関して

以下では旧訳各テキス ト中に保存されている先古典期蒙古文語を特徴づける

形式の うち注目すべ きものを,適 宜新訳各種の形式 と対比させつつ紹介したい。
(26)

綴字の面では各々は文語の規範に忠実であるため,見 るべぎものは形態,語 彙

の面に限られる。

(1)与 ・位格語尾 一dur-i/一d廿r-i

これは先古典期蒙古文語特有の形式であり,そ の機能,用 法についてはなお

検討すべき点が少なからずあるが,一 応通常の与 ・位格語尾に三人称単数の人
(27)

称代名詞iが 後置されたものと考えられている。

(8)



この形式の用例は新訳では皆無であるのに対して,旧 訳ではBを 除 く各テキ

ス トに数列出現する。その状況を表示すれば次のよ.うになる。

16(c)

27(a)

28(c)

32(a)

34(d)

57(a)

59(a)

R,Mong382,K731

1,R

1

1,MQng382

王

1,R,Mong382,K1144,PLB49,72,142,183

Mong382,K731,1144,PLB49,72,142,183

これ は例 え ば16(c)で はR,Mong382,K731の3種 に こ の形 式 が 出 現 す る こ

(28)
とを示 す 。 こ こで は57(a)の 例 を あげ る:

57(a)

Aminu道k廿k茸i6aγboluγsan-dur-i:

「私 の死 す べ き時 と な った 際 には 」

B

C

D

E

F

1)K1144養k直kUi,MongO6.45n696ik廿i

3)MongO6.45boluγsan-dur

(2)奪 格 語 尾 一6a/一こe

古 典 期i蒙古 文 語 の通 常 の奪 格 語 尾 は 一a6a/一e6eで あ るが,こ れ は二 次 的 な

発 展 形 式 で あ って,与 ・位 格 語 尾 一*a/一eに 本 来 の奪 格 語 尾*一6a/一6eが 接 続

(29)
した もの と推 定 され て い る。 この 一6a/一6eの 用 例 は次 に掲 げ る1362年 の 漢 蒙対

.訳 碑 文 の よ うな先 古 典 期 の資 料 中 に若 干 例 が 確 認 され て い る
。

(9)

kejiy-ee6UlkUiこaγminuboluγsan-dur:

kejiy-ee6廿dk廿i1)6aγminu2)boluγsan-dur-i3):

kejiy-ee6罎dkUi6aγminuboluγsan-dur:

kejiy-en69dkUi6aγminubolqui-dur:

kej(i)yebi6nggerek茸i6aγ 一tur-iyank廿rbes廿:

2)K1144manu



beler-6euiγud-unqaninu

「い に し え よ り ウ ィ グ ノレ王 は 」

こ の 一6a/一6eがAの 石 浜 写 本 で は20(a)に お い て 使 用 さ れ て い る:

20(a)

Alayaγankigednisvanis-unsimnus-un1)慧iles6e2):

趣 と煩 悩 の 悪 鬼 の 所 業 か ら,

1)Mong382.simlu-yin,K731simnu-yin2)他 は 廿iles-e6e

Blayaγankigednisvanis-unsimnus-un廿iles-e6e:

Clayaγan-unisvaniskigedsi㎜u-yinaies-n茸g廿d毛6e:1)

Djayaγankigednisvanis-unsimn11-yin芭nes-n廿gUd-e6e

E廿iekigednisvanisbasi翼1nu-yin廿iles-n廿gUd-e6e2)

F廿ilekigednisvanisbasimnu-yinqamuγ 茸iles-i:

1)MongO6.45の2)PLB66:

(3)数 の 一 致

修 飾 語 ・被 修 飾 語 間 の 数 の 一 致 の 現 象 は,先 古 典 期 蒙 古 文 語 に 顕 著 な 傾 向 で

(30)

あ る 。Tを 除 く新 訳 各 種 で は 皆 無 の こ の 現 象 が,旧 訳 で は 次 の5(c)を 初 め と し

て 数 箇 所 で 観 察 で き る=

5(c)

AdegedUjulakiged1)sayin6n廿r-tenk廿jis-iyer:

「最 上 の 燈 明 と.良 き 薫 りの 香 に よ っ て 」

1)他 ば の

B=A:

C十1)julakiged/sayin6n廿r-ten/2)k廿jis-iyer:3)

D=A:

Edeged廿4)julakiged亘eged廿k茸jis-iyer:

Fdeged{ikejulakigeddeged廿kik銭ji-ber:

1)K1144deged丘2)K1144deged廿3)MongO6.45⑦

(10)



4)PLB66deged{i

(4)一nに よ る複 数 形 の 構 成

次 に掲 げ る11(a)で はBのk廿seg6inがACのk廿seg6idに 対 応 して い る。

後 者 の マ6id/一96idは 行 為 者 を示 す 形 動 詞 語 尾 一γ6i/一96iの 通 常 の複 数 形 で あ

るが,前 者 の 一γ乙in/一g6inは 先 古 典 期 蒙 古 文 語 特 有 の複 数 形 で あ る:

11(a)

Aaliber1)nirvanbolunk茸seg己idteden-dUr:

「あ らゆ る浬 葉 あ らん こ とを願 うもの で あ るか れ らに対 して」

1)他 はaliber

B

C

D

E

F

1)PLB142,183を 除 き 鞘Ug費1s茸gei

3)PLB142,183¢

一γ6in/一96inそ の もの は13(d)でAのK731に お い てboluγ6inが 出 現 す るの み

で あ るが,こ の よ うな 一nに よ る複 数 形 の構 成 は上 述 の5(c)のA～Dに お い て

使用 され て い る6n廿r-ten「 薫 りの よい」(<6n廿r-tei)等 に も見 出 され る。 こ

(31)
れ は 先 古 典 期 蒙 古 文語 に お い て 生産 的 に 使用 され た構 成 法 で あ った 。

(5)Benedictive語 尾 一dqun/一dkan

命 令 ・願 望 法 中 のBenedictive語 尾 につ い て は古 典 期 蒙 古 文 語 で は 一γtun/

一g箇nあ る い は 一γtui/一gt廿iがも っぱ ら使 用 され る よ うに な る が
,こ れ は 二 次 的 な

発 展 形式 で,本 来 の形 式 一dqun/一dk廿nにmetathesisが 起 こ った結 果 生 ま れ

(32)(33)
た もの で あ る 。次 に掲 げ る54(d)で はCに お い て この形 式 の用 例 が観 察 で きる:

54(d)

Adeged廿1)qutuγ 一iolqui-durqoyarsedki12)茸1茸bariγdaqubuyu:

(11)

kennirvan-i廿 」茸gUls萱geikemenkUseg6inteden-e:

kennirvan-i廿jegUls廿gei1)十2)kemenkUseg6idteden-e:3)

=C:

kennirvan-iajeg廿1s廿geikementaγalaγ6iteden-e:

nirvan-i茸 」茸g{ilk茸itaγalaγ6iteden-d茸r:

2)MongO6.45:



「無上の菩提を得ることに疑いを抱いてはならないのである」

1)Mong382重eged賛2)Io

B

C

D

E

F

1)PLB142bui

(6)準 備副 動 詞 一run/一痴n

この副 動詞 は 古 典 期 蒙 古 文語 で は 接 続 し得 る 動 詞 語 幹 が きわ め て限 られ,

茸9哉1erUn「 ～ が 言 うには 」 の よ うな化 石 化 した 表 現 中 で の み 使 わ れ るに す ぎ

ない が,先 古 典 期 蒙 古 文語 で は きわ め て 生 産 的 に 使用 され,種 々 の 意 味 を担 い

(34)
得 た と考 え られ て い る。 そ の 一 つ と見 な し得 る例 が11(b)のBに 見 出 され る:

11(b)

Aqamuγamitan-i1)tusakigedjirγalang-untulada:

「一 切 衆 生 に利 益 と安 楽 のた め に」

1)他 はamitan噺a

B

C

D

E

F

deged嚢bovadhiqutuγ 一iolqui-durqoyarsedkilbuu{iileddUgtan:

degedtiqutuγ 一iolqui-durbuu1)btigedsaγaradqun::2)

degedUbovadhiqutuγ 一iolqui-durqoyarsedkibuu廿iedgt茸n::

geged廿 一d茸rse6ig3)茸1廿 廿iledk廿n::

bodiqutuγdeged廿 一d廿rse6ig廿1aUiledk茸n::

2)MongO6.45:3)PLB66sesig

qamuγamitan-atusakigedjirγalangbolur-un:

qamuγamitan-atusa1)kigedjirγalangbolγaqu-yintulada:

qamuγamitan-atusakigedjirγalangbolqu-yintulada:

qamuγamitan-atusakigedjirγalang-untula:

amitan-itusaladjirγ(a)γulquyintulabi:

1)BLB72の

(7)分 類 副 動 詞 語 尾 一γad/一gedに つ い て

この 語 尾 は 本 来 は 形 動 詞 語 尾 で あ った と推 定 され て い る。 先 古 典 期 蒙 古 文 語

に お い てki一 「す る」 の 分 離 副 動 詞 形kigedに 格 語 尾 が 接 続 し,副 動 詞 が あた

か も実 詞 で あ るか の よ うな扱 い を うけ て い る用 例 が 見 出 され る。 これ は この 語

(35)

尾 の形 動 詞 起 源 を物 語 る 現 象 と 解釈 され て い る。 この 場合 のkigedは 「……
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と,… … な ど」 の意 味 を もつ。 一 方,ki一 以 外 の 動 詞 の分 離副 動 詞 形 が 実 詞 的

に使 用 され,格 語 尾 を したが え て い る用 例 は きわ め て まれ で あ るが,旧 訳 テ キ

ス トの うち の い くつ か で は次 に掲 げ る32(d),58(c)に お い て,動 詞b廿 一 の分 離

副 動 詞 形bUgedに 格 語 尾 が 接 続 してい る用 例 が 見 出 され る:

32(d)

Anigengsan-u1)qubibUged-iyer/saγun廿ileds廿gei3)/2)::

「一 刹 那 の分 に あ って坐 す べ く行 じよ う」

1)K731gきan-u2)K7310ronedlesUgei3)R廿iledt廿gei

B

C

D

E

F

nigengsan-uqubi-durb廿gedoronyabusuγai::

nigengsan吻u1)qubi-durb廿gedoro了u廿 且eds廿gei::

nigeng忌an-uqubi-durb哉gedoronyabusuγai::

nigengきan-uqubi-durberoronyabusuγai::

nigenag忌imqubis-iyaroroldujuyabumui::

1)K1144,MongO6.45g忌an-u

cf.TIIT662nigengsan-uqubi-du_...茸 翌edsUgei

58(c)

Ateden-iqo6urli茸geio70γatad温9廿rge了 茸bi:

「そ れ らを 余 す と こ ろ な く完 壁 に 成 就 して,私 は 」

B

C

D

E

F

1)K1144tedeger-i,PLB142

biberoγuγata

石 本 写 本,

さ れ 「… … が あ る こ と」 の 意 味 を も ち,

teden-iqo6urli茸geiteyinb廿gedd{ig蔵rgej{ibi:

teden-i1)/teyinb{iged-tUr/2)dUg廿rgejUbi3):

=B:

tedeger-iqo6urli廿geibiberoγoγatad茸9茸rgej廿:

teden-ibiqo6urliageio70γatadUgUrgen:

,183teden-U2)K1144qoこurli廿gei

3)1(1144の

K731のqubi恥ged-iyerに つ い て は,髄gedは 実 詞 的 に 使 用

具 格 語 尾 一iyerは 時 を 表 わ す 機 能 を に

(13)



な って い る と解 釈 す るな ら, .「分 際 の あ る間 に」 と訳 出 す る こ と も可 能 か と思

う。

teyinbUged「 そ の よ うで あ って」 は これ 自体 が 一 つ の副 詞 句 で あ り,仏 典

で は梵 語vi一,チ ベ ッ ト語rnam-parに 対 す る訳 語 と して 使用 さ れ る こ とが 多

(36)
い。PLB49,72,142,183,MongO6.45に お い て は これ が も との実 詞 と して

の意 味 で使 用 され,与 ・位 格 語 尾 を と もな うこ とが副 詞 化 し て い る と考 え た い。

これ ら二 つ の例 で はb荘gedはkigedの よ うな特 殊 化 した意 味 で は な く,

形 動 詞 の実 詞 的 用 法 とい う一 般 的 な用 法 で使 用 され て い る と推 定 で き るが,そ

の正 確 な意 味 や 機 能 の詳 細 につ い て は さ ら に検 討 を加 え る必 要 が あ る。

bagedは ま た上 述54(d)のCbuubugedsaγaradqunや32(d)B～Dの

qubi-durbUgedで は本 来 の意 味,機 能 を離 れ 言 わ ば一 種 の小 詞 とし て使 用 さ

れ て い る と見 な し得 る。 こ の よ うな用 例 は 中 期 蒙 古語,先 古 典 期 蒙 古 文 語 で は

(37)

多 数 報 告 され て い るが,次 に掲 げ る59(d)の 例 をは じめ,旧 訳 テ キ ス トお よびD

にお い て も こ の用 例 を 見 出 す こ とが で き る。

59(d)

Avivangkirid-i1)/biber/2)tendeolquboltuγai::

「授 記 を私 こそ そ こ で得 る こ とに な るが よい 」

1)Ryivangrid-i,Mong382viyakirid-i2)Ibi,K:731berbi

Bvivangkirid-ibertendeolquminuboltuγai::

Cviyangkirid-i1)tendeb廿gedolquminubotuγai::

Dvivangkirid-ibibertendeb廿gedolquboltuγai::

E=・A::

Fvivangkirid6gdek萱i-yitendeolquboltuγai::

1)K1144,PLB49,MongO6.45vivangkirid-i,PLB142,183

yirakirid-i

特 に32(d)の 諸 例 が 示 す よ うに,こ の小 詞 的 なb廿gedと 格 語 尾 を した が え た

bUgedの 間 には 何 らか の 関 係 が あ る ことが 予 想 で ぎ るが,そ の詳 細 の究 明 は
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(38)
今後の課題である。

(8)b廿 一の活用

bひ 「ある,い る」 は古典期文語においてはこれ と結合 し得る動詞語尾がき

わめて限られている,い わゆる欠如的な動詞の一つとなったが,本 来はより自

由に活用 し得たと考えられている。先古典期の文献資料において,古 典期文語

ではこの動詞との接続が許されないはずの動詞語尾をしたがえたb廿一の用例が

若干数ではあるが,確 認 されているからである。その一つにbUgsenが ある。

これはb廿 一に完了の形動詞語尾 一gsenが 接続 したものである。 この形式は,

現在までに,14世 紀頃に著作,翻 訳されたことが確実な文献資料にわずかに合

計9例 が見出されているにすぎない。すなわち,「元朝秘史」,「金剛般若経」,

『入菩提行論』に各1例 およびいわゆる羽田写本に3例,ま た 『宝徳蔵般若』
(39)

に3例 で あ る 。 こ のb廿gsenが 旧 訳 各 テ キ ス トの2箇 所(18(c),50(c))で 見

出 さ れ る の で あ る 。

18(c)

Aqamuγamitan-ukelenanuked且ibUgsenbUges壮:

「一 切 衆 生 の 言 葉 は い か よ うで あ っ た に せ よ 」

B

C

D

E

F

50(c)

A

qamuγamitan-ukelenanukedUib茸gsenb廿ges廿:

=B:

qamuγamitan-ukelellinuked茸ibUk廿bUgesa:

qamuγamitan-u亘aγunked荘i6inegenb廿gesU:

amitan-udaγun-nuγudked廿iausan(5ゴ のbUges廿:

sarnantabadari1)tereber2)yambar3)b銭gsenbagesU:

「普 賢,彼 が い か よ うで あ っ た に せ よ」

1)Rsamantabari,K:731samantabadr-a2)R,K731tereber

2)Ryambar6ilan3)Mong382②

Bsamantabadr-abovadhisaduvayambarb廿gsenbUgesu:

(15)



CsamantabadariDbodisdv2)yambarbUgsenb茸ges廿:

Dsamantabadr-abovadhisaduvaya皿barmetUbUges茸:

Esa皿antabadaritereyambarmet廿b廿ges廿:

Fkotusangbobodisaduyambara7sanb茸gesU:

1)K1144,PLB49,samantabadr-a2)K1144,PLB49bovadhi

saduva

(9)派 生語 尾 一jid一

古典 期 文語 に お い て はamurji一 「静 ま る」(<amur「 静 け さ」),maγujira一

「悪 化 す る」(<maγu「 悪 い」)な どに み られ る 一ji一,一jira一/一jire一とい う動 詞

派 生 語 尾 が使 用 され る が,先 古 典 期 文 語 で は さ らに これ ら と機 能 を 同 じ くす る

一jid一とい う動詞 派 生 語 尾 が 使 用 され て い た と推 定 され て い る
。 前 二 者 が そ の

後 も生 産 性 を失 な わず 現代 語 に お い て も 使用 され て い るの に 対 して,一Jid一 は

次 に掲 げ る 『入 菩 提 行 論 』 に お い て用 例 が1例 確 認 され る の み で,こ れ 以 降 の

(40)

文 献 資 料 に は見 出 され な い:

X58(c)

1312ken一 茸ibegen-dUrsayijiduγsanb廿ges{i

L6ken-Uibegen-dtirsayijiduγsanbtiges{i

Kken一 茸ibegen-d廿rsayijiduγsanb廿ges慧

T1748tan-uibegen-dUrsayijiraγsanb菰gesU

「そ の恩 恵 に よ って向 上 したの な ら」

1312は トウル フ ァン出 土 文 書 中 の断 片 で,1312年 刊 行 の 旨の 奥 書 が あ る 『入

菩 提 行 論 註 釈 』 版 本 の 行 文,L6はInternationζlAcademyofIndian

Culture所 蔵 の16～7世 紀 の もの と推 定 され る 「入 菩提 行 論 」写 本 の行 文,Kow

はKowalewskij校 訂 の,T1748は 蒙 古 大 蔵 経 タ ン ジ ュ ール(1748年 刊 行)

所 蔵 の 『入 菩 提 行 論 』 の行 文 で あ る。 タ ンジ ュール の テ キ ス トは そ れ まで の も

の に改 訂 を加 え た テ キ ス トと考 え られ て い るが,そ こ では もは や 一jid一に よ る

動 詞 派 生 が 行 なわ れ てい ない こ とに 注 目 され た い 。 この 『入 菩 提 行論 』 に 見 出

(16)



され る もの と同 じ形 式 が 『普 賢行 願 讃 』50(b)でA～Dに お い て使 用 され てい

る:

50(b)

A/eneber/1)jayaγan-dur/tedeber/2)sayijiduyu::3)

「こ の趣 にお い てか れ ら こそ 向上 す る の だ」

1)Ieneber-e,K731tedegerk茸mUn一 茸ene2)R,K73b3)他 は:

Bk廿m哉n-Ujayaγan-durtedesayiturire∫ 雌:

Ceneberjayaγan-durtedesayijiduyu:1)

Dene6ujayaγan-durtedesayijiduyu:

Ek茸m廿n一 廿enenasun-durberedegersayiturirey轍

Fenenasundegere6uteresayiturirem面:

1)PLB142の

B。 新 訳 に関 し て

新 訳 の うちDは 上 で 引 い た11例 の文 例 に 限 って み て も,(31の 数 の一 致,(6)の

b嬉edの 小 詞 的 な用 法,(7)の 一jid一に よる派 生 法 に関 して は 旧訳 と軌 を一 に し

てお り,EFと はや や 異 質 で あ る こ とが 理 解 され よ う。

Eは 先 古 典 期 のお もか げ を ほ とん ど残 さず,古 典 期 蒙 古 文 語 の規 範 に比 較 的

忠 実 で あ る と言 え る の に対 し,Fは 特 に綴 字 の 面 で文 語 の規 範 を 逸 脱 して い る

例 が若 干 あ る。

上 述 の文 例 中 で は57(a)のkej(i)yebi,11(b)のjirγ(a)γulquyin等 が そ れ で

あ る。 無 論 単 な る誤 刻 と見 る こ とが 妥当 な ものが 多 い が,何 らか の音 声 学 的

な事実 を反 映 した と見 られ る もの もあ る。11(b)のtusaladが そ れ で あ る。 動

詞tusala一 の 分 離副 動 詞 形 で あ るか ら,文 語 の 規 範 に した が うな らtusalaγad

と な るべ きで あ るが,現 代 モ ン ゴル語(ハ ル ハ 方 言)のTycπaa双 を 参 照 す る

な ら,tusaladは 母音 間 の 一γ一/一9一の 脱 落 とい う 事 実 を 反 映 した 形式 と見

る こ とが 可 能 で あ る。Fで は 他 に47(a)のkiJar「 境 界 」(Mo・kijaγar),52(b)

のiluur(Mo・ijaγur「 根 源 」,55(a)batur「 英 雄 」(Mo・baγatur)の 形 式 が

(17)



現 われ る。 この 現 象 自体 は 中期 蒙 古 語 にお いて そ の 崩 芽 が 観 察 され,.Fの 開版

(40)
され た時 期 に はす で に完 了 して い た と考 え られ る が,仏 典 類 で この現 象 を反 映

した形 式 が現 われ る こ とは 比較 的 まれ とい え る。

形態 論 の 面 で も 旧訳 とは 明 らか に 異 質 の,よ り新 しい 時 期 の 蒙 古語 の 特 徴 を

示 す形 式 が 新訳 に お い て い くつ か 観 察 で ぎ る。

上 述50(b)のDFに 現 わ れ る6uも そ の一 つ で あ る。CDを 比較 す れ ば6uが

berと 同 義 で あ る こ とは 容 易 に 理 解 で ぎ よ う。6uは 古 典 期 蒙 古 文 語 の時 期 に

な っ て初 め て 登 場 し,そ れ 以前 の形 式berと 並 ん で使 用 さ れ る よ うに な った

(41)

形 式 で あ る。6uは 特 にFで 頻 出す る。6uの 用 例 はCのPLB49,Dで 各1例

で あ る の に対 し,Fで は 奥書 中 の2例 を 含 め 計8例 で あ る。

この6uと 密 切 な 関係 を もつ副 動 詞 語 尾 が 一ba6u/一be6Uで あ る。 これ は過

去 の定 動 詞 語 尾*一ba/一beに*6uが 接 続 した もの に そ の起 源 を有 し,古 典 期
(42)

蒙 古 文 語 を 特 徴 づ け る副 動 詞 語 尾 で あ る。54(b)のFに この用 例 が あ る:

54(b)

AbaribasubaungsibasubanekebesU:

「理 解 す るか 調 唱 す るか 開 示 す る な ら」

Bbaribasubanomlabasubadakiuribasuba:

Cbari正)asuba十1)nonllabasuba十1)uribasuba2):

Dbaribasubanomlabasubadakiuribasuber:

Ebariqukigedtijeg廿1ktibuyuuriγ6i:

Fbariquba廿jUg廿lk茸tmgsiqui-barbolba6u:

1)MongO6.45:2)K1144ber.

また この 文 例 中Eでbuyuがbadaki「 ～ か あ るい は また」 と同 義 で あ る こ

とは 明 白で あ る。 この 形式 の 起 源 に つ い て は 疑 問 文 に お け る繋 辞 と して 使 用 さ

れ,「 ～ で あ るの か」 を意 味 す るbuyuと の 関 連 の あ る こ とが 推 定 で ぎる。

い ず れ に せ よ接 続 詞 と して の 用 法 が 確 立 され るの は比 較 的 新 し く,先 古 典 期 蒙

古 文 語 に は繋 辞 と して のbuyuし か現 われ な い。
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以上,新 旧両訳各種の言語の特徴的な形式を紹介 した。特に旧訳においては,

個々のテキス トの具体的な開版,筆 写の時期はさておいて,先 古典期蒙古文語

特有の形式がよく保存 されている。これを根拠として旧訳各種の究極的な成立

年代を14世 紀に求めることは十分に可能であると考えたい。

4.今 後 の課 題

小論では仮設的にではあるが各種テキス トを新旧に大別した上でA('Fの6

系統に分類 した。今後の課題としては,こ の分類の可否をさらに検討しつつ,

A《・C,D～F相 互の関係,さ らには新旧両訳の関係を明らかにすることがあ

げ られ よう。 ところがこの問題は単に 『普賢行願讃』の蒙古語訳の文献学的な

問題であるにとどまらず,実 はより大きな問題に発展する可能性を秘めている

のである。

蒙古語仏典はどのような経緯を経て今 日見るかたちとなったのか,換 言すれ

ば,お そらくは蒙古語 とは構造を異にしたであろ う原典の言語 と蒙古語 との構

造的な差異をいかに調節 したのか,さ らにそこには何 らかの統一的な方針があ

ったのか,ま たその方針は時代によりいかに変化していったのか等の問題は文

化史的に興味深いだけではなく,言 語学的な観点か ら見てもぎわめて興味深い。

これ らの問題を追求 していく過程において,蒙 古語の構造上の特徴やその変化

の歴史を未開拓の新 しい視点からとらえなおす契機が提供される可能性が大き

いからである。製作年代を異にする複数の異本をもつ蒙古語仏典はこの意味で
(43)

多大の価値を有するといえる。現在よく知 られたものとしては 『金剛般若経』
(44)

や 『宝徳蔵般若』がその代表的な例である。 ところがこれらとて異なる翻訳は

各々3種 にすぎないのであるか ら,7種 のそれが存在する 『普賢行願讃』は蒙

古語仏典 としては異例である。 これは 『普賢行願讃』がいかに蒙古人に親 しま

れたかを物語 ると同時に,上 記の諸問題を検討する好箇の資料とな り得ること

を示している。

それ らの問題を検討するためにはまず 『普賢行願讃』の異本A～F間 の行文
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の異 同 を詳 細 に 見 る必 要 が あ る。 この予 備 的作 業 は完 了 して い な い。 ま た,現

在 ま で に得 た知 見 を細 部 に わ た って述 べ る紙 数 の余 裕 秀な い が,い くつか の興

味 深 い 問 題点 が 明 らか に な って きて い る。

異 本 の多 さで 知 られ,つ ま りは広 く流 行 した と考 え られ る仏 典 と して は 『入

菩 提 行 論 』 が最 も著 名 で あ る。1305年 作 と され るChoskyi加dzerの 訳 そ の

もの は伝 わ っ て い な いが,1312年 作 の註 釈 書 中 に引 用 され て い る行 文 を は じめ,

言 わ ば 旧訳 に あ た る ものが6種 あ り,ま た19世 紀 作 の2種 の新 訳 もあ る。 後 二

者 は多 分 に翻 案 的 な色 彩 が濃 厚 で あ る た め,こ こで は と りあ げ な い。 旧訳 だ け

を み て も6種 の異 本 が存 在 す る とい う点 で 『入 菩提 行 論 』 は 『普 賢行 願 讃 』 に

匹 敵 して い るか の 観 を与 え るが,実 は そ うで は ない 。 一 例 と して 『入 菩 提 行

(45)

論 』 第9章 の62(a)～(d)を と りあ げ る。1312年 刊 行 の註 釈 書 中 の行 文 は第10章 の

後 半 部 の み で あ り,一 方M480は 第10章 を欠 くた め,6種 全 部 の行 文 が そ ろ っ

て い る章 句 は な い が,任 意 に と りあ げ た この 箇 所 の み を 見 て も 『入 菩 提行 論 』

の各 テ キ ス トの 性格 は容 易 に 理解 で き る。

IX-62(a)

OStereb廿ged6ngge-yimedemUkemebes荘.

L6tereb萱gedδngge-yimedem茸ikemebesU.

M480tereb廿gedδngge-yimedem銭kemebes茸.

T1748tereb廿ged6ngge-yimedem廿ikemebesU.

KterebUged6ngge-yimedem廿kemebes茸 。

「そ れ が 色 を 知 る と言 うの な ら」

(b)

OS

L6

M480

T1748

K

te「e6aγ 一tursonosquberyakin廿gei.

te「e6aγ 一tursonosquberyakin茸gei.

telre6aγ 一tursonosquberyak五n廿gei・

te「e6aγ 口tursonosquberyakin茸gei.

tereこaγ 一tursonosquberyakin廿gei・

(20)



「その時に(同 時に)聞 くことがなぜないのか」

(c)

OS

L6

M480

T1748

K

kerbedaγunoyir-a廿gei-yintuladakemebes茸.

kerbedaγunoyiratigeyintuladakelnebes茸 ・

kerbedaγunoyir-a茸gei-yintuladakemebes茸,

kerbedaγunoyira廿g俘i-yintuladakemebesU...

kerbedaγunoyir-atigei-yintuladake卑ebesU。

「もし声がないか らだと言 うのなら」

(d)

OS

L6

M480

T1748

K

teg廿berteg廿r1遣biligber廿gei.

teg{ibertegUn-Ubiligber茸gei.

teg茸berteg茸n茸biligber{igei.

tegaberteg廿n-Ubiligber茸gei.

tegUbertegtin一 廿biligber慧gei.

「そ の た め,そ の声 の知 覚 もな い」

これ らの字 句 の異 同 は書 記 法 上 の方 針 の相 違 とい うレベ ノレで処 理 で きる。 も

ち ろ ん こ こに掲 げ な か った章 句 に は単 に そ れ に は と どま らず,訳 語 の選 択 の差

異 とい う観 点 か ら見 る必 要 の あ る もの も若 干 は現 われ る。 しか し,い ず れ にせ

よ言 わ ば些 細 な 違 い で あ り,6種 の テ キス トは 結 局 は1305年 作 のChoskyi

hodzerの 醗 訳 に帰 着 させ る こ とが で き'る。 これ らに は 『普 賢 行 願 讃 』 の場 合

で い うな ら,例 え ぱCに 属 す る6種 の テ キ ス トの字 句 の異 同 に相 当 す る もの で

しか ない。

一 方 『普 賢行 願 讃 』 の 蒙 古語 訳A～Fの 各行 文 を 比較 対 照 して み る と
,そ の

相 違 は,特 にBCに つ い て は 『入 菩提 行論 』 の 場合 と同様 に書 記 法 上 の方 針 の

相 違 と して 処 理 で ぎ る もの も少 くな い が,全 く性 質 を異 に す る もの もか な りあ

る こ とが た だち に明 らか とな る。 い ま一 例 と して31(a)～(d)を と りあ げ る:

31(a)

Aγurbanこaγ 一un1)qamuγilaγuγsad十2)
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「三 時 の一 切 諸 仏(す な わ ち)」

1)K731～ ～aγ一turiregsen

B

C

D

E

F

2)Mong382,3)K731ber:

γurban6aγ 一unqamuγilaγuγsadb茸gUdeger:

=B:

アurbanごaγ 一tura6iraγsanqamuγilaγuγsadb廿gUdeger:

γurban6aγ 一turiregsenilaγuγsadb廿g廿de:

γurban6aγ 一turJalaraγ6iilaγuγsadb廿g廿de:

(b)

Anom-unk廿rd蔵n-isayituror6iγuluγsan:

「法 輪 を た くみ に 転 じ た る も の で あ る」

(c)

A

B

C

D

E

F

nom-unk{ird廿n一 芭yosun-isayituror6三 γuユuγsan-iyar:

01anj廿ilnom-unk廿rdtin-ior6iγuluγsan

nom-unk茸rd茸n一 廿yosun-isayituror～ ～iγuluγsan:

k廿rd一 菰n一{iyosun-nt1γud-isayiturerkig廿1Ugsen:

kUrdU-yinyosu-nuγud-i6umasierkig撮 廿g6i:

teden一 廿barasi廿gei/Jari1γ 一unegesig-t茸r/1)anu2)十3)

「か れ ら の 無 尽 の 音 声 の 一 節 一 節 に こ そ 」

1)Iegesig一 廿nlarli72)Mong382inu,K731②3)他 は:

B

C

D

E

F

teden-iberbarasiUgeijarliγdaγur1-duranu:

teden-ebe:Dbarasitigeijarliγdaγun-duranu:1)

teden一 廿barasitigeijarliγdaγun-duranu

tedeger一 廿nbarasi荘geiJarliγegesig-t廿rl

tedeger一 廿nJarliγinisbaraγdasitigei-dtir:

1)PLB142¢

(d)

Aoyun-ukU6茸n-iyerbiber1)01emjioroldusuγai::
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「知 恵 の カ に よ り私 は 次 第 に 没入 した い」

1)他 はbiber

Boyun-uk驚 費n-iyerbibermaγadoroldusuγai::

Coyun-uk蔵6廿n-iyer十1)/biber/2)maγadoroldusuγai::

D=C::

Eoyun-uk茸6tin-iyerbibersayiturorosuγai::

Fbiberoyin-uk驚 廿n-iyeroγu7ataoromu董::

1)MongO6.45:2)K:1144,PLB49,MongO6.45biber

なお,一 つ の蒙 古 語 仏 典 とこれ に対応 す る梵語 仏 典,蔵 語 仏 典 との 字 句 の 異

同に 関 す る精 密 な比 較 対 照 は,蒙 古語 仏 典 の 成立 の経 緯 を 考 え る上 で きわ め て

重 要 な価 値 を もつ 作 業 と考 え られ る に もか か わ らず,ま た 蔵 本 が 蒙 古 本 の 原 典

で あ る と の想 定 に基 づ く研 究 者 が 多 い に もか か わ らず,ほ とん ど行 なわ れ て い

な い。 最 大 の理 由 と して は梵,蔵,蒙 の そ れ ぞ れ にい くつ もの 異 本 が あ った 場

合,そ の相 互 の テ キ ス トの 系譜 関 係 が 容 易 に は 決 定 し難 い こ とが あ げ られ よ う。

『普 賢 行 願 讃 』 の 場 合 も梵 本,蔵 本 に関 す る文 献 学上 の 諸 問題 は 少 なか らず あ

る と容 易 に想 像 し得 るが,幸 い に も泉1929をこは 梵 文 の 校 訂 テ キ ス トが あ り,ま

た蒙 満 蔵 漢 の 四言 語 対 照 の テ キ ス ト(そ の蒙 文 が 本 稿 のMongO6.45で あ る)

の蔵 文 が あ る。 もち ろ ん これ ら が現 在 見 られ る蒙 古 本 各 種 の 底 本 と な った と考

え る こ とは安 直 にす ぎ よ う。 しか し,前 述 の 諸 問 題 を考 察 す る過 程 で,あ るい

は これ に至 る予 備 的 作 業 の 段 階 で直 面 す る問 題 の い くつ か は,梵 本,蔵 本 あ る

い は漢 訳 を参 照 す る こ とで,そ の性 格 が 把 握 で ぎ る。 そ の 意 味 で,敢 え て 以 下

(46)
に これ に対 応 す る梵 文,蔵 文 お よび 漢 訳 を掲 げ る。

te§ucaak$aya-gho§a-rute§u

sarva-triyadhva-gatanajinanam

cakra-naya卑parivartaya-mano

buddhi-balenaaha!ppraviきeyam
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dusgsumgshegspa虹irgyalbathamscaddag

肱horlohitshulrnamsrabtubskorbayis

dedaggiyanggsungdbyangsmizadla

bloyistobskyisbdagkyangrabtu単jug

於彼無尽音声中

一切三也諸如来

常転理趣妙輪.時

於我慧力普能入

A～Fの 字 句 の相 違 は単 な る書 記 法 上 の も ので は到 底 あ り得 ず,ま た 訳語 の

選 択 とい う レベ ノレで す ら と らえ られ ない もの で あ る こ とは 一 見 して 明 白で あ ろ

う。 そ の い くつ か を逐 条 的 に列 挙 す る。

(1)(a)で はAの γurban6arun,Dの γurbar16aγ 一tura6iraγsan,Eの

γurban6aγ 一turiregsOn,Fの γurban6aγ 一turlal(a)r(a)γ こiは 全 て 梵triya

dhvagatana,蔵dusgsumgshegspaに 相 当す る。D～Fは 梵gat浸na,蔵

gshegspa垣 に あ た る部 分 を,Da6iγraγsanの よ うに正 確 に訳 出 して:おり,

要 は そ の訳 語 の選 択 の相 違 と見 な し得 る の に対 して,A～Cは これ に相 当 す る

部 分 が完 全 に欠 落 し,む しろ漢 訳 に平 行 す るか の よ うな印 象 を与 え る。 ま た こ

の 「三 世 」 に相 当 す る表 現 は他 に1(b),41(a),56(a)で も見 られ るが,梵,蔵 は

全 て共 通 の字 句 で あ る に もか か わ らず,A～Fの 各 々 の内 部 にお い て もそ の 訳

語 は必 ず し も 一 定 して い な い。 試 み に γurbanこaγ 一unを タ イ プ1,γurban

6aγ一tura6ira一 を 皿,γurbanこaγ 一turire一 を 皿,γurban6aγ 一tur5alara一 を

Wと し,A～Fが この4句 にお い て どの タ イ プ の形 式 を使 用 してい るか を表 示

す る。
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A

B

C

D

E

F

1(b)

1

1

1

1

正

w

31(a)

1

1

1

皿

皿

w

41(a)

1

1

1

1

皿

w

56(a)

1

五

丑

皿

皿

一 貫 して 同 一 の形 式 を使 用 して い るAFを 除 い た もの の 中 で は
,ど の よ うな

原 理 に基 づ き1～ 皿の3種 の形 式 が使 い分 け られ て い る のか は今 の と ころ 明 ら

か で は な い。 ま た,AFに して も,こ の例 の よ うに梵 語,蔵 語 の形 式 が 一対 一

で対 応 して い る場 合 は む しろ例 外 的 で あ る。

(2)や は り(a)につ い てAのqamuγ,EFのb廿9且deは 梵語sarva,蔵 語

thamscadに 相 当 して お り,こ の 相違 は訳 語 の選 択 とい うレベ ル で と らえ る

こ とが可 能 で あ る が,B・)Dでqamuγ と 馳g慧degerが 共存 して い る こ とは

梵 文 や蔵 文 に て ら して説 明 す る こ とは で きな い。

(3)(b)のk肛dUn,k荘rd一 伽,kUrd廿 は い ず れ も梵 語cakra,蔵 語 敏orlo

に 相 当 す る もの で あ るが,A～Dに 見 られ るnom二unは 梵,蔵 文 の い ず れ に

も見 出せ な い。 「(法)輪 」 に相 当 す る形 式 は この ほ か10(d),35(b),53(c)に も見

られ 梵語,蔵 語 の 形 式 は 一定 して い るの に対 し,nom-unの 有 無 は 必 ず しも一

定 で は な い。 試 み にnom-unを 有 す る場合 を+,有 さな い 場 合 を 一 と して そ

の状 況 を 表 示 す る。

AEで はnom-unの 有 無 は 一 貫 して い るが,他 の もの で は どの よ うな原 理

に 基 づ い て そ の 有 無 が 決定 で ぎ るの か は 今 の とこ ろ明 らか では ない 。

(4)B,D～Fで はk茸rd茸n,k廿rd-Un,k廿rdUに 後 続 してyosun～yosun

が 現 わ れ る。 これ は梵 語nayalp,蔵 語tshu1に 相 当 す るが,ACに は これ に対

応 す る もの が ない 。
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10(d) 31(b) 35(b) 53(c)

A 十

B

C

D

E

十

十

十

F 十

十

十

十

十

十 十

十

十

十 十

(5)ま た蔵 本 で はtshulrnamsで 「理 趣 」 が 複 数 で あ る こ とを示 して い る

が,こ れ に平 行 してい る の はEFの み でBDで は単 数 形 のyosunが 使 用 され

て い る。 こ こ では 詳述 しな いが,一 般 に蒙 古 本 にお け る複 数 形 を示 す語 尾 の 出

入 は 梵,蔵 本 にお け る単 複 の区 別 と は平 行 しない 場 合 が 多 い。

(6)(b)のAB,DEに 見 られ るsayiturあ るい はFのmasiは 蔵 語rab-tu

に対 応 す る も ので,こ れ ら は梵 語 の 接 頭 辞vi一,pari一,pra一 の訳 語 で あ り,文

の実 質 的 な意 味 に は あ ま り関 わ りを もた な い。Cは これ を欠 く点 で特 異 で あ る。

蔵 語rabtuは(d)に も現 われ る が,こ れ に 対 応 す る蒙 古 語 の 形 式 はA飢emji,

B～Dmaγad,FoγoγataでE以 外 は(b)と は 一 貫 しな い。

ち な み に(b)のsayitur,masiは 梵 語 の接 頭 辞pari一 に,(d)の 廿1emli,maγad,

oγ07ata,sayiturは 同 じ くpra一 に 対応 す る と見 て よい 。 む しろ梵 語 形 式 との

対 応 関 係 が これ ら の形 式 の分 布 を決 定 して い る とい う可 能 性 もあ りそ うだが,

これ もない と見 て よい 。 例 えばpra一 に つ い て は32(b)セこもahalpPravi忌eyam

とい う31(d)と 全 く同一 の形 式 が 現 わ れ る。 蔵 本 は31(d)と 異 な りbdagkyang

hjugParbgyiとPra一 を訳 出 しな い が,蒙 古 本 は これ と完 全 に 平 行 してsayitur

等 の形 式 を 一 切 使 用 して い な い。 した が って,sayiturを は じめ とす る一 連

の形 式 の 分 布,あ るい は有 無 そ の も の は梵 本,蔵 本 のい ず れ を参 照 して も一 義

的 に決 定 す る こ とは必 ず し も容 易 で は な い と考 え られ る。

(7>6uはberと と もに 蔵語yangに,anuはinuと と もに蔵 語niに 相

当す る傾 向 が あ る が,(b)で はFの6u,(c)で はA～Dの 句 末 のanuは どち ら も
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梵 本,蔵 本 の いず れ に も対 応 す る形 式 が 見 出 せ な い。

(8)語 順 に 関 して言 うな ら,(c)で はFのbaraγdasiUgei-dUrの み が蔵 本 の

1nizadlaと 平 行 し,逆 に 言 え ば蒙 古 語 本 来 の語 順 を崩 してい る と見 て よい 。

一方(d)で はF以 外 は全 てbiberはk驚Un-iyerに 後 続 し
,こ れ は蔵 本 の語 順

と平 行 して い る の に,Fの みbiberが 語 頭 に立 ってい る。

以 上 は この31(a)～(d)に お い て 看取 で き る問 題 の 全 て で は な く,言 わ ば 任 意 に

取 り上 げ た もの に す ぎ ない が,こ れ だ け を 見 て もA～F間 の 字 句 の 異 同 が は ら

む 問 題 が い か に複 雑 で あ るか が 理解 で ぎ るは ず で あ る 。語 順 の 問題 は別 に して,

総 体 と して の 蒙古 本 と蔵 本(あ るい は梵 本)の 間 の形 式 の対 応 関 係 の み を 見 る

に して も,1対1,1対 ゼ ロ,ゼ ロ対1,1対 多,多 対1,多 対 多 と種 々 の可

能 性 を は らん で い る。 また,A～Fの 内 部 に お い て も一定 の 蔵語 あ るい は 梵語

の形 式 に 常 に 一定 の 蒙 古語 形 式 が 対 応 して い るわ け で も ない 。

これ らの異 同 は 部分 的 に は,例 え ばDはCの 行 文 に 依 拠 し一 部 を 改 め た とい

うよ うな 相 互 の 依存 関 係 を 設定 す る こ とで あ るい は説 明 可 能 か も知 れ ない 。 し

か しそ れ だ け で全 て が解 決 で き る とは考 え られ な い。

筆 者 は さ らに,二 つ の方 向 か ら この 問題 を 考 え る こ とが で き る と思 う。

一 つ は蒙 古 語 訳 の性 格 に 関 わ る もの で あ る。 従 来 仏典 の 蒙古 語 訳 は蔵 語 原 典

の機 械 的 な逐 語 訳 と見 な され て きた。 そ の代 表 的 な見 解 はPoPPe1971のIn-

troductionpP.5～7に 見 られ る。PoPPeの 論 じた 『金 剛 般 若 経 』 と,こ こで

論 じ る 『普 賢 行願 讃 』 は散 文 と讃 頒 とい う点 で 少 な くと も原 典 の 言語 の 性格 を

異 に して い る こ とは事 実 と して は認 め な け れ ば な らな い し,そ の差 異 が訳 文 の

蒙古 語 に も反 映 して い る可 能性 は あ り得 る。 しか し,Poppeの い う 「逐 語 訳 」

(verbatimtranslation)が,仏 典 の古 典 西 蔵 語 訳 の よ うに一 定 の対 応 規 則 を

適 用 す れ ば,機 械 的 に 還梵 が 可 能 で あ る とい う類 の逐 語 訳 を意 味 した もの とす

るな ら,『 普 賢行 願 讃 』 に 関す る限 り筆 者 はPoppeの 見解 に は与 し難 い。 た

しか に,仏 教 用 語 の 中 に は そ の ま ま で は蒙 古 語 と して は理 解 しに くい もの もあ

る。 しか し,行 文 全 体 を見 れ ばA～Fの いず れ に お い て も程 度 の差 こそ あれ,
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それなりの翻訳技法上の工夫が観察でぎる。前述の例でい うなら,(3)のnom-

unの 有無,(4)の 単複両形の使い分け,(7)の6u,anu等 の小詞の有無,(8)の 語

順の相違等は,そ れぞれの相違に対応した形式上の差異をもつ,現 在は未発見

の原典の存在一 存在するとすればその数は莫大なものになるはずである一

を想定するよりは,む しろ種々の翻訳技法が駆使された結果と見なすべきだと

考えたい。その詳細を見定めること,さ らに時代や地域等にかかわる差違を明

らかにすることが今後の研究の課題となろう。

いま一つは原典の複数性である。上述の蒙古語訳の性格を考慮にいれたにし

ても,蒙 古語の形式と蔵語もしくは梵語の形式との対応関係の全てを説明する

ことは不可能である。(1)のAの γurban6aγ 一unは 現状では漢訳を参照するこ

とではじめて説明できるし,ま た(2)のyosunの 有無は意味内容に大きく関わ

るだけに,単 に翻訳の方針の相違に由来を求めるよりも依拠した原典の相違に

由来を求める方が自然であろう。

換言すればA～F間 の字句の異同は,原 典が複数であったと想定することで

はじめて説明できる部分がかなりあると考えたい。この場合複数性とは蔵本な

ら蔵本の内部で複数の原典が存在 したことのみを意味するものではない。筆者

は少なくとも旧訳に関する限 りは,蒙 古本は単に蔵本にのみ依拠 したものとは

考えない。たしかに16世紀以降のいわゆる第二次仏教導入期にあっては,蒙 古

における仏典の翻訳事業についてはその原典を蔵本に求めることも諸般の歴史

的事情か ら見ても肯けるものではある。 しかし,そ れが14世紀においてもその

ままあてはまるとは考えにくい。 『普賢行願讃』の旧訳はその言語面での諸特

徴から見て14世紀のものと推定できる。 この時期における仏典の翻訳事業の詳
(47)

細は不明であるが,単 に蔵本にのみ依拠 した可能性は少ないと見てよいだろ う。

例えば(1)のAγurban6aγ 一unは 現状では漢語を参照してはじめて説明できる

形式であること等は,種 々の条件をつける必要はあるにせよ,そ の証左となり

得るかも知れない。筆者は梵蔵漢さらにはこれら以外の言語によるものを含め,

複数の典拠に基づ きつつ蒙古語訳が製作されたと想定する方が,今 後の研究の
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より有効な指針 となると考える。

A～F間 の字句の異同をとらえ得る三つの視点を述べた。残念ながら個々の

異同がこの三者の うちのいずれからとらえ得るかについては現状では詳述でぎ

ない。三つの可能性が分かち難 く一体化した事例 も少なからずあることも想像

でぎる。全ては今後の研究にまつほかないが,そ れが進むべ き方向は提示 し得

たと考えている。

註

(1)引 用 は泉1929,pp.372～3。
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(7)同 文 庫 に はTabunirttger・ttnsudur(五 つ の 願 讃 の 経)と い う題 名 の 貝 葉 型 の 写 本(9・2

cm×24・2cm)が 収 め られ て い る22葉45面 か ら成 り各 面18～9行 の 行 文 を もつ この 写 本 に は単 行 の

六 種 の 願 讃 が 収 録 さ れ て い るが,こ れ は実 は よ り大 部 の写 本 の 一 部 で あ る と 推 定 で き る。 この 写
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に よ る336を 最 終 面 とす る写 本 が 収 め られ て い るか らで あ る。 収 録 され て い る仏 典 は次 の 通 りで あ
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(表 題 は な く欄 外 に こ の 名が 記 され て い る)

3)Ωamurnigtt1・nligtid-inamanCilaquineretilsudur(一 切 の 罪 を 断 つ と い う名 の 経)

〔10a～21b〕

表 題 はAltankijaγaXur・ullsudur(黄 金 の 刃 の経)
　

4)Jaruratuqab6arai-a6atonilrar6isudur(深 き 谷 間 よ り救 い 出 す経)(22a～33b)

これ 以 降 がTabunirttger・Unsudurで あ る。

5)Sayinyabudal-unirttger・Unqa7an(普 賢 行 願 王)(34a～45a〕

これ 以 後 は表 題 が な くいず れ も欄 外 に経 名 を 記 して あ る。

6)Mayidari-yinirttger(弥 勒 願 讃)(45b～49a)
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.8)Niγu6a・yi且irtiger(秘 密 願 讃)(55a～61a⊃
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こ の う ち5)が 『普 賢 行 願 讃 』 で あ る。

巻 末 に は奥 書 が あ り,そ こで は この 写 本 全 体 を さ してArbanekittik61gensudur(十 根 源

乗 経)と よん で い る。qar・ataulaijil(壬 卯 の 年)に 書 写 され た 旨が 記 され て い るが,こ れ が 西

暦 の 何 年 に あ た るか は特 定 で き な い。 ま た,訳 者 が 書 写 に関 係 した 人 物 の 名 も あげ られ て いな い。

奥 書 は75b9行 目 か ら始 ま る 。

Arbanekitttk61gensudur.i:qarataulaijil.uniUn.titerigtinsara.yinbabai(?)一

y量nγurbandoluγan●uekiarban・aekilen:γurbandoluran・usegtttarband6rben・e

b量6ij茸tegUsbei::;::

未 詳 の 語 や 表 現 は あ るが,大 意 は 「「十 根 源 乗 経 』を 壬 卯 の年 の夏 の初 あ の月 の10日 に始 め14日

に書 き終 え た」 旨で あ る と推 定 で き る 。 こ の 壬 卯 の 年 は 不 詳 で あ る。

な お,い わ ゆ る 『五 種 願 讃 』 は9utur・tusayi-yabuda1・unirttgel・tinqaran(『 普 賢 行

願 讃 』),Mayidari・yinirttger(r仏 説 弥 勒 菩 薩 発 願 王 偶 』),6ary-aavatara・yini「Uge「,

TerigUndumdae6tisrurban・uirUger,Sukavati・yinirttgerの 五 種 の願 讃(順 序 は不

同)か ら構 成 され る もの で,こ こで ふ れ た もの とは構 成 を異 に して い る。

(8)Heissig1964,p.86を 参 照 。 この 写 本 はIrtigel-Unqaγan(r願 王 』)と い う表 題 を もつ が,

内容 はr五 種 願 讃 』 で あ り,註(7)で 紹 介 し た5種 の願 讃 を 収 めて い る 。奥 書 に は製 作年 月 日

の 記 載 は な いが,Heissigは16～17世 紀 と推 定 して い る 。

(g)Heissig1962,pp.20～21,Snellgrove&Bawden1969,p.96,No.1922の 記 述 を 参 照 。

(10)K731とK1144は 単 行 の 仏 典 と して 各 々 「秘 密 経 」 の部 第24巻(通 巻第24巻)332r～336v,

「律 師戒 行 経 」 の部 第16巻(通 巻第59巻)279r～302rに 収 め られ て い る 。K848は 華 厳 経 の 最終 巻

で あ る 「i華厳 経 」 の部 第6巻(通 巻第108巻)250r～254rに 収 め られ て い る。 いず れ に も奥書 は

な い 。

(11)LokeshChandra1979,PP.404～416。 な お この版 本 に採 られ た漢 訳 は不 空 訳 で あ る 。

(12)Heissig1954,PP。131～2を 参 照 。

(13)Heissig1954,P.157を 参 照 。

(14)Heissig1954,PP.22～3を 参 照 。

(15)Heissig1954,P.58を 参 照 。

(16)Heissig1954,P.61を 参 照 。

(17)Heissig1954,PP.44～7を 参 照 。

(18)Heissig1954,P.22を 参 照 。

(19)Heissig1954,P.44を 参 照 。

(20)Heissig1954,PP.55～8を 参 照 。

(21)Heissig1954,P.139を 参 照 。

(22)PoPPe,Hurvitz,Okada1964,PP.62～64を 参 照 。 　
(23)PoPPe,Hurvitz,Okada1964,PP.79～86を 参 照 。 な おHeissigはPLB60JirUken-

Utoltasudurorusibaと 内容 的 に 重 複 す る部 分 の あ る こ とを 指 摘 して い る。Heissig1964,

pp.54～63を 参 照 。

(24)PoPPe,Hurvitz,Okada1964,PP.96～101を 参 照 。 な おHeissigは こ れ とPLB85

Blama-yintaki1-ulljangtiilesayin6量rulran-urasiyanqural・ibaγulrar6ikemegdekU

o則sibaが 内容 的 に重 複 す る部 分 の多 い こ とを 指 摘 して い る 。Heissig1964,PP.54～63を 参
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照。

(25)こ の形式 はきわめてまれな もので,行 文 の相対 的な年代決定 に十分貢献 し得る。詳 しくは後

述3のA(8)を 参 照。

(26)一 部の外来 語の表記には各 々のテキ ス トの特徴が現われて いる。例 えば梵語bodhi「 菩 捌,

bodhisa重tva「 菩薩」 に対 して,1,R,Mong382,PLB72,142,183,MongO6.45で は各 々

bod玉,bodisdvと いわばウ イグル的な表記を採 ってい るの に対 し,K731,848,1144,PLB49で

は各 々bovadhi,bovadh…saduvaと いう表 記を採 ってい る。 しか しこのよ うな傾向は全ての

外来語 に共通 しているわけではな く,そ こに 何 らか の体系性 を見 出すこ とは 困難である。また個

別的 には若干の興味深 い事例 もあるが,そ れ らについては第二部の註で とりあげ る。

(27)樋 口1980,PP。186～7を 参照 。

(28)以 下 の引用 は全 て第二部 で採 った方 式に基づ く。 個々のテキス トの 行 文における問題点 につ

いて は第二部 の註 を参照 されたい。

(29)PoPPe1955,PP.200～1を 参照。

(30)樋 口1980,P.192を 参照。

(31)樋 口1980,PP.191～2を 参照。

(32)樋 口1980,P.193を 参照。

(33)一d・ は動詞語幹 伍1ed・ の一部であるか ら,EFの 伍1edkUnは この語尾 を含ん だ形式 と認

定で きるか否か は疑 問で ある。 ただしhaplologyの 可能性 もある。 さらに検討 したい。

(34)樋 口1980,PP.196～7を 参照。

(35)樋 口1980,PP.197～8を 参照。

(36)Lessing1982,PP.1185～6を 参照。

(37)小 沢1984,PP.103～4,Bosson1969,P.25を 参照。

(38)小 詞的なb茸gedの 用例はさておいて,こ のよ うに格語尾を したがえた用例 は報告 されて いな

いよ うであ る。管見の及ぶ限 りで はこの 用例は仏典 にの み観察で きる。 『普賢行願讃』 とともに

『五種願讃』 に収録 されてい るr仏 説弥勒菩薩発願王渇』 のテキ ス トのうち 言わば旧訳 にあたる

ものの中 に1例 ある。 さらにいまカンジュールのEldeb(「 諸品側)の 部 に収録 されて いるもの

か ら任意 にとりあげてみ ると,『 解深密経』(K861)に1例,『 悲華経』(K866)に2例,『 般

舟 三昧経』(K890)に3例,さ らにr法 華経』(K868)に 至 って は90例 が確認でき,必 ず しもま

れ とは言い得ない。 『法華経』 におけるb廿gedの 用例 については,第23回 野尻 湖 ク リル タイに

お いてその意味す る問題の い くつかを指摘 した。別稿 にて詳述す る予定である、

(39)樋 口1980,PP。198～9,樋 口1987,PP。013～5を 参照 。

(39)Cleaves1954,P。117の 註293を 参照。 なお疑問詞kenは ここで は文殊師利を修飾す る一

種 の関係代名詞 として機能 して いる。 また行文はHeissig1976,p.235の 字句の異同の図表 に

基 づいて再構成 した ものであ る。

(40)こ の現象 につ いて はPoPPe1955,PP.59～73を 参照 。

(41)樋 口1987,PP.018～9を 参照。

(42)樋 口1980,p・190,樋 ロ1987,pp・018～9を 参照 。

(43)Poppe1971に はオ イラ ト語訳を含む3種 の校訂 テキス トを掲載 する。 他 に'Sark6zi1972

が とりあげたToyinGuu忌i訳 のテキス トもある。以下の議論 にはオ イラ ト語訳を含め ない。

(31)



(44)樋 ロ1987,PP.01～5を 参照。

(45)OS～KはHeissig1976で 採 られた略称である。行 文はHeissig1964,P.128か ら引用。

訳文 は拙訳 。

(46)漢 訳 はMongO6.45と ともに掲げ られて いる不空訳の ものであ る。

(47)13～4世 紀における仏典 の蒙 古語訳 の事業 については,金 岡1980,PP.152～69に おいて概観

されてい る。
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第 二 部

以 下 に各 テ キ ス トの行 文 を 紹 介 す る。

A～Fの 分 類 は第 一 部 で述 べ た もの に基 づ く。

これ らの うちAは 石 浜 写 本,CはPLB72,EはT97/100を 底 本 とす る。 各

凌,文 脈 か ら見 て誤 記,誤 刻 あ る い は脱 落 と断言 し得 る箇 所 は他 の もの の形 式

に よ って補 って い る。

各 行 文 中 の:はdabqur6eg,::はd6rbeljin6eg,・ は 乙egを さす 。 な

おMongO6.45は 一 貫 して6egとdabqur6eg(各 々他 本 のdabqur6eg,

d6rbeljin6egに 相 当 す る)の み を 使 用 し て い るが,機 能 上 の平:行性 に着 目 し,

以 下 で は各 々 を:と=:に 置 き換 え て あ る。

語 句 の異 同 は各 句 毎 に註 記 す る。 行 文 中 の+は,こ の箇 所 に は底 本 に は何 も

な いが,異 本 に は何 らか の形 式 が 存 在 す る箇 所 を示 す 。 註 の 中 の ②は こ の異 本

に は底 本 の当 該 形 式 が 存 在 しな い こ とを示 す 。

各 句 の逐 語 訳 は無 用 の重 複 を避 け るた めAに の み 与 え,B以 下 の各 本 でAと

大 き く表 現 が 異 な り訳 文 にか な りの差 異 が 生 じ る場 合 に は特 に註 記 す る。

別 に各 頒 ご と に総 訳 を 付 し,蒙 古 語 の行 文 の解 釈 として 許 容 で き る範 囲 で 自

由訳 を試 み る。 ま た参 考 の た め不 空 訳 の訳 文 を添 え る。

なお 註 は,煩 雑 を避 け る た め願 単 位 で一 括 して 与 え る。 註 の 中 で梵 本,蔵 本

とあ る の は各 々泉1929所 載 の 梵 文 校 訂 テ キ ス ト,MultiLingualBuddhist

Text1所 収 の 四 言語 合 壁 本 の 蔵 文 テ キ ス ト(こ の 蒙 古語 テキ ス トがMong

O6.45で あ る)の 謂 で あ る。 も と よ り,あ くま で も一 つ の参 考 と して これ らに

言 及 す る もの で あ る。

転 写 の方 式 は一 つ の便 法 と して,原 則 的 にPoPPe-Mostaertの もの に依 る。

た だ し,文 字dalethの 語 中 形 で 母 音 間 のtdを 表 記 して い る 場合 は各 々 担 に

よ って転 写 す る。 ま た,独 立形 式 の語 頭 に 文 字dalethの 語 頭 形 を 使用 してd

を 表 記 して い る 場 合 に は 亘 に よ って転 写 す る。
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な お梵 語,西 蔵 語 の表 記,特 に題 名 の表 記 につ い て は,ガ リ ック字 を一 切 使

用 せ ず 蒙 古 文 字 の み を 使用 す る テ キ ス トと,ガ リ ック字 を 全 面 的 に も し くは部

分 的 に 使用 す る テ キ ス トとが あ る。 後 者,特 に ガ リッ ク字 と蒙 古 文 字 を混 用 し

た表 記 を い か に転 写 す るか は 問 題 で,Poppeは 全 て 蒙 古 文 字 と見 な し転写 し

(例 え ば ガ リッ ク字 のoはovaと 転 写 す る),Ligetiの カ ンジ ューノレの カ タ ロ グ

で は この 表 記 か ら想定 され る梵語,西 蔵 語 を 再 現 す る方 針 を と る等,一 定 の 依

るべ ぎ明 確 な方針 は 確 立 され て い ない 。 ガ リ ック字 の 使 用 が 不 徹 底 な上 に不 正

確 で あ る こ とが 最 大 な 原 因 で あ る。 本 稿 で は,特 に題 名 の 表 記 に限 って は ガ リ

ッ ク字 に よ る表 記 と見 な し得 る もの につ い て は下 線 を付 し,も との梵 語,西 蔵

語 の体 系 に した が って 転写 し,不 正 確 な もの もそ の ま ま再 現 す る。 した が って,

例 え ば 同 じ くoで 転 写 して も,も との字 形 は下 線 の有 無 に応 じ て異 な る。 一 方,

行 文 中 で 蒙 古 文 字 と混 用 され て い る ガ リ ック字 の うち蒙 古 文 字 と見 な し得 る も

の は 蒙古 文 字 と して転 写 す る。 例 え ば 梵 語bodhiの ガ リ ッ ク字 に よる表 記 は

bovadhiと 転 写 す る。 な お不 統 一 との そ し りは 免 れ難 い が,一 つ の便 法 で あ る。

A/namobubay-a::namodarmay-a::namosanggay-a::/1)

南 無 仏 南 無 法 南 無 僧

1)Rnamovabuddha-y-a::namovadharma-y-a::namahsangg

hay-a::

K731namovabuddhay-a::namovadharmay-a::namahsan-

gghay-a::

B

C

D

E

F

namovabuddhay-a::namovadharmay-a::namahsangghay-a::

namovabuddhay-a::namovadharmay-a::namah1)sangghay-al:

=B::B::B::

=B::B::B::

namovabuddha-aya::namovadharma-aya::nama単sanggha-a

ya::

1)PLB183namo
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Aenedkeg一 廿n1)keleber:/ariy-abadr-aこary-abraniraja:/2)

印 度 の 言 葉 でArya-bhadra-carya-prapidh盃na-raja

1)Rhindkeg一 銭n2)Rariy-abada6aray-abranidan-araja:,K731

a-ary-abhadr-aca-ary-abraロidha-anara-aja::

1)

ry-a

B

C

D

enedkeg一 廿nkeleber;a-ary-abadrracary-abranidan-araaja:

enedkeg一{inkeleber:/ariy-abadir-acariy-al)ranidarl-araaja::/1)

enedkeg一 廿nkeleber:ary-abhadr-acary-aphr-apaidha-ana

コ
ra-aJa:

Eenedkeg-tinkeleber:a-ary-abhadr-acary-apr-a nidhaa

naraaJa:

Fenedkeg一 茸nkeleber:a-ary-abhadraca-ary-abraロidha-ana

ロ
ra-aJa:

K1144aary-abadr-a.cary-abraロidhaanaraajaa::,

bhadr-acagry-a(5ゴ のpr-anidhaanaraaja::,

badir-acariy-abraロidan-araja::,PLB183ariy-a

branidar-a(sic)rajia::,MongO6.45ariy-abadr-acariy-abranidan-a

コ
raaJa:

At6bed-Unkeleber:/bagsbabsangbobcodbaismonlamciircalbo::/1)

西 蔵 の 言 葉 でbPhagspabzangPospyodpahismonlamgyirgyalpo

1)Rbagsbabsangboisbodbaiismolamyiircalbo:

K731hphagspabzangposbyodpaismonlamgyirgyalpo:

PLB

badir-a

PLB49aa

142ariy-a

コ
6arly-a

B

C

D

t6bed一 廿nkeleber

rgyalbo:

tδbed一 廿nkeleber:

gyirgyalbo::/1)

:hbagsbazangbospyodbislnonlamgyi

/hbagsbabjangphosbyodbaismonlams

t6bed一 哉11keleber

rgyalpo::

:hPagspabzangbospyodbatsmonlamgyi
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Etδbed一 養nkeleber:

gyirgyalpo::

.葦phagspabjangPospyodpa
smon 1am

Ft6bed一 伽keleber:9Pagsbabzangbospyodbasmoam(5歪 のgyi

rgyalbo:

1)K1144hp亙ag§pablangpo.spyodba量smolamgyirgyalpo::,

phagspabzangpospyodbasmonlamgyirgyalpo::,

bsangbosjodbaismonlamgyirjalbo::,PLB.183

sbyodbaismonlamgyirgyalbo::,MongOG.45baγba

molamgiJalbo:

A/mongγ01-unkeleber/1):2)

qaγan十3)

蒙 古 の 言 葉 で 「聖 な る 普 賢 行 の,

PLB49

PLB142basba

pagsbabzangbo

sangbojodbai:

D

B

C

D

E

F

Aori

qutuγ 一tusayinyabuda1-un:3)ir銭ger_廿n

無 二 の 聖 な る 童 子 文 殊 師 利 に 敬 礼 す る

1)K731mLa5ju岳ri-dur

Bqutuγ 一tuoriboluγsanma司u岳ri-durm6rg茸m廿::

Coriboluγsanmanjusiri-dur1)m6rg芭m茸bi2)::3)

Dqutuγ 一tuoriboluγsanmailu6ri-durm6rg廿m廿bi

(36)

願 の 王 」

R,K731mo耳gγ016ilabasu2)Ro3)R,K731の4)R:,K731::

mongγ016ilabasu:qutuγ 一tusayinyabuda1-unirUger一 丘nqaアan

neretu:

mongγ01-unkeleber:qutuγ 一tusayinyabudal-unirUger一 茸n1)

qaγan:2)

mongγ01-unkeleber:qutuγ 一tusayinyabuda1-unir廿ger一 且nqaγan:

mongγ01-unkeleber:qutuγ 一tusayinyabudal-unir廿gel一 茸nqaγan:

mongγol-unkeleber:qutuγ 一tusayinyabudal-tuir廿gel一 廿nqan::

1)MongO6.45ir荘ge1一 慧n2)PLB183::

boluγsanqutuγ 一tujalaγumanjusiri-dur1)m6rgUm銭::

o

::



Equtuγt的alaγuboluγsanma旬uきrii-durm6rg哉m且:

Forimahjusiriqutuγ 一tu-durm6rgUm茸::

1)K工144,.PLB49ma珂u6ri-dur,PLB183,MongO6.45man-

ju忌iri-dur,2)K1144,MopgO6.45の3)MongO6.45;

1(a)

Aked廿ibUk萱ialiba1)arbanj廿9一 茸nyirtin6U-dUr

お よ そ あ り と あ ら ゆ る 十 方 の 世 間 に お い て

1)R,K731aliba.

Bkedbaked茸ib茸kUnarbanj費9遭nyirtin甜 一d潅r:

C=B:

Dkedbaked廿ibUk廿narbanjtig一 廿nyertin6雌 一d茸r:

Ekedbeked銭ib{ik茸arbanj廿9一 廿nyirtin6U-d廿r:

FkedbekedUiarbanJ哉9一 茸nyirtin6茸sr茸noron-a:

cf.TIIT662ked且ib廿k荘narbanjag一 廿n

(b)

Aγurban6aγ 一unsayibaroduγsank貸m菰n一 茸.arslan-nuγud1):

三 世 の 善 逝,入 の 獅 子 ら,

1)K:731arslan-nuγud-i

B

C

D

E

F

γurban6aγ 一unk逓m荘n一 廿arslansayibaroduγsan-i:

γurban6aγ 一unk廿mUn一 廿arslansayibaroduγsan:1)

=C:

γuぽban6aγ 一tura6araγsank廿man一 廿arslanb廿k廿n:

γurban6aγ 一tur」alaraquiqamuγburqanbaγsi-nar:

1)K1144,MongO6.45⑭

cf.TIIT662γurban6aγ 一unk廿m廿n..oduγsad

(c)

Abiber1)qo6urliUgeitedeb丘9荘ded員r2):
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私 は 余 す と ころ な くカ}れら全 て に対 して,

1)他 はbiber2)他 はb廿9廿de-d廿r

B

C

D

E

F

qo6urli廿geitedeb廿gtide-d廿rbi:

十1)qo6u∫li廿geitedeelebUg茸de-d茸r十2)bi:3)

=B

qo6urli3)廿geitedeb遣9廿de-dUrbi:

qo～iurli茸geitendeelebtigUde-d廿rinubi:

1)K1144b廿g廿de-dUr2)K1144:3)K114窪,PLB183,Mong

O6.45の3)PLB66qo6url-i

cf.TIIT662qo6urli茸geib温g廿de-d荘rbi

(d)

Abey-ekelensedki1-iyerbisiren加 δrg茸m廿::

身 体,言 語,心 に よ っ て 崇 め 敬 礼 す る 。

B

C

D

E

F

=A::

=A::

=A::

=A::

bey-ekelensedkiliyers茸s且1茸gedm6rg罎m廿:

cf.TIIT662bey-b員sirens6gUdtimtii

「あ りと あ らゆ る十 方 の世 界 にお い て,私 は過 去,現 在,未 来 の善 逝 で あ り,

入 中 の獅 子 た る諸 仏 全 て に対 して余 す と ころ な く,身 体,言 語,精 神 を通 じ て

崇 め 敬 礼 す る。」

不 空 訳 所 有 十 方 世 界 中 一 切 三 世 人 師 子

我 今 礼 彼尽 無 余 皆 以 清 浄 身 口意

2(a)

Asayinyabuda1-unir廿ger一 畳nk廿 こ廿n-iyer:

良 き行 い の請 願 の 力 に よ って,

Bsayinyabuda1-unirUger一 茸nk廿6廿n-n廿9蔵d-iyer:

(38)



C

D

E

F

=sayinyabudal-un1)ir萱ger一 茸nk茸6un-iyer:

=A:

=A:

bodisadu-yinirUge1一 茸n.k廿6廿n-n茸gtid-iyerbi:

1)PLB72yabuda1

(b)

Aqamuγilaγuγsad-isedki1一 茸nilete1)bo1γaju:

一 切 諸 仏 を 心 の 只 中 に あ ら し め て
,

1)K731iledte

B

C

D

E

F

qamuγiaγuγsad-tasedki一 廿niedtebolγaju:

qamuγilaγuγsad-isedki1一 茸nilete1)bo1γaju:

=C:

qarnuγiaγuγsad-isedk丑 一iyerietebo1γa∫u:

ilaγuγsadb廿g茸de-yisedkidegeniledken:

1)K:1144ile,PLB49iedte

(c)

Aulusun1)toγosun-utoγ 一a-bar:2)beyeben3)廿lemjib6k6yiged十4)

刹 土 の 塵 の 数 だ け,己 が 身 体 を 大 い に 折 り 曲 げ て

1)Rulus-un・K:7310rod-un2)他 は ②3)他 はbeyre-ben4)他 は=

B

C

D

E

F

oron-utoγosuntoγ 一a-barbey℃ 一benb6k6yiged:

ulus-un1)toγosun-utoγabar2)beyeben3)十4)b6keyiged5)十6)

orod-untoγosun-utoγabarbey-e-bensayituエb6k6yiged:

orod-untoγosun-utoγ 一a-barbey-e-bensayiturb6k6yiged:

orod-takitoγosun-utoγ 一ak茸rk茸ibeyeben:sayiturbδk6yin

1)K11440rod-un2)MongO6・45toγobar ,他 はtoγ 一a-bar

3)K1144,PLB142bey-e-ben,4)K1144,MongO6.45sayitur

5)PLB49,142,183b6k6yiged6)MongO6.45を 除 き:

(d)
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Aqamuγilaγuγsad-i1)masidam6rg菰mU::

一 切 諸 仏 を 大 い に 敬 礼 す る 。

1)Rilaγuγsad-a,K731ilaγuγsad-ta

B

C

D

E

F

「普賢行の願力により

しい無限の回数だけ

不空訳

qamuγilaγuγ$ad-tamasidam6rg茸m茸:.:

qamuγilaγuγsad-a1)masidamδrgUm茸 、::

=C::

=C::

ilaγuγsadb廿g琶de-dem6rg茸m茸:

1)K1144,PLB142,183,MongO6.45ilaγuγsad-ta

,一 切 諸 仏 と我 が 心 中 にて 対 面 し,刹 土 の 塵 の 数 に も等

,身 体 を大 い に折 り曲げ て,一 切 諸 仏 に大 い に敬 礼 す る。」

身 如 刹 土 微 塵 数 一 切 如 来 我 悉 礼

我 以 心 意 対 諸 仏 以 此 普 賢 行 願 力

3(a)

Anigentoγosun-u .deger-etoγosun-u1)toγ 一a-bar2)burqan-nuγud:8)

一 塵 の 上 に 塵 の 数 だ け 諸 仏 が
,

1)Io2)Rto70bar3)K731②

㈲

A

B

C

D

E

F

nigentoγosun-u
.deger。etoγosun-ut9γ 一a-barbuぼqan-nuγud:

nigentoγosun-udeger-etoγosun-utoγabar1):2)burqan-nuγud十3)

nigentoγosun-udeger℃to7つsun-utoγ 一a-bar:burqan-nuγud

nigento70sun-udegeretoγosun-utoγ 一a-bar:burqan-nuγud

nigenigetoγostm-durtoγosun-utoγatan:burqan-nuγud

1)K1144,PLB49,142toγ 一a-bar2)K1144②3)K1144:

bodisdv-nar-un1)dumdasaγuγsadba:

菩 薩 の 只 中 に 坐 して い る こ と,

1)K731bovadhisaduva-nar-un

.Bbovadhisaduva-nar-tmdumdasaγulub荘k廿r1:
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C

D

E

F

bodisdv-narun1)dumdasaγujub{ik茸n:2)

bovadhisaduva-nar-undumdasaγujub廿kUn:

bodisadu-a-narun3)dumdasaγuγsan-nuγud:

bodisadu-yindumdainusaγu7sad:

1)K1144,PLB49bovadhisaduva-nar-un,PLB142,183bodisdv-

nar-un,MongO6.45bodisadu-nar-un2)PLB183②3)PLB

66bodisadu-a-nar-un

(c)

Ateremet廿nom-un6inar-nuγudqo6urli茸geg茸i.e:

そ の よ う に 法 の 本 性 が 余 す と こ ろ な く,

B

C

D

E

F

teremet廿nom-unile6inarbUgUdeqo6urli茸geg茸i-e:

teyim廿nom-un1)ele6inarbugUdeqo6urli茸geg廿i-e十2)

teremetUnom-nu6inar-nuγud-iqo乙urli廿geg廿i-e:

teremet廿nom-unt6b-nuγud-i3)qo6urli萱geg茸i-e:

tereII鳩ttinom-un～ …inarqo6uエ1i廿gei

1)MongO6.45nom2)他 は:3)PLB66t6b-n廿gUd-i

(d)

Ab廿9莚dedeDiaγuγsad-iyard茸gUrgenkUsem廿i::

全 て に お い て 諸 仏 に よ っ て 満 ち ん こ と を 願 う。

1)他 はbag廿de-de

B

C

D

E

F

qamuγilaγuγsad-iyard茸g琶r猷b廿k廿 一yik廿semUi::

qamuγiaγuγsad-iyard荘g茸r6養b廿k廿i-yi1)kUsem茸i2)

qamuγilaγuγsad-iyard廿g廿r6UbUk廿 一yik茸sem廿::

qamuγilaγuγsad-iyard廿g廿rk廿i3)k費sem茸ibi::

b髄g渡deilaγuγsad-nuγud-iyard廿g廿rkaik茸sem藍i::

1)PLB142,183bUk廿yi,MongO6.45b直k哉i-yi

183k廿sem廿3)PLB66d廿g廿rk茸yi

::

2)PLB142,

「無数にある塵の一粒一粒の上にさらに塵の数にも等 しい無数の諸仏が菩薩の
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只 中 に坐 して い る よ うに,法 界 が 余 す とこ ろ な く,仏 で満 ち満 ち て い る こ とを

願 う。」

不 空 訳 於 一 塵 端 如 塵 仏 諸 仏 仏 子 坐 其 中

如 是 法界 尽 無 余 我信 諸 仏 悉 充 満

4(a)

Atedegermaγtaγdaquibarasi廿geidalai-nuγud-i:

そ れ ら讃 え るべ き無 尽 の大 海 を,

B

C

D

E

F

teden一 廿barasi茸geisayisiyaγulqui望alai-nuγud-i:

tede1)barasi廿geisayisiy&γdaquidalai-nuγud:2)

tedebarasi茸geisayisiyaγdaqu窪alai-nuγ11d-i:

tedeger一 廿nbarasi廿geisayisiya7daqui亘alai-nuγud-i:

tedeger一 廿nsayisiyaquibarasi茸geidalai-yi:

1)K1144,MongO6.45tende2)PLB183の

(b)

Adalai1)met廿egesig一 廿n廿yes-t茸2)daγun-nuγud-iyar3):

大 海 の よ う な 音 の 調 べ を もつ 声 に よ っ て,

1)R亘alai2)R誼yes-t茸r3)Rto70sun-nu7ud-iyar

B

C

D

E

F

遺alaimetUegesig一 廿nqamuγ 廿yes一 茸ndaγun-iyar:

/daγulaquiayimaγ/1)dalaimet廿daγun-iyar:2)

亘aIaimet茸egegig-arlqamγ 芭yes一 廿ndaγun-iyar:

egesig道ngesig廿n一 茸 虫1aimet廿 亘aγunb廿k廿n-iyer: .

dalaimet廿egesigUngesig貢tUdaγu-bar:

1)K1144egesig一 廿n廿yes2)K1144②

(c)

Aqamuγilaγuγsad-unerdem一 茸d-i1)sayitur茸9茸1eged:

一 切 諸 仏 の 功 徳 を た くみ に 語 っ て
,

1)R,K:731erdem-i

B=A:
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C

D

E

F

十1)ilaγuγsad-unerdem一 貢d-isayitur茸g廿1eged

=A:

=A:

ilaγuγsadeleb萱g慧deerdem一 廿d-i茸g茸len:

1)K1144qotala

(d)

Aqalnuγsayibaroduγsad-imaγtamuibi::

一 切 善 逝 を 讃 え る
,私 は 。

B

C

D

E

F

「海潮にも似た驕

の功徳を説いて,

不空訳

qamuγsayibaroduγsanb芭g銭de-yimaγtamuibi::

qalnuγsay量baroduγsadb廿9廿de-yimaγtalnuibi1)::

=C::

=A.::

qamuγsayibaroduγsad-i茸ges-iyermaγtamu::

1)MongO6.45②

声 を発 して,無 尽 の大 海 に も似 た それ ら賞 讃 す べ き一 切 諸 仏

一 切 善 逝 た る仏 を私 は讃 え る。」

於 彼 無 尽 功 徳 海 以 諸 音 声 功 徳 海

關 揚 如 来 功 徳 時 我 常 讃 嘆 諸 善 逝

5(a)

Adeged廿se6eg1)kigeddeged廿erikes-iber十2)

最 上 の 花 と 最 上 の 華 童 を ば,

1)K7316e6eg2)K731:

B

C

D

E

F

deged廿sayihこec6g一 廿dkigederikes-iber=

deged茸/sayin6e6eg一 茸d/1)kiged/erikes-iber/2):3)

degedasayin6e6eg一 廿dkigeddegedUba:.

逗eged茸6e6egkiged亘eged賛erikeba:

deged茸6e6量g-higedeged廿erke:

1)K1144こe6eg2)K1144erikesba,PLB142,183 .eriker1-iber
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3)MongO6.45の

(b)

Aこinggi茸aquikigeds廿r6ik廿idegedU/sik廿r-eber/1):

鳴 り物 と 塗 香,最 上 の 傘 蓋 を こ そ,

1)Rsigaderiba,K731sik廿r-iba

B

C

D

E

F

sonosqumet銭6anggijaquikigeds廿rこikUi-1荘ge:deged廿sik廿r

/sonosquimetti/1)6ingg且jaqui2)kigedsUr6ikUirl廿ge十3)sik茸r:4)

sonosquimet廿6inggillaquikigeds廿r6ik廿i-IUge:deged賛s量k銭r

ba:

6anggiljaqui-nuγudkigedsur6ikUi-1茸ge重eged茸sik廿rba:

deged廿kik6glim-n廿g廿dsik茸r-1廿gesUr6ilge:

1)K1144⑦2)PLB49,MongO6.456anggiljaqui,PLB142

6inggaljaqui3)K1144degedti4)PLB49②

(c)

AdegedUjulakiged1)sayin6n廿r-tenkU}is-iyer:

最 上 の 燈 明 と良 き薫 り の 香 に よ っ て,

1)他 は ②

B=A:

C十1)julakiged/sayin6n{ir-ten/2)k{i}is-iyer:3)

D=A:

Edeged廿4)julakigeddeged廿kU∫is-iyer:

FdegedtikeJulakigeddeged廿kik銭ji-ber:

1)K1144degeda2)K1144deged廿3)MongO6.45②4)PLB66

deged廿

(d)

Atedegerilaγuγsad-ibertakimui::1)

そ れ ら諸 仏 に こ そ 供 養 す る 。

1)R:
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B

C

D

E

F

「最 上 の花 と華 箋,

れ ら諸 仏 に供 養 す る 。」

不 空 訳 以 勝 華 童 及塗 香 及以 伎 楽 勝 傘 蓋

一 切厳 具 皆殊 勝… 我 悉 供 養 諸 如 来

6(a>

Asayintaki1一 殖gedegeda/δn廿d-iber/1)十2)

良 ぎ供 物 と と もに最 上 の香 を ば

1)K7316n茸dkiged2)他 は:

B

C

D

E

F

tedeeleilaγuγsadb茸g廿de-d廿rtakimui::

tedeiaγuγsadb廿gUde-dUrtakimui::1)

=C::

tedegerilaγuγsad-tur .takimui::

tedeqamuγilaγuγsadb茸gUde-yitakimui::

1)MongO6.45:

音 楽 と塗 香 と傘 蓋,燈 明 とか ぐわ しい 薫 香 を そ な え て,そ

sayindebe1-1茸genigen-edeged茸sayinδn貨d-iber:

sayin1)taki1-1茸ge2)nigen-e3)deged茸sayin4)/6n茸d-iber/5):

sayindebe1-1廿genigen-edegedUsayin6n廿dber:

重egedUqub6idkiged重eged廿6n壮rba:

deged茸kiqub6ad-1uγ 一adegedUki6n廿rba:

1)K1144deged慧2)K:1144,PLB142,183,MongO6.45taki1-

luγ一a3)K1144の4)K1144,Mong45②06.5)K11446n廿dkiged

(b)

As廿mbUr1)aγula-1uγ 一a2)sa6aこambuljaγui-bar3):

須 弥 山 と 同 じ程 も あ る垂 飾 に よ っ て,

1)K731s雌mir2)Raγula-1茸ge3)R6amullaqui-bar

Bs廿mセaγula-1uγ 一asa6a6ambuljaγui-bar:

Cs廿miraγula-1uγ 一asa6ak茸6廿t廿1)6ambullaγuli-bar2):3)

D甜mlraγula-luγ 一asaこaγu6ambulja7uliba:

(45)



Es廿mberaγula-luγ 一asa6a6ng9δmelkiged:

Flambu1;aγui6imeganus廿 皿bUr-1廿gesa6uγu:

1)K1144・2)K11446・mb岨i・7ul-i,PLB1426・mb・1」 ・γ皿一i-b・・
,

P:LBユ836ambuljaqu量 一bar3)PLB49,MongO6 .450

(c)

A廿lemjiketUrkei-ena夕iraγuluγsan-u1)deged廿b廿k廿n-iyer2):

殊 の ほ か す ぐれ た 飾 り物 の 最 上 の も の 全 て に よ っ て ,

1)RnayiraγuluγsanK731jokiyaγsan2)RbUk廿nber

■

 

B

C

D

E

F

qanユuγnaylra7uluγsanelebUg且de-yindeged茸sこimeg-iyer:

qamurnayiraγuluγsaneleb廿g廿de-yindeged廿s-iyer:1)

qamuγnayiraγuluγsanb廿gUde-yindeged廿6imeg-iyer:

jokiyalilangγui-aUlemji亘eged廿b廿k茸n-iyer:

jokisquii正angγui-a廿lemji-daerkimber:

1)MongO6.45の

(d)

Atedegerilaγuγsad-ibertakimui::

そ れ ら諸 仏 に こ そ 供 養 す る。

B

C

D

E

F

「良ぎ供物 と最上の香をささげ,

のうちでもぎわめつけのもので飾 りたてて,

不空訳

tedeeleilaγuγsad-turbertakimui::

tede1)eleilaγuγsad-turbertakimui::

tedeilaγuγsad-turbertakimui::

tedegerila7uγsad-turbertakimui::

tedeqamuγilaγuγsadbtigtide-yitakimui::

1)K:1144tende

須 弥 山 ほ ど も あ る 広 大 な 垂 飾 を た れ,

そ れ ら諸 仏 に 供 養 す る 。」

所 有 無 上 広 供 養 我 悉 勝 解 諸 如 来

以 普 賢 行 勝解 力 我 礼 供 養 諸 如 来

(46)
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7(a)

Atengse11)廿geiaγuiyeketedegeralitakil-nuγud-i2):

無 類 の 広 大 な そ れ ら り 供 養 を,

1)K731deger-e2)Rtaki1-nuγud

B

C

D

E

F

alite士edeger-e廿geg廿aγuiyeketak且 一nuγud:

aliteredegerモ 廿geg{iaγuii)yeketaki1-n廿gUd2):3)

aliteredegere茸geg廿jaγuiyeketakil-nuγud:

alimaddegere茸geiaγuiyeketak圭1-nuγud:

alitakiltengse1養geiaγuiyeketeg廿ber:

1)K1144,MongO6.45anu2)K1144,PLB142,183,Mong

O6.45taki1-nuγud3)MongO6.45②

(b)

Aqamuγilaγuγsad-turberδgg茸nk茸semUi:

一 切 諸 仏 に こ そ 与 え よ う と望 む 。

B

C

D

E

F

teden-iberqamuγilaγuγsad-tur6gg廿nk廿sem茸i:

teden-iberqamuγilaγu7sad-tur6ggUnk廿sem廿i1):

=B:

tedegerqamuγilaγuγsad-turtakiqui-ak廿semUi:

ilaγuγsadb廿gUde-yitakiqui-ak且sem罎:

1)K1144,MongO6.45k廿sek廿i

(c)

Asayin/yabudal-unirUger一 廿nqaγan-dur/1)s慧s茸1k慧ikU6且n-iyerber:

普 賢 行 の 請 願 の 王 に 対 し信 仰 す る力 に よ っ て こ そ,

1)K731yabuda1-dur

Bsayinyabuda1-is廿s廿lkaik驚tin-n廿9荘d-iyer

Csayinyabuda1-tu1)s茸stilkUik廿6廿n-n廿g{id-iyer2):3)

Dsayinyabudal-durstis廿lk茸iku6un一 ⑳gtid-iyer:

Esayinyabuda1-durstis廿lk{ii-yink驚tin-n廿gtid-iyer:
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Fbodisadu-yinstis廿1{iktiik廿6in-n{ig廿d-iyerbi:

1)PLB142yabudaltu2)MongO6.45kU6Un-nuγud-iyar3)K:1144②

(d)

Aqamuγilaγuγsad-turm6rg並ntakimui::

一 切 諸 仏 に 敬 礼 し供 養 す る
。

B

C

D

E

F

qamuγila7u7sad-tam6rg廿gedtakimui::

ilaγuγsadeleb廿gnde-de1)m6rgUged:2)takimui::

ilaγuγsadb茸g廿de-demδrgUgedtakimui::

=D::

ilaγuγsadb廿g廿de-dem6rg茸1-iyertakimui::

1)K1144bug廿dede2)他 は ②

「そ れ らの無 類 で広 大 な供 養 を 一切 諸 仏 に さ さげ ん こ とを望 む。 普 賢 行 願 王

に対 す る信 仰 の カ に よ って一 切諸 仏 に敬 礼 し供 養 す る。」

不 空 訳 所 有 無 上 広 供 養 我 悉勝 解 諸 如来

以 普 賢行 勝解 力 我 礼 供 養 諸 如来

8(a)

Ata6iyang7uiurinmungqaγ 一unerkeber1):

貧 欲,怒 り,無 知 の ゆ え に,

1)K731erke-ber

B

C

D

E

F

ta6iyangγuikigedurinmungqaγ 一urlerke-ber:

tadyangγuikigedurinmungqaγ 一unerkeber1):

二B:

ta6iyangγuiurin.mungqaγ 一unerke-ber:

ta6iyangγuiurinmungqaγ γurbanqour-a-yinerke-ber:

1)K1144,PLB142erke-ber

(b)

Abey-ekelenkigedtegUn6ilensedki1-iyer:1)
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1)K731の

り体

B

C

D

E

F

身 言 語 とまた 同様 に心 に よ って

bey℃kelenkigedtegUn6ilensedkil-iyerber:

=A:

=A:

=A.:

bey-e≧elenteg貸n6ilensedki1-ntig廿d-iyerbi:

(c)

Aminualib←r1)廿iled壮gsennigUlkilin6e-nuγud2):

私 の 犯 し た 罪 過,

1)他 は.aliber2)K731kiin6e-nUg廿d

B

C

D

E

F

abaliminu廿iledd茸gsednig荘1kilin6e:

abaliminuailedtigsen.nig廿1kiged1):2)

abaliminu駐iled慧gsennig廿1kilin6e:

kiinこe-yibiber面ledUgsenkedtiib廿k雌n:

kiin6e-yi廿iled蔵gsenked廿ib茸kU

1)他 はkilin6e2)PLB142②

(d)

Btedegerb廿g廿deyi1)biber2)6ber-e6ber-enaman6ilalnui:=

そ れ ら全 て を 私 は 一 つ 一 つ 餓 悔 す る 。

1)他 はb廿gUde-yi2)Rbiber,K731ber

BtedegerbUgUde-y五6ber-e6bereari1γannaman団amubi::

Ctedeb廿g廿de-y廿gen十1)6ber-e6ber-earilγan66im廿ibi2)::3)

DtedegerbUg廿de-y廿gen6ber-eδber・ £arilγannaman6Uamuibi::

Etedegerb茸 奮廿de-yi6bere6berenaman6ilamuibi::

Ftedeger:bagUde-yibibersayiturnaman6ilan廿jem廿::

1)PLB49:2)MongO6.45の3)MongO6.45:

「貧 欲,怒 り,無 知 が 原 因 で 私 が 犯 し た 身 体,言 語,心 の 罪 過 全 て を 私 は 一
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つ 一 つ 戯 悔 す る。」

不 空訳 我 會所 作衆 罪 業 皆 由 貧 欲 瞑 悉 瘍

由 身 口意 亦 如是 我 皆陳 説於 一 切

9(a)

Aarbanj臼g一 費nqamu7ila7uγsadkigedbodisdv-nar1)ba:2)

十方 の 一 切諸 仏 と諸 菩 薩 や,

D

B

C

D

E

F

K731bovadhisaduva-nar2)R¢

arbanj茸g一 廿nb廿k雌ilaγuγsadkigedbovadhisaduva-narba:

arbanj置9-Unilaγu7sadkigedbodisdv-narun1)ba:

=B:

arbanj最9一{inbUkUilaγuγsadkigedbodisadu-a-narba:

arbanl廿g一 廿nqamuγburqanbodisadu-nu7udba:

1)K1144,PLB49bovadhisaduva-nar-un,PLB142,183

bodisdv-nar-un

(b)

Bbradikabudkigedsurqun茸ltisurqunba:

辟 支 仏 と 有 学,無 学 や,

Bbradikabudkigeds切rqun茸ltistlrqun:

Cbradikabudsurqun我1哉surqunsiravag-nuγudba:

D=A:

E=A:

Fbradikabudsurqun-luγ 一ati1廿surqun-nuγudba:

(c)

Aqa血uγamitan-ualiber1)buyan-nuアud-turber:

一 切 衆 生 の あ らゆ る 福 徳 に こそ
,

1)他 はaliber

Bqamu7amitan-ualibabuyan-nuγud-turber:

Cqamuγamitan-u/aliber/1)buyan-nuγud-a2)ber:3)

D=B:
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Eqamuγamitan-ualiba‡)uyan-durber:

FqamUγeleamitan-UbUyanalib廿geS廿:

1)PLB142,MongO6.45aliber2)K1144,PLB142,183,Mong

O6,45buyan-nuγud-ta3)P:LB49の

(d)

Atedegerb廿9銭de-dedaγan1)bayasu1こamuibi::

そ れ ら全 て に 随 喜 す る,私 は 。

1)他 は 旦aγan

B

C

D

E

F

「あ らゆ る空 間 に い る仏,

私 は と も ど もに喜 ぶ 。」

不 空 訳 所 有 十 方 群 生 福 有 学 無 学 辟 支 仏

及 諸仏 子 諸 如来 我 皆 随 喜威 一 切

10(a)

Aaliba1)arban狙9一 廿nyirtin6廿s一 廿njula-nuγud:

あ らゆ る一 方 の世 間 の燈 明,

1)他 はaliba2)R,K731:

B

C

D

E

F

tedeb廿gade-d廿r軽aγanbayasunn6k66em廿ibi::

tedeb廿g直de-d廿rdaγan1)bayasunn6k66em廿ibi2):: .

tedeb廿g廿de-d銭rζlaγanbayasunn6k66em貸ibi::

tedeb茸g廿de-dUr旦aγanbayasul6imuibi::

tedeeleb廿gUde-debayasul6irldaγamu::

1)K1144,PLB183亘aγan2)MongO6.450

菩 薩,縁 覚,有 学,無 学 等 の 一 切 の 衆 生 の 福 徳 を

kedbaarbanj廿g一{inyirti耳6Us-tinjula-nuγud:

kedbaartanjtig一 茸nyirtin6Us一 茸nJula-nuγudba:

kedbaarbanヨ 廿g-tinyirtin～i茸 一yinJula-nuγud:

alirnadarbarlj廿g一 廿nyirtin6廿 一yinjula-nuγud:

aliterearbanjug一 廿nyirti(n)6Us一 茸noron-dur:

(b)

Abodi1)Jergeber2)burqanbolju十3)ta6iyangγui廿gei-yi4)01uγsan5)=
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菩 提 次 第 で成 仏 し無 着 を得 た,

1)K731bovadhi2)他 はjerge-ber

5)Roluγsad

B

C

D

E

F

3)K731:4)Ragey-e

bovadhijerge-berburqanboljuta6iyangγui.廿gei-yioluγsan:

bodi1)jergeber2)burqanboljuta6iyangγui廿gei3):4)01uγsad十5)

bovadhi-durjerge-berburqanboljuta6iyang7ui茸gei-yioluγsad:

bovadhi-durteyinburqanboljutorqu茸gei-yioluγsan:

bodi-yinjergeburqanboljutil荘torquioluγsan:

1)K1144,PLB49bovadhi2)K1144,PLB49,MQngO6.45

jerge-ber3)K1144廿gei-yi4)K1144,PLB142,MongO6.45②

5)K1144,MongO6.45:

(c)

Atedegeritegel-e1)biber2)qamuγ 一tur3)十4)

か れ ら救 世 尊 に 私 は 一 切 に 対 し て

1)Iitegel-i2)他 はbiber3)K731qamuγ 一a4)R:

⑥

A

B

C

D

E

F

biberitege1-n蔵g廿db茸g茸de-d廿r:

tedeeleitegel-nUg廿dbUgUde-de十1):

bibertedeitegel-n茸g廿db廿gtide-de:

tedeitegelbUgUde-d茸r:biber

geyig茸1{ig6itereqamuγitegel-d茸ranubi:

1)K1144,MongO6.45bi

tengsel1)茸geinom-unkUrd廿n-i2)or6iγulun3)duradumui4):

1)K731deger-e2)1(731k廿rd廿n-U3)K7310r6iγulura4)Rdura-

ddumui

Bdeger-e茸geinom-unk貸rd茸n-ior6iγu1-unduraddumui::

Cdeger-eD廿gegUnom-unkUrd廿n-ior6iγulun2)duradumui3)::4)

DdegereUgeinom-unkUrd荘n-ior6iγulγanduradumui::
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Edegere5)廿geik茸rd茸n-ierkigUlk廿i-eduradqamui::

Ftengse1廿gei.nom-unkUrd渡duradqaluγuyumui::

1)PLB49degere2)PLB49,142,1830r6iγu1-un3)PLB183

を除 ぎduraddumui4)MongO6.45:5)PLB66deger鴫

無 上 の法 輪 を 転 じ ん こ とを 勧 請 す る。

「十 方 世 間 を照 らす 燈 明 に して,菩 提 次 第 に の っ と り成 仏 し無 着 を得 た も.ので

あ り,一 切 の救 世 尊 で あ る仏 に対 し私 は無 上 の法 輪 を転 じ法 を説 か ん こと を勧

請 す る 。」

不 空 訳 所 有 十 方 世 間燈 以 誰 菩 提 得 無 染

我 皆勧 請 諸 世 尊 転 於 無 上 妙 法 輪

11(a)

Aaliber1)nirvanbolunk廿seg6idteden-d茸r:

あ らゆ る浬 葉 あ らん ζ とを願 うもの で あ るか れ らに対 して,

1)f也}よaliber

B

C

D

E

F

kennirvan-i廿 」貸g茸1s茸geikemenk廿seg6inteden-e:

kennirvan-i廿jeg壮1s茸gei1)十2)kemenkaseg6idteden-e:3)

=C:

kennirvan廿jeg廿1s廿geikementaγalaγ6iteden-e:

nirvan幽i廿 」茸g蔵lk養itaγalaγ6iteden-d廿r:

1)PLB142,183を 除 ぎ 茸猫9廿ls嬉ei,2)MongO6.45:3)PLB

142,183②

(b)

Aqamuγamitan-i1)tusakigedlirγalang-untulada:

一 切 衆 生 に 利 益 と安 楽 の た め に
,

1)他 はamitan-a

Bqamuγamitan-atusakigedjirγalangbolur-un:

Cqamuγamitan-atusa1)kigedlirγalangbo1γaqu-yintulada:

Dqamuγalnitan-atusakigedjirγalangbolqu-yintulada:
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Eqamu7alnitan-atusakigedjirγalang-untula:

Famitan-itusaladlirγ(a)γulquyintulabi:

1)PLB72⑦

(c)

Ayirtin6廿ulus-un1)toγosun-utoγatangalab-tursaγunsoyurqa2):3)

世 間 国 土 の 塵 の 数 の 劫 に と ど ま り.た ま え,

1)K7310rod-un2)R,K73ユsoyurq-a3)K731の

(d)

A

B

C

D

E

F

oron-utoγosun-utoγ 一a-tangalab-turk廿rtelesaγunsoyurq-a:

/yirtin6廿ulus胸un/1)toγosun-utoγatan/galab-turk茸rtele:3)

saγUnSOyurqa/2)十4)

oron-utoγosun-utoγatangalab-turk蓑rtele:saγunsoyurq-a

orod-unto70sun-utoγatangalab-tursaγunsoyurq-a:

toγosun-utoγ 一ak廿rk廿igalab-ud-ik茸rtele:saγu

1)K1144galab-unorod-un2)K1144saγuγsan-durber

3)PLB142,183,MongO6.45②4)K1144,MongO6.45:

kemen1)ala7aban2)masida3)qamtudqanjalbarimuibi4)::5)

と 自 ら の 掌 を 大 い に 合 わ せ て 請 う,私 は 。

ユ)Mong382の2)Mong382を まこ こ か ら始 ま る 。K:731ala7-a-ban

3)R,Mong382⑭4)1②5)R:

●

 

B

C

D

E

F

「浬榮を教示 しようと望む者,

べ く,地 上の塵の数にも等 しい無限に長い間

は合掌 して一

kemenalaγabansayiturqamtudqanδ δim茸ib1::

kemen1)十2)alaγabanqamtudqan66imUi::

kemenalaγabansayiturqamtudqanjaibarinδ δimUibi::

kemenalaγabansayiturqamtudqan66imaibi::

kemenalaγabanqabsurγadδ6im最::

1)K1144②2)K1144biber,PLB49biber

即 ち 仏 に 対 し,衆 生 に 利 益 と 安 楽 を も た ら す

,こ の 世 に と ど ま りた ま え と,私

請 う 。」
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不 空 訳 所 有 欲 現 浬 葉 者 我 皆 於 彼 合 掌 請

唯 願 久 住 刹 塵 劫 為 諸 群 生 利 安 楽

12(a)

Amδrg茸k髄i1)tak量qui2)naman6ilaqui十3)

礼 拝 供 養,繊 悔 .・

1)K:731n}6rg茸ged2)K:731takin
.3)Mong382kiged:

B

C

D

E

F

,他 は:

mδrg廿gedtakiquikigednaman乙iaquiba:

mδrgαgedl)ba2)takiγad/ba:/3)gきantiの66iged:

m6rg廿k廿ikigedtakiγadnaman6ilaquiba

=D:

m6rg廿k茸ibatakilerg廿nnaman6ilaltiiedtin:

1)PLB183m6rgUk廿i2)K1144②,PLB183kiged

3)K1144②,PLB49,142ba4)K1144,PLB183gsanti

(b)

Adaγan1)bayasundurad-un2弓a1γbarisan:

随 喜 し念 じ請 うた こ と

D

B

C

D

E

F

R,K731亘aγan2)R,Mong382.duraddun ,K731duraduns

bayasunn6kδ6enduradqanコalbariγsan:

bayasunn6k66en1)duradqanjalbariγsan-iyar

⊆エaγanbayasunduradqanjalbariγsan-iyar:

d・γ・n.b・y…ndu・adq・n」 ・1b・・i7・an-iy・ ・

bayasul6indu1「(a)duγadjalbari1-i費ied～ …廿:

1)PLB142n6k66in

(c)

Ayambarquriyaγsanminu66廿9廿kenbuyan:

何 で あ れ 私 の 積 ん だ さ さ や か な福 徳,

BminukeUd廿yiken66廿9廿kenbuyanquriyaγsan:

Cminuk・dayik・n1)b・66Ug髄k・n2'buy・n-iqu・iy・ γ・ad・
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D

E

F

minuked廿yikenbaδ6Ug廿kenbuyan-iquriyaγsan:

minubuyan66廿9廿kenked廿iquriy盆 γsa阜:

66茸g{ikenbuyarlked廿iquriyaγsan-iyanbi:

1)PLB142kedUiken2)K1144⑦,MongO6.45:

(d)

Ab茸9茸deyi1)bibodi6id-un2)tulada3)ir廿gem茸i::3)

全 て を 私 は 菩 薩 の た め に 回 向 す る6

1)R,K731bU9萱de-yi2)K731bovadhi6id-un3)K:731tula-da4)

R:::::

B

C

D

E

F

1)K1144,PLB49bovadhi

3)PLB66bovadhi-yin

「礼 拝,供 養,戯 悔 や,随 喜 し念 じ祈 った こ と を通 じて,い さ さか な りと私

が 積 ん だ福 徳 全 て を菩 提 の た め に 回 向 す る。

不 空 訳 礼 拝 供 養 及 陳 罪 随 喜 功 徳 及 勧 請

我 所 積 集 諸 功 徳 悉 皆 回 向 於 菩 提

13(a)

An696igsenこaγ 一unburqan-nuγudkiged:1)arban十2)」 廿g一藍n:3)

過 ぎ た時 の諸 仏 と,十 方 の,

D

B

C

D

b廿gUde-y昼genbovadhiqutuγ 一untuladajorinir蓮gem茸ibi::

bodi1)qutuγ 一lmtuladajorimuibi2)::

bUg廿de-y廿genbovadhiqutuγ 一untuladajorimubi::

b廿9廿de-yibodi-yin3)tuladajorimuibi::

b廿g廿de-yiminubodiolqu-yintulajorimu::

2).MongO6.45②

R,Mong382②2)Rarban3)Mong382,K731②

nδgこigsen6aγ 一unburqankigedarbanj{ig-teki:

n696igsen6aγ 陶unburqankigedarbanj茸g-teki:1)

nδg6igsen6aγ 一unburqadkigedarbanj廿g-teki:
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Enδg6igsen6aγ 一unburqadkigedarもanjUg」un:

Fnδg6igsenburqan-h1γ 一aarbanjUg-un

1)PLB142,183②

(b)

Ayirtin6丘 一d廿ralisaγuγsadtakiγdaquibolju1):

世 間 に あ ら ゆ る 住 む も の ら は 供 養 す べ き で あ り,

D

B

C

D

E

F

K731boluγsan

yirtin6廿 一yinoron-durkened廿geb農k廿n-itakiγad:

yirtin6笹ulus-tur1)kened廿geb廿kUn-itakiγad:2)

yirtin6aoron-durkened廿geb荘k廿n-itakiquboltuγai::

yirtin6U-nUγud-tur3)alisaγuγsad-itakiquboltuγai.::4)

orod-turaliaγ6iburqan-nuγudtakiγdaqubolturai(5ゴ の:

1)K11440ron-dUr2)K:1144,PLB142,183,MongO6.45¢

3)PLB66yirtin6ti-n廿g廿d-t廿r4)PLB66:

(c)

Abasa1)aliber2)iregeed廿itedegerberm6nd♀gere3):

ま た あ ら ゆ る 未 来 の か れ ら も そ れ 以 上 に,

1)Mong382bas-a2)R,K731aliber3)他 はdeger毛

BkedbairegeedUi:tedegerburqan-nuγudm6ndeger-e:

Ckedbairek廿i6aγ 一untedegerburqan1)m6ndeger-e:2)

Dkedbairegeed茸itedegerburqan-nuγudmδndegere:

EalinberiregeedtiitedegermasitUrgen-e:

Falibasaireged茸itede血asit且rgen_e:

1)K1144,MongO6.45b廿k廿n2)K1144,MongO6.45②

(d)

Asedkilteg廿s6廿:1)bodi2)jergeber3)burqanbo1∫u4)boltuγai::

思 い が 満 足 し,菩 提 次 第 に の っ と り成 仏 す る が よ い 。
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1)他 は

bolUγ6in

B

C

D

E

F

②2)K731bovadhi3)R,K731jerge-ber4)K731

「過 去 の諸 仏,

未 来 に 出 現 す るは ず の 諸 仏 もい や ま して,

て成 仏 す るが よい 。」

不 空 訳 願 我 供 養 過去 仏 所 有 現在 十方 世

所 有 未 来 速 願 我 意 願 円満 謹菩 提

14(a)

Aarbanj廿9一 廿naliba1)ked廿ib廿kUiorod:

十 方 の あ り とあ らゆ る刹 土,

D

B

C

D

E

F

sedkigsen-iyerdtig茸r己tibovadhijerge-berburqanboltuγai::

sedkigsen-iyerdtigtir6U十 ヱ)bodi2)∫erge-ber3)burqan4)boltuγai5)::

sedkigsen-iyerd茸9廿r6茸bovadhijerge-berburqanbolju::

sanaltegasこ αbovadhi-yin6)∫erge-berburqanboltuγai: .:

sanalgtii6inbodi-yinjergeburqanbolunk茸r㌻tigei::

1)K:1144,MongO6.45:2)K1144,PLB49bovadhi3)P:LB142,

MongO6.45jergeber4)K1144'㎜ ッ々 'δ'5)K:1144boluγsan6)

PLB66bodi-yin

現 在 の あ ら ゆ る方 向 セこい る 諸 仏 は 供 養 さ れ る が よ い 。 ま た,

思 い が か な い,菩 提 次 第 に の っ と っ

1②,R,K731aliba.

kedaib廿k漉arbanj廿9一 廿nyirtinこ 廿一yinoron」nuγud:

十1)kedUibUktinarban.」{ig一 廿n亨irtin6U-yinulus-nuγud2)ba:3)

ked茸ib廿k廿narbanj廿9一 廿nyirtin6廿 一yinoron-nuγud:

ked費ibak哉arban預9道nyirtin～}蕊 一yinorodba:

廿s廿dterearbanj廿9-Unked{iibaktiorod661n:

1)K1144burqan2)K11440ron-nuγud3)PLB.49の

(b)

Atedegerberaγuiyekeoγoγataariγunbolju:

そ れ ら も 広 大 に し て 完 成 に 清 浄 と な り,
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B

C

D

E

F

tedeb廿gUdeaγuiyekedeoγoγataarilquboluγad:

tedeb茸g{ideaγuiyekedearilqu1)boluγad:

=B:

tedeger.aγuiyekedeoγoγataariquboluγad:

aγuiyekeoγoγataariluγsanboltuγai:

1)1(1144ari1γaqu

(c)

Aerket廿1)bodi2)modun-udergedeoduγ6iilaγuγsad3)kiged:

カ あ る 菩 提 樹 の 下 に お も む く諸 仏 .と,

1)Mong382erke二 廿2)K731bovadhi3)Mong382,K731ilaγuγsan

B

C

D

E

F

erket{ibovadhimodud-undergedeoduγ6iilaγuγsadkiged:

bodiDmodun-uqaγan-udergedeoduγ6iilaγuγsadkiged:

bovadhi .modμn-uqaγap-udergedeoduγ6iilaγuγsadkiged:

bodi2)modun二uqaγan-udergedeoduγ6iilaγuγsadkiged:

bodimoduyinqan-utendelalar(a)γsanburqadba:

1)K1144,PLB49bovadhi2)PLB66bovadhi

(d)

Ailaγuγsad-unk6beg茸n-iyer1)sayiturd雌9廿rk罎boltuγai::

諸 仏 の 息 子 に よ り,完 全 に 満 ち あ ふ れ る が よ い 。

D

B

C

D

E

F

「あらゆる方向の刹土が全て広大で清浄となり

おもむご

他.はk6begUd

ilaγuγsad-unk6beg廿d-iyersayiturd廿gtirk茸boltuγai::

ilaγuγsad-unkδbeg費n-iyer1)sayiturdUg髄rk廿boltuγai::

=C::

=.B::

bodisadu-nuγudmasid廿g廿rgedatuγai::

1)MongO6.45k6be奮Ud-iyer

,王 に も等 し い 菩 提 樹 の 下 に

う とす る 仏 と菩 薩 で 埋 め 尽 く さ れ る が よ い 。」

(59)



不 空 訳 所 有 十 方 諸 刹 土 願 我 広 大 威 清 浄

諸 仏 威 詣 覚 樹 王 諸 仏 子 等 皆 充 満

15(a)

Aarbanコ 廿9一茸nked廿ib丘k廿ialiberamitan:

十 方 の あ り とあ らゆ る衆 生,

B

C

D

E

F

arbanl且g一 廿nked廿ib廿k廿nalitedegeramitan:

arbanj廿g一 廿nked廿ib廿k廿nalitedeger1)amitan:

=B:

arban}穫g一 廿nked茸ib茸k茸alimadamitan:

aliterearbanl廿g-anked茸ib廿k廿amitan:

1)PLB183tedener

(b)

Atedegerberllasudaebe6in1)廿geijirγalang-tanbolju:

か れ ら も永 久 に 病 が 無 く安 楽 と な っ て,

1)Mong382,K731ebedこin

B

C

D

E

F

nasuUrgUljiebedこinUgeijirγalang-tanboluγad:

nasuntirg{iljiebe6in1)廿geijirγalang-tanboluγad:

nasun廿rg紐jiebedntigeijirγalang-tanboluγad:

tedegernasudaebe～!in温geijir7alang-tanboluγad:

aburidaemgegageijirγ(a)1ang-tuboltuγai:

1)K1144,PLB49ebed6in

(c)

Aqamuγ1)/b廿9廿deber/2)no皿 一unudq-a-1uγa3):4)

一 切 の 全 て は 法 の 義 と
,

1)Rの2)K731amital1-u3)K731udqasanu4)K731の

Bqamuγamitan-unom一 疋mudqasanu:

Cqamuγamitan-unom」 疋msayinudqas1)anu:2)
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D

E

F

qamu7amitan-unom-unudqas・nuγudinu:

qamuγamitan-uno甲 一unudq-a-nuγudinu:

qamuγeleamitan-unom-unudq-ab廿g茸de:

1)K1144,MongO6.45udq-a,PLB142udaq-a2)MongO6.45¢

(d)

Ajokilduquiboluγaderilinu1)batUk荘boltuγai:2)

合 致 す る こ と と な っ て,そ の 求 め は 成 就 す る が よ い 。

1)R,K731anu2)R,K731::

B

C

D

E

F

jokistubolu7adkUselberanubUt{ik廿boltu7ai::

jokistul)boluγadk廿selberinu2)b{it渡k廿boltuγai::

jokiduquboljuk哉selberanub廿tUk廿boltl1γai::

jokilduquboluγadk髄selberb茸t茸kUboltuγai::

neyile16igedegerelj廿b廿t廿gsegerat亡 γai::

1)PLB.49」()kis-tu2)PLB183anu

「あ りとあ らゆ る方 向 に い る衆 生 全 て が 無 病 息 災 で 安 楽 に な れ ば よい 。 一 切

衆 生 の 法 義 と合 致 し,願 い が か な うが よい 。」

不 空 訳 所 有 十 方 諸 衆 生 願 我 安 楽 無 衆 愚

一 方 群 生 獲 法 利 願 得 随 順 如 意 心

16(a)

Abodi1)yabuda1-iyar2)yabuγadbi::3)

菩 提 行 に よ って 行 じて 私 は,

1)K731bovadhi2)K731yabuda1-nuγud-iyar3)他 は:

B

C

D

E

F

bovadhiyabudal-nuγud-iyarsayituryabujubi:

bodi1)yabuda1-nuγud-iyarsayituryabuju:bi

=B:

bovadhiyabudal-nuγud-iyaryabujubi:

biberbodiyabuda1-ioγoγatayabuγad:
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1)K1144,PLB49bovadhi

(b)

Aqamuγt6r61-d廿rt6r61-iyen/duradquibolju/1):

一 切 趣 に お い て 己 の が 生 を 念 ず る も の に な り,

1)RduradqubQltuγai,Mong382duradquiboltuγai

(c)

A

Bqamuγjayaγanrnuγud-turt6r61-iyenmedekUboltuγai:

C=B:1)

Dqamuγjayaγan-nuγud-turt6r61-iyenduradquboltuγai:

EamitanbUkUn-d廿rt6r61-iyendtradquboluγad:

Fyabuqui-durt6r61-iyenduraduγ6iboltuγai:

1)PLB49,MongO6.45::

t6r61tutum-dur廿k茸n1)yegadkent6r6k廿i-d廿r2):

生 の 各 々 に お い て 死 ん で 移 ろ い 生 ま れ る に あ た っ て,

1)R廿gkUn2)R,K731t6r6k廿i-d廿r-i

●

B

C

D

E

F

t6rδ1tutum-dur茸k廿nyeg廿dkentδrδk載1-d廿r:

t6r61tutum-dur磁 廿n1)yeg廿dken2)t6r6k廿i-d茸r3):

=B .:

b廿k廿t6r61tutum-dur茸k廿nyegU4kent6r6k廿i-d廿r:

t6r61tutumbUg農de-debiber貢k廿nyeg渡dken:t6r6bes荘

1)PLB142茸k巷d2)K1144yegUdkeged3)K1144t6r61b茸ri-d員r

(d)

Anasudatoyinbolquminuboltuγai:1)

常 に 私 の 出 家 と な る こ と が あ る が よ い 。

1)Mong382,K731::,R:::::

Bnasudager-te6egenmaγadγarquminuboltuγai::

Cnasudager-te6egen1)maγad2)γarqumirluboltuγai::
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D漏B::

Enasudabiinumaγadγarquboltuγai::

Faburidamaγadγarunatuγai::

1)PLB183gerte-e6egen2)K1144②

「私 は 菩提 行 に よ って修 行 して,輪 廻 転 生 す る世界 の各 々 に お い て 自分 が 生

ま れ た こ とを 憶 念 す るが よい 。 そ して そ の各 々 に お い て 死 ん で 移 ろ い また転 生

す る際 に は 常 に 求 法 者 と な るが よい 。」

不 空 訳 我 当 菩 提 修 行 時 於 諸 趣 中 憶 宿 命

若 諸 生 中 為 生 滅 我 皆 常 当 為 出 家

17(a)

Aqamuγilaγuγsad-i母aγan1)surul6aju:

一 切 諸 仏 に 随 い 学 ん で

1)R,K731藍aγan

●

B

C

D

E

F

ilaγuγsad-i亘aγansurul6aqulboluγad:

qamuγilaγuγsad-idaγan1)suru16aquboluγad:

=qamuγilaγuγsad-i亘aγansurulさaqui .boluγad:

=.D:

ilaγuγsadb廿g廿deyijorima71alusurul6an:

1)K:1144旦aγan

(b)

Asayinyabuda1-ioγoγatateg廿sken茸iled廿ged:

普 賢 行 を 完 全 に 成 就 し よ う と し て,

B

C

D

E

F

sayinyaubda1-ioγoγatab廿gedteg{iskej{i:

sayinyabuda1-iteyiken1)b廿gedteg廿skej廿:2)

sayinyabuda1-ioγoγatateg{iskej茸:

=D:

buyanUile-yinyabudal-ioγoγatateg廿sken:

1)K1144,PLB142teyin,PLB183,MongO6.45teyinken
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2)PLB142の

(c)

Asaγsabad-un1)yabudalgkir2)UgegUi-eo70γataζriγunbolju:

戒 律 の 行 い は 汚 れ な く完 全 に 清 浄 と な っ て,.

1)Rきaγ §abad2)Rkir

B

C

D

E

F

きaγSabad-unyabudalrninugkirUgeio7つ γataariγunboluγad:

saγ忌abad-iyar1)yabudalminugkir2)
.茸geiariγunboluγad:

saγsabadyabudalminugkir茸geioγoγataariγunboluγad:

saγsabad-unyabudalgkir廿geioγ07ataari7un:

saγsabad-unyaubdaトialdal茸geiariγun:

1)PLB142,183sa7sabad,他 は 甑 声abad2)PLB142gker

(d)

Anausda廿1廿ebderengem茸geg廿i-eyabuquboltuγai::

永 久 に 壊 れ ず,あ や ま ち な く修 行 す る も の と な る が よ い 。

B

C

D

E

F

「一切諸仏に随い学んで普賢行を実現し,

っねに乱れず,

不空訳

nasuda廿1廿baγurangem廿gegUi・eyabuquboltuγai::

nasuebderesi廿geigem茸geg廿i-eyabuquboltuγai::

=B.::

廿1賛baγurangem茸geg廿i-enasudayabuquboltuγai::

廿1廿ebdengern一 廿d茸geiyabuγsaγaratuγai::

戒 に の っ と っ た 行 い は 無 垢 清 浄 で

あ や ま ち な く修 行 す る が よ い 。」

我 随 一 切 如 来 学 修 習 普 賢 円 満 行

常 得 出 家 修 浄 戒 無 垢 無 欠 無 穿 漏

18(a)

Atngris一 廿n十1)kigedluus-un2)yagsas-unkelen1)a:

諸 天 の 言 葉 と 龍 の,夜 叉 の 言 葉 や,

1)他 はkelen2)Mong3821uus-un-1uγ 一a

Btngris-unluus嚇un6edkad一 費nkelenkiged;
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㈲

A

C

D

E

F

tngris一 峰nkelenkigedluus-tln1)6idk茸d一{in2)kelen:

tngris一 茸nkelenkigedgluusbayagき 一a-yinkelen:

tngris一 員nkelenkigedltltlsbayagきas-unkelen:

tngreyin(5∫ のkelenluus-unkelenyagsanar-unkelenba:

1)PLB1831uu-yi馬 他 はPLB49を 除 き1uusba2)PLB49,

MongO6.45yagきas-un

k廿mbendis伽D十2)ba3)daki些)k丘m廿n一 廿kelen5)ba6):

鳩 葉 茶 の あ る い は ま た 人 間 の 言 葉 や,

1)他 はk茸mbendis一 廿n2)K731kelen3)1の4)K731の

kelen-n茸gUd6)K731kiged

■ ●○●

 

B

C

D

E

F

5)K731

k廿mbendls-unbadaklk茸m廿n一 茸kelenba:

kumbandis-un1)ba2)十3)daki4)kUm廿n一 廿kelenba:

k廿mbendis一 荘nkelenkigeddakik廿m廿n一 萱kelen-n廿g廿dba:

k茸mbendis一 銭nkelenkigedk廿m廿n一 茸kelen-nuγud5)ba:

.k髄mbedis一 茸nkelenk量gedk蔵m茸n .bUri-yinkelenba:

1)K1144kumbandis,PLB49,183k廿mbedis-Un,他 はk費mbendis一

廿n.2)K114403)MongO6.45:4)PLB142,MongO6.45を 除 ぎ

daki5)PLB66kelen-n廿g廿d

(c)

Aqamuγamitan-ukelenanuked廿ib荘gsenbagesa:

一 切 衆 生 の 言 葉 は い か よ うで あ
っ た に せ よ,

Bqa皿uγamitan-ukelenanuked廿ib費gsenbUgesti:

C=B:

D.qamuγamitan-ukeleninuked廿ib並k茸b壮ges睦:

Eqamuγamitan-u蛙aγunked茸i6inegenb廿ges茸:

Famitan-uda7un-nuγudked茸iausan(5ゴ のb廿ges廿:

(d)

(65)



Aqamuγ 一unkelen-iyernom-inomlasuγaibi::1)

一 切 の 言 葉 に よ っ て 法 を 説 き た い ,私 は 。

1)Mong382:

B=A::

C=A::

D=A::

Eqamuγ 一unkelen-d廿rnom-i廿jeg廿1s廿geibi::

Fbiberqamuγkelen-iyernom-i廿1茸9廿1廿m廿i::

「天 で あ れ 龍 で あ れ 夜 叉 で あ れ 鳩 葉 奈 で あ れ あ.る い は ま た 入 間 で あ れ,一 切

衆 生 の 言 葉 が 何 で あ っ た に せ よ,各 々 の 言 葉 に よ っ て 私 は 説 法 し た い も の だ 。」

不 空 訳 天 語 龍 語 薬 叉 語 鳩 桑 奈 諸 及 人 語

所 有 一 切 群 生 語.皆 為 諸 音 而 説 法

19(a)

Amaγad1)baramid-tur十2)ki6iyeged:

着 実 に 波 羅 蜜 に お い て 精 進 し て,

1)K731amurlin2)他 はsayitur

Bamurlingγuiboluγadbaramid-nu7ud-turki6iyelU:

C=B:

Damurlingγuiboluγadbaramid-nuγud-tursayiturki6iyej廿:

Enomoγaduγadbaramid-turmasiki6iyela:

Famurliγadbaramid-ioγoγataki6iyen:

(b)

Abodi6id1)sedki12)kejiy-eber廿1廿umurtaquibolju:

菩 提 心 を い つ で も 忘 れ な い も の と な り,

1)M・ng382b・diζid一 ・n,K731b・v・dhi6id2)他 ほ ・edkil-i

Bbovadhi6idsedkil-ikejiy-eberbuuumurtasuγai:

Cbodi6id1)sedki1-i2)kejiy-eber茸1Uumartaqui3)bolju:4)

Dbovadhi6idsedkilkejiy-eber廿1Uumurtaqubolju:
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Ebodisedki1-ikejiy-eber貢IUumurtaqubolju:

Fbodi6id-ikejiy-e6umartal廿geiboltuγai:

1)K:1144,PLB49bovadhiこid2)MongO6..45sedkil3)PLB

142,.183umartaqu,他 はumurtaqui4)PLB49の

(c)

Aaliber1)kiinこe-nuγud-iyar2)十.3)t廿idker-t茸boluγsan:

あ ら ゆ る 罪 障 に よ って,障 凝 を もつ こ と に な った もの,

D

B

C

D

E

F

R,K:731aliber2)葦(731kilin6e-n廿gOd-iyer3)R:

alitedegernig廿1k置in6et{iid廿96iboiuγsad:

alitedegernig茸1kilin～iet廿id廿9ζi1)boluγsad:2)

=C:

alibakilin6et廿id廿96iboluγsan-nuγud:

alitere.kilin6e-bert廿idkerlegsenb{ig廿de:

1)PLB49tUidd廿g6i2)MongO6.45の

(d)

Atedegerberqo6urliUgegUi-eoγoγataarilquboltuγai::

か れ ら も余 す と こ ろ な く完 全 に 清 浄 に な る が よ い 。

B

C

D

E

F

「罪を犯したことにより悟 りが妨げられたものも

め菩提心を常に忘れないようにして,

qo6urli廿gegUi-eteyinb廿gedarilquboltuγai::

=B::

qo6urli茸gegtii£tedeb{ig廿dearilquboltuγai::

tedegerqo6urli廿gegUi-eoγoγataarilquboltuγai::

qo～5t1rli廿geioγoγataariγudunodtuγai::

,心 を 鎮 め 波 羅 蜜 行 に つ と

余 す と こ ろ な く罪 や 妨 げ が な くな る が よ

い。」

不空訳 妙波羅蜜常加行

所有衆罪及障凝

不於菩提心生迷

悉皆滅尽無有余
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20(a)

Alayaγankigednisvanis.unsimnus.un1)茸ilesこe2):

趣 と 煩 悩 の 悪 鬼 の 所 業 か ら,

D

B

C

D

E

F

Mong382silnlu-yin,k731simnuryin2)他 は 廿iles-e6e

layaγankigednisvanis-unsimnus-un茸Ues-e6e:

layaγan-unisvaniskigedsimnu-yin廿iles-n茸g茸d-eこe:1)

layaγankigednisvanis-unsimnu-yin茸iles-n廿g茸d-e6e

茸ilekigednisvanisbasimnu-yinailes-n哲g廿d-e6e十2)

廿ilekiged.nisvanisbasimnu-yinqamuγ 廿iles-i:

1)MongO6.45の2)PLB66:

(b)

Atoniluγadyirtin6慧1)amitan2)bUg廿de-d廿rbef:

解 脱 し て 世 間 の 衆 生 全 て に あ っ て は,

1)Mong382yirtin6ひyin2)Mong382は 以 下29(c)ま で を 欠 く。

B

C

D

E

F

tonil∫uyirtin6鷲 一yinarnitan-nuγud-turber:

toniljuyirtin6且 一yinamitanb廿9茸de-d廿rber:1)

toniljuyirtin6U-yinamitanbagUde-d廿r:

toniljuyirtin6Uyin2)arhitan-nuγud-tur.ber:

get廿IUgedyirtin6血 一deyabuqui-dur-iyanbi:

1)PLB142,183の2)PLB66yirtin6廿 一yin

(c)

Ay耳mbarbadm-aIingqu-a1)usun-aU1茸qaldaqu2)met廿:

ち ょ う ど蓮 華 が 水 に つ か ら な い よ うに,

1)Rlinqu-a,2)Rqaldaqui,K:731qaldaγdaqu

Byambarlingqu-a-durusun廿1Utoγtaqu.met茸ba:

Cyambarusun-a茸1廿 .qaldaqulingqu-a1)met茸:

(68)



D

E

F

yambarさilanusun-a茸1茸qaldaqui.lingqu-ametU:

yambarmetU.lingqu-ausun廿1Uqaldaqumet茸:

yambarbadmausun廿1廿qaldanbUk廿yosuγar

1)PLB1831inqu-a

(d)

Anaransaranoγtarγui-dur廿1廿t廿ridk茸imetUyabuquboltμ γai::

太 陽 と 月 が 空 で 妨 げ ら れ な い よ うに,修 行 す る も の と な る が よ い 。

B

C

D

E

F

「趣 と煩 悩 とい う悪 鬼 の所 業iにも似 た もの か ら解 脱 して,

蓮 華 が水 に浮 き なが ら もつ か らず,

ず に運 行 す る よ うに修 行 す る が よい 。」

不 空 訳 於 業 煩 悩 及魔 境 世 間道 中得 解 脱

猶 如蓮 華 不 着 水 亦 如 日月不 着 空

21(a)

Ayirtin6茸ulus1)aγui2)kiged:3)kedUibUk荘iqa血uγ 」廿9一廿d-Un:4)

世 間 国土 の広 大 に して,あ り とあ らゆ る一 切 の方 向 の,

1)K731ulds-m2)Ranu3)他 は の4)R②

B

C

D

E

F

07tarγui-durnaransarant廿ridku廿geimet廿yabuquboltuγai::

oγtarγui-durnaransaranmetut費ridke1茸geiyabusuγai::1)

=C:

oγtarγui-durnaransarand廿rbehgeimet雌yabusuγai::

naransaranoγtarγui-barodqumet廿yabumui::

1)PLB49:

世 間 の 衆 生 全 て に

ま た 太 陽 と 月 が 天 空 を 何 も の に も妨 げ られ

yirtin6廿ulus-unaγuiinuked廿ib廿k廿jtig一 廿d一銭n:

qo6urli嚢geiulus-unDengkedtiib荘gesa:

yirtin～ ～ti-yin.orod」unaγuibaj茸9-Udked廿ibtikU:

orod-unaγuukigedked伍b茸kUj費9-Ud-tin:

ked廿ib廿k廿orod-Ius-a(5ゴ のkedUibtikajUg一 廿d-t廿r:

1)K11440rod-un
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(b)

Amaγuilayaγan-ujobalang-ud-isayituramurliγullu:

悪 趣 の 苦 し み を た く み に 安 ん じ,

Bγurbannlaγuijayaγan-ujobalang-ud-isayituramurliγulju:

C=A:

D=A:

E=A:

Fmaγuduアsanlobalang-iamurliγsanbolγamui:

(c)

Aqamuγamitan-ijirγalang-durjokiyaγad:

一 切 衆 生 を 安 楽 に あ ら しめ て
,

Bqamuγamitan-ijir7alang-ud-turJokiya7ad:

C=B::

D=B::

E=B二:

Fjirγalang-durqamu7eleamitan-ilokiyan:

(d)

Aqamuγamitan-atusalanyabuquboltuγai::

一 切 衆 生 に 益 せ ん と修 行 す る も の に な る が よ い
。

Bb廿gUdeamitan-utusa-yi廿iledk廿boltuγai:

CamitanbUg雌de-dUrtusalanyabusuγai::

D=C::

E=C::

Fqamuγeleamitan-durtusalaluyabumui::

「世 間 国 土 の 広 大 な あ ら ゆ る 方 面 に お い て,悪 趣 の 苦 しみ を 安 ん じ,一 切 衆

生 を 安 楽 に し,か れ ら に 利 益 を も た ら そ う と 修 行 す る が よ い 。」

(70)



不空 訳 諸 悪 趣 苦 願 寂静 一切 群 生 令 安 楽

於 諸 群 生 行 利 益 乃 至 十 方 諸 刹 土

22(a)

Abod量1)yabuda1-ioγoγatategsukenOiled茸ged2):

菩 提 行 を完 全 に実 現 す る よ うふ る ま っ て,

1)K731bovadhi2)R廿iled茸gsen

B

C

D

E

F

bovadhiyabudal-iteyinb茸gedteg茸skej廿bUr一 茸n:

bodi1)yabuda1-i2)sayiturtegtiskej廿:

bovadhiyabudal-isayiturtegUskejti:

bovadhi-yinyabuda1-ioγoγatateg廿sken廿iledUged:

erkimbodiyabudalioγoγata.tegUsken:

1)K1144,PLB49bovadhi2)PLB183yabudali

(b)

A/amitan-uaburi-luγ 一a/1)jokildunoroju2):

衆 生 の 行 状 と合 致 し て 進 み,

1)K731amitan-nuγud-unyabuda1-1uγ 一a2)Roroyu

B

C

D

E

F

amitan-iaburi-durinujokiyanoroγuluγad:

amitanb茸g茸de-yinyabudal-1uγ 一aadalioroγad:

amitanb廿g廿de-yinyabudal-1uγ 一ajokildunoroγuluγad:

amitanb廿g廿de-yinyabuda1-luγ 一ajokildunoroju:

amitan-uyabudal-durjokilduγadoromui:

(c)

Asayinyabuda1-ibersayitur廿 」廿9廿1廿ged:

普 賢 行 を ば た くみ に 教 示 し て,

Bsayinyabuda1-nuγud-isayituruqaγulju:

Csayinyabudal-nuγud-isayitur廿 」茸g廿1」茸1):

D=C:
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Esayinyabudal-nu7ud-isayitur廿jeg茸ltiged:

Fbuyan廿ile-yinyabudal-isayitur可 茸g茸1{iged:

1)PLB49,183費jeg哉1」 費

(d)

Airegeed廿i/galab-nuγuddaγustalabe.r/1)yabuquboltuγai::

未 来 劫 が 尽 き る ま で も修 行 す る が よ い 。

1)他 はgalab-nuγud喚turk廿rtele

「 提 行 を実 践 し,

で も修行 す るが よい 。」

不 空 訳 常 行 随 順 諸 衆 生 菩 提 妙 行 令 円満

普 賢 行 願 我 修 行 我 於 未 来 劫 修 行

23(a)

Aminuyabudal-luγ 一aadaliyabuγ6ikenb廿ges茸:

私 の修 行 と同 じ よ うに修 行 す る ものが 誰 か い る な ら,

B

C

D

E

F

菩

B

C

D

E

F

iregeed廿igalab-ud-turk蔵rteleyabuquboltuγai::

qoyitugalab-turqamuγ 一a乙ayabuquboltuγai:

iregeedUigalab-udb茸k廿n-d髄ryabuquboltu7ai::

=D;

artiged廿i(5z6)galab-ud-turyabunaquholtuγai:.:

衆 生 の 行 に 随 順 し て 普 賢 行 を 教 示 し,未 来 永 劫 に 至 る ま

minuyabuda1-luγ 一aadaliyabuγ6ikenb廿ges費:

minuyabuda1-1uγ 一aadalikenyabuγ6ib{igesU:

=B:

minuyabuda1-1uγ 一aadaliyabuγ6iken:

aliminuyabuda1-duradali-baryabuγ6i:

(b)

Ateg鷺n-1茸gebernasudanδk66ek且boltuγai::1)

か れ ら とは 常 にi親 し くす る が よ い 。

(72)



1)K:731

B

C

D

E

F

:

tede-1Ugebernasuaburi-dan6k66ek{iboltuγai:

tede-1貸gebernasU蕊rgaljin6kδ6ektiboltuγai:1)

tede-1{igebernasu廿rg荘ljidenδk66ek{iboltuγai:

tedeger-1廿genasudanδk66ek{iboltuγai::

tede-1{igeaburidanδkδ6且denatuγai:

1)PLB142,183,MongO6.45:

(c)

Abey-ei)kelen2)sedki1-iyerber:

身 体,言 葉,心 に よ って こ そ,

1)Rbeyen2)K:731kelen-n廿g廿dkiged

B

C

D

E

F

bey-ekelensedki1一 且tig茸d-iyer:

bey-ekelenkigedsedki-iyer-iyen1)ber:

bey-ekelenkigedsedkil-n廿g廿d-iyerber:

bey-ekelenkigedsedki1-nuγud-iyar皐)ber:

bey-e-1茸gekelen-ntigtidsedki-iyer-iyen6u:

1)K1144sedkil-iyeren2)PLB66sedkil-n浪g廿d-iyer

(d)

Ayabuda1-1uγ 一a十Dir昼ger2)nigedkenyabuquboltuγai:=

修 行 と 請 願 を 一 体 と す る よ う修 行 す.る も の と な る が よ い 。

D

B

C

D

E

F

Iadali2)K731ir雌ger-i

yabuda1-nuγudkigedir茸ger-inigedkenyabuju::

yabudalir廿germinuberqamtuyabusuγai::1)

yabudal-nuγud」1uγ 一air萱ger-inig6dkenya1)uju:

yabuda1-nuγudkigedir茸ger-inigedkenyabusuγai::

yabudalbair茸ge1三nigedkej茸yabumui::

1)PLB.183の
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「私 と同 じ修 行 をす る もの とは常 に親 し くす る が よい。 身 体,言 葉,心 を通

じ て,修 行 と請 願 一 致 させ るが よ い 。」

不 空 訳 所 有 共 我 同行 者 共 彼 威 得 常 聚 会

於 身 口業 及 意 業 同一 行 願 而 修 習

24(a)

Anadurtusak廿rgen1)sedkig6in6k6dba:2)

汝 に利 益 を 至 らせ よ うと思 う友 達 や,

1)Ik廿rgeg6i2)K731の

B

C

D

E

F

nadurtusaktirgensedkig6isayinnδk6d:

nadurtusa-yiktiseg6i+1)n6k6d2)ber十3)

nadurtusa-yik茸senn6kδ6eg6inδk6dber:

nadurtusalaquiktiseg6in6k6ralin:

alinadurtusalaquitaγalaγ こib3γsinar:

1)MongO6.45:2)K1144n6k6d-i3)PLB49,142,MongO6.45:,

PLB183.

(b)

Asayinyabudal-isayitur1)廿jUg茸1廿96id:

善 き行 い を た く み に 教 示 す る 者 た ち,

1)Rの

B

C

D

E

F

sayinyabudal-imaγad-iyar旬 廿g廿1一雌nnomlaγ こi:

sayinyabudal-isayitur塒eg廿1Ug6id1):

sayinyabudal-isayitur廿jUg田 廿nnomlaγ6i:

sayinyabudal-isayitur{ijeg廿1Ug6i:

bodisadba-yinyabudal-isayiturai廿9廿1廿96i:

1)K:1144,PLB49,MongO6.45灘g磁g6id

(c)

Atede-1廿ge1)basanasudau6iraquboltuγai::2)
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か れ ら と もつ ね に 親 し む こ と に な る が よ い 。

1)Rtede,K731teden-1Uge2)R:

Btede-1{igebernasuaburi-dau6iraquboltuγai::

Ctede-IUgenasuaburidaudraqu1)bolju2):3)

Dtede-1Ugenasuaburidaudraquboltuγai:

Etede-1茸gebernasudauこaraqubolju:

Ftede-1廿geaburidau6araldunatuγai:

1)PLB49u6araqu2)K1144,PLB49boltuγai3)K1144:

(d)

Akejiy-eわer/tendebi/1)sedki1-i十2)buut6r69廿lsUgei3)::4)

い つ も か れ ら に 私 は 心 を 生 む ま い 。

1)Rtede,K731biteden一 廿2)Ibi3)K73166keg廿1-Un4)R,K

731:

B

C

D

E

F

「私に利益を及ぼそ うと願 う友入や,

親交を保つがよい。かれらの心を常にそ

不空訳

kejiy-eberteden-ti呂edkil-ibuu6δk6ges{igei:

/kejiy-eber/ま)teden-a2)sedki1-i3)buu66k6gestigei4):=5)

=C::

kejiy-eberteden-tisedki1-ibuu66k6ges員geibi::

tedenbikejiy-e6u廿lti66keg茸1{im廿i::

1)PLB49biberkeliy-e6u2)MongO6.45teden-i3)K1144

sedkili4)MongO6.456δkegesUgei5)K1144,MongO6.45:

普 賢 行 を 教 示 し て くれ る 人 々 と は 常 に

こ な わ な い よ うに し た い も の だ 。」

所 有 善 友 益 我 者 為 我 示 現 普 賢 行

共 彼 常 得 而 聚 会 於 彼 皆 得 無 厭 心

25(a)

Abodisdv-nar-iyar1)k茸riyeleg廿1廿gsen2).ilaγuγsan3)itege1-nuγud4):

菩 薩 ら に 囲 ま れ た 諸 仏 救 世 尊 ら,
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1)K731bovadhisaduva-nariyar2)他 はk廿riyelegserし3)K731の

4)K731itege1-n丘g廿d

㈲

A

B

C

D

E

F

bovadhisaduva-nar-iyark廿riyelegsen量tege1-n哉9費d:

/bodisdv-nar-iyar/1)k廿riyelegsen2)itege1-n最9廿d3):4)

bovadhisaduva-nar-iyark{iriyelegsenitegel

bodisadu-a-nar-iyarktiriyelegsenitegel-nuγud5):

bodisadu-yinkUrit荘iaγuγsanitegel:

1)K1144,PLB49bovadhisaduva-nar-iyar2)PLB183k廿riye-

leg廿1廿gsen3)Mon906.45itegel-nuγud4)MongO6.45②5)PLB

66itegel-n雌g廿d

nasu1)ilete2)/namaiber/3)廿lem廿i十41

常 に 眼 前 に 私 を ば 見 る 。

1)K731の2)K731iledte3)Rnamayiber,K731aburida

ilaγuγsad-i4)他 は:

● ● ●

B

C

D

E

F

11aγuγsad-1naslユ11edte茸Jej{ibi:

iaγuγsad-inasuilete1)十2)廿jej茸:3)

ilaγuγsad-i:nasudailete茸jij{ibi:

ilaγuγsad-ina串uilerkei℃{ijej廿bi:

teden-ibiaburidailerkei-e廿lem廿i

1)K1144,PLB49iledte2)PLB49biber3)PLB49の

biber

(c)

Airegeed茸i十1)/galab-ud-undaγustalaber/2)uyidqar廿geg廿i-e十3)

未 来 劫 の 尽 き る ま で 倦 む こ と な く

1)R:2)Rgalab-udda7ustalaber:,K:73ユga五ab-udb誼k旋n-dar

3)他 は:

Bqoyitusgalab-ud-turkarteleuyidqar茸gegUi℃:
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C

D

E

F

qoyitugalab-ud-turkUrtele十1)uyidqar罎gegUi℃:2)

iregeed廿igalabb廿k茸n-d{iruyidqar萱geg廿i-e:

ニD.:

irUged廿iqamuγelegalab-ud-turbasabi:茸10uyid(a)n

1)MongO6.45:2)PLB183の

(d)

Ateden-eberaγuiyeke.takili1)雌ileds員gei::

か れ ら に こ そ 広 大 な 供 養 を 行 い た い 。

1)他 はtaki1-i

B

C

D

E

F

「菩 薩 に囲 まれ た救 世 尊 た る諸 仏 を,

ま で倦 む こ と な くか れ ら を広 大 に 供 養 した い もの だ 。」

不 空 訳 常 得 面 見 諸 如 来 与 諸 仏 子 共 円満

於 彼 皆 興 広 供 養 皆 於 未 来 劫 無 倦

26(a)

Ailaγuγsad-undeged廿nom-ibariγad:

諸 仏 の最 上 の 法 を 受 持 して,

B

C

D

E

F

teden-iberaγuiyekedetakisuγai::

teden℃beraγuiyekedeta≧isuγai:1)

篇B::

=B::・

tedegeraγuiyeketakimui::

1)PLB142の1他 はK1144を 除 き::

私 は 常 に 眼 前 に 見 る 。 未 来 永 劫 に 至 る

ilaγuγsad-undegedUIlom-ianubariγad:

ilaγuγsad-unsayinnom-ianu.ba「iju十1)

ilaγuγsad-undeged茸nom-ianubariju:.

ilaγuγsad-un亘eged茸nom-ibariju:

ilaγuγsantedeger廿nboγdanom-ibariγad:
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1)他 は:

(b)(c)

Abodi1)yabudal-iyarqamuγ 一igeyig廿1廿n2)荘iled6渡:

sayinyabuda1-i3)teyinb廿gedyabuqui-bar4):

菩 提 行 に よ って 一 切 を 輝 か そ う とつ と め,普 賢 行 を 完 壁 に 修 行 す る こ

っ て,

1)K731bovadhi2)他 はgeyig廿1一{in3)Iyabudal-iyar4)

bisilγaqui-bar

B

C

D

E

F

とに よ

他は

bovadhiyabuda1-iqamuγ 一ageyig廿1罎ged:

sayinyabudal-iInasidaarilγaqui-durber:

bodi1)yabuda1-imasidabisilγaqui-bar十2)

qamuγ 一igeyigUlaged十3)sayinyabuda1-i十4)

bovadhiyabudal-iqamuγ 一ageyig廿1廿ged:

sayinyabudal-iyarsayituryabuqui-durber:

bovadhi-yin5)yabudalb慧k廿n-iqamuγ 一ageyig廿1廿ged:

sayinyabudal-iyarsayituryabuqui-bar:

erkembodiyabuda1-ib廿g茸de-degeyigUIUn:

buyanUilenbasamasiariγudqalaileben:

1)K1144,PLB49bovadhi2)PLB49,142,1833)K1144:

4)PLB49,183:5)PLB66bodi-yin

(d)

Airegeed廿igalab-uddaγustalaber1)yabusuγai::2)

未 来 劫 の 尽 き る ま で も 修 行 した い 。

1)他 はdaγustalaber2)R:

B

C

D

E

qoyitusgelab-ud-turyabun廿ileds廿gei::

qoyitugalab-ud-turk廿rtele廿ileds鱗gei::

iregeedi廿galabb茸kUn-d{iryabunaileds廿gei::

=D:
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Fi・ 廿9・d茸iq・mUγ ・1・g・1・b-t・ ・y。b面 。i::

「仏 の 最 上 の 法 を 受 持 し,菩 提 行 に よ り一 切 を 輝 か せ,普 賢 行 に の っ と り修

行 し な が ら,未 来 永 劫 に 至 る ま で 修 行 し た い も の だ 。」

不 空 訳 常 持 諸 仏 微 妙 法 皆 令 光 顕 菩 提 行

威 皆 清 浄 普 賢 行 皆 於 未 来 劫 修 行

27(a)

Asansartutum-duror6iqui-dur-i1):

輪 廻 の 各 々 に お い て 流 転 す る と き に は,

1)K731u6iraqui-durber

Bqamuγlayaγan-durberor6iqui-dur:

C/layaγan-uele/1)tutumu6iraqui-dhr2):

Dt6r6k廿it6r61tutumor6iqui-dur:

Esansarb廿g{ide-d{irberor6iqui-dur:

Fqamuγt6r61abqub員ri-yinor6iqui-dur-iyanbi:

1)K1144∫ayaγan2)PLB1830rこiqui-dur

(b)

AbarasiUgeibuyanbelge1)bilig-iolju:

無 尽 の 福 徳,智 慧 を 得 て,

1)1②

Bbarasi茸geibuyanbelgebUig}ioluγad:

Cbarasi廿geibuyan-ubelgebilig-ioluγad:1)

D=B.:

E=.B=

FbarasiUgeibuyanbelgebilig一 廿d-ioltuγai:

1)PLB183,MongO6.45の

(c)

Aarγ 一abiligdiyanteyintonilqui1)kiged:
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方 便,般 若,禅 定,

1)Rtonilqu

B

C

D

E

F

完全な解脱と,

arγ 一abilig-Unsamaditeyintonilquikiged:

/arγ 一abilig十2)teyin3>/ユ)tonilquikiged:

arγ一abiligsamaditeyintoniquikiged:

=D:

arγ一abiligsamadibanaimanmasitonilqui:

1)PLB142⑦2)K1144,MongO6.45diyan3)Mong .06.45⑭

(d>

Aqamuγerdem一 荘d-iyer1)barasi茸geisang-tuboltuγai::

一 切 の 諸 功 徳 に よ り無 尽 蔵 と な る が よ い
。

1)K731erdem一 茸d一廿n

B

C

D

E

F

「輪廻の各段階を流転するときには,

禅定,解 脱等一

不空訳

qamuγerdem一 廿d一廿nbarasi廿geisanginubolquboltuγai::

erdem一 廿d-Unolanj廿ilsang-i1)inuolquboltuγai::2)

=B:

qamuγerdem一 員nbarasi廿geisanginuboltuγai::

barasi罎geierd(e)mUd一 廿nyekesang-tuboltuγai:

1)MongO6.45sang-yi2)PLB183:

無 尽 の 福 徳 と智 を 得 て,方 便,般 若,

切 の 功 徳 が 無 尽 蔵 と な る が よ い 。」

於 諸 有 中 流 転 時 福 徳 智 慧 得 無 尽

般 若 方 便 定 解 脱 獲 得 無 尽 功 徳 蔵

28(a)

Anigentoγosun-udeger-etoγosun-u1)toγ 一a-bar/ulus2)bolju/3):

一 粒 の 塵 の 上 に 塵 の 数 だ け 刹 土 が あ り
,

1)1の2)Iolan3)K7310ron-nuγudboluγad

Bnigenbaramanudeger-ebaramanus-urltoγ 一a-tan-utoγ 一a-bar
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C

D

E

F

ulusbolju.:

nigenbaramanu1)deger-e2)baramanus-untoγabar3)十4)ulus5)

bolju:6)

nigenbaram(a)nu-yindegerebaraman-u-yintoγatantoγ 一a-bar

oronbolju

nigentoγosun-udegeretoγosun-utoγatanorodbolju:

toγosun-atoγosun-utoγ 一ab{ik廿iorod-tur .:

1)K1144,PLB142.baraman-u2)PLB49degere3)PLB142

toγabar,他 はtoγ 一a-bar4)MongO6.45:5)K11440ron6)PLB

183②

(b)

Atedeulus-turllsedki}廿 蔵IUbaraγdaquburqan-nuγud:

そ れ ら の 刹 土 に 考 え て も尽 き な い 諸 仏 が,

1)K7310ron-dur

B

C

D

E

F

=A:

tedeulus-tur1)sedkijU廿1廿baraγdaqu2)burqan-nuγud:3)

tedeorod-tursedkiju廿10baraγdaquburqan-nuγud:

tedeorod-tursedkisi廿geiburqan-nuγud:

orodb茸riburqan-nuγudsedkis抽geitUgeme1:

1)K11440ron-dur2)PLB72bariγdaqu,K1144,MongO6.45

baraγdaqui3)K1144,PLB142,183の

(c)

Abodisdv-nar-unDdumda2)saγunb廿k茸i-d茸r-i3):4)

菩 薩 ら の 只 中 に 坐 し て い る と き に,

1)K731bovadhisaduva-nar-un2)b3)他 は 焼k症d廿r4)R⑭

3burqan-u..s-un1)dumdaanusaγuγsan-dur

Cbodisdv-nar-un2)dumdaanusaγulu十3)b廿k廿n一 茸ilete4)
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D

E

F

bovadhisaduva-nar-undumdaanusaγuγsan-dur:

bodisadu-a-narundumdasa7uγsan-dur:

burqadbUribodisadu-yindumdainuaγsan-a:

1)判 読 不 能2)K1144,PLB49bovadhi.saduva-nar-un ,PLB

142bodisadva-nar-un,PLB183bodisaduva-nar-un,MongO6 .45

bodisdv-narun3)K1144:4)K1144,PLB49ilete

(d)

Abodiヱ)yabudal-iyar2)yabun廿jes廿gei3)::

菩 提 行 に よ っ て 修 行 し,観 じ た い 。

1)K731bovadhi2)Iyabudalken6i3)K731茸jis茸gei

B

C

D

E

F

bovadhiyabuda1-iyaryabun廿jisUgeibi::

bodi1)yabuda1-ib茸tUgenyabuju廿jes廿gei2)bi::

bovadhiyabuda1-iyaryabuju{iJes{igeibi::

bovadhi-yinyabudal-iyaryabuju廿jestigeibi::

bodi6ad-unyabuda1-iyabuγsaγarUlemUi::

1)K1144,PLB49bovadhi2)K11440jis茸gei

「一 粒 の塵 の上 に ま た塵 の数 に.も等 しい無 数 の刹 土 が あ り,そ こに考 え て も

考 え 尽 くせ ぬ 程 の 無 数 の 仏 が 菩 薩 の 只 中 に坐 して い る様 子 を,菩 提 行 に よ って

修 行 して 観 じた い もの だ 。」

不 空 訳 如 一 塵 端 如 塵 仏 彼 中 仏 刹 不 思 議

仏 及 仏 子 坐 其 中 常 見 菩 提 勝…妙 行

29(a)

Ater-e1)metaqoごurliUgdqamuγ 」廿9一茸d-tαr2)ber:

そ の よ うに余 す と ころ な い 一 切 諸方 に お い て も,

1)他 はtere2)Ij廿g一 廿d

Bteremet廿qo6urli竜geibagUdej廿9-tUrber:

Cteremet茸qo6urli蔵geib廿g廿del廿g-t廿r:1)
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(b)

A

D

E

F

=B:

=B:

teremetUqo6urli廿geiqamuγelel茸9-tUr6u:

1)PLB183の

ki1γasun-u1)ted茸iaγui-dur.:2)γurban.～ …aγ一un～ …inege.ber3):

毛 ほ ど の 大 き さ に お い て,三 世 の 量 に も 等 し い,

1)..Rki1γasun-un2).他 壱よ ¢3)他 は こinege-ber

o

B

C

D

E

F

kllγasan-Utedtiieng-d廿rγurbanこaγ 一un6inege-ber:

kerki1γasun-uted渡ieng-dUγurban6aγ 一undnege-ber1):2)

=B
.:

ki1γasu耳 一uted廿ieng-d廿r7urban6aγ 一unkemjiy-eked廿ib廿k廿:'

kilγasun-uted廿ieng-dUrγurban6aγ 一un6inegen:

1)PLB72伽 ッ々'6'r,PLB49,MongO6.456inegeber3)PLB142②

(c)

Adalaimet銭1)burqar1-nuγuddalailnet廿1)ulus2)kigPd:

大 海 の 如 き 諸 仏,大 海 の 如 き 刹 土 と,

1)Mong382met茸2)K7310rod

B

C

D

E

F

亘alaimetUburqan-nuγud亘alaimet茸ulus-tur:

dalaimetUburqan-nuγuddalaimetUulus-tur1)十2)

=B:

亘alaimetUburqankiged亘alaimet茸orodba:

dalaimet廿burqan-luγ 一adalaimet廿orodba:

1)K11440ron-dur2)他 は:

(d)

Adalaimet廿1)/galab-uddaγustalaber2)/3)yabuγadsayiturorosuγai::

大 海 の 如 き 劫 が 尽 ぎ る ま で 修 行 して,た くみ に 悟 入 し た い 。
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1)Mong382me重 廿

ud-tur

B

C

D

E

F

2)R,Mong382daγustalaber3)K731galab一

「そ の よ うに余 す と ころ な く一 切 諸 方 に お い て,

現 在,未 来 の三 世 に わ た り

修 行 し没 入 した い もの だ 。」

不 空 訳 如 是 無 尽 一 切 方 於 一 毛 端 三 世 量

仏 海 及 与 刹 土 海 我 入 修 行 諸 劫 海

30(a)

Aγaγ6ajarliγ 一un廿yes1)dalaimet廿2)keleber3):

た だ ひ と こ との節 々 が 大海 の よ うで あ る言葉 に よ って

1)R置iyes2)Mong382me蝉3)Rkelenber

B

C

D

E

F

galaime機galab-ud-turk廿rteleoroldunyabusuγai::

dalaimetUgalab-ud-turk荘rteleUiled一 廿n1)yabusuγai::2)

=B::

璽alaimetagalab-tur、.yabuγadsayiturorosuγai::

dala量met廿galab-ud-turyabunmasioromui::

1)K1144置1edd廿n,他 はPLB49を 除 き 員iled廿n2)K1144:

毫 末 に 至 る ま で も,過 去,

,大 海 の よ う に 広 大 な 諸 仏,刹 土,劫 が 尽 き る ま で,

,

,K:731aya17u-bar

nigen茸ge-yinb61茸ginu重alaimet廿daγun-iyar:

nigeh廿ge-d廿r-iyenb61Ug1)inu十2)dalaimetUdaγun-iyar:3)

nigenjarliγ 一ungesig廿n亘alaimet員daγun嚇iyar:

nigenlarlγ 一UngeSig廿n旦alaimet廿 亘aγUn-iyar:

nige璃arliγdalaimet茸gesig荘n一 廿daγu-bar:

1)K1144廿yes2)PLB183:3)PLB142,1830

(b)

Aqamuγilaγuγsad-unegesig一 廿n.茸yes1)teyinb廿gedariluγsan:

一 切 諸 仏 の 音 声 の 節 々 が 完 壁 に 浄 ま っ た
,

1)R{iiyes
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B

C

D

E

F

ユ)PLB

b61茸g-yi3)MongO6.450

qamuγilaγuγsad一 血nmasiariluγsanegesig一 伽gesigUn-i:

qarnu7ilaγuγsad1)ariγundaγun-ubδIUg-i2):s)

=C

qamuγilaγuγsad-unteyinariluγsanegesig一 茸ngesig茸n-i:

ilaγsad-unegesig一 茸nmo6emasiariγun:

49を 除 きiiaγuγsad-un,2)K11440yuγri, .MongO6.45

(c)

Aqamuγamitan-usedkil一 廿nyosuγarboluγ6iegesig:

一 切 衆 生 の 意 の ま ま と な る 音 声 で 幽 る
,

B

C

D

E

F

amitan-usedkil-d茸ryambartaγalaquiegesigber:

amitan-usedkil-d廿ryambar1)taγalaqui-barbolγaγ6i:2)

amitan-usedki1-d蓮r.yambartaγa1ζquiegesig-t廿:

qamuγamitan-usana1.yambarこilanegesig-tU:.

amitan-usanalyambaryosuγark{iegesl9:

1)P刃B142の
.2.)PLB142②

(d)

Aburqan-u∫arliγ 一tur1)nasuda.oroユdusuγai::

仏 の 言 葉 に 永 久 に 入 り た い 。

1)Rjarliγ 一tu

B

C

D

E

F

「ひとことのは.しぽしまでもが大海のように広大な は しば し

までもが清浄で一切衆生の意のままの声である仏の言葉に永久に没入したいも

(85)

=A::

=A.::

=A::

burqan-u .jarliγ 一turnasudaorosuγai::

burqanbaγsi-yin.jarliγ 一ud-turabur(i)daoromui::

言 葉 に よ っ て,



の だ 。」

不 空 訳 於 一 音 声 功 徳海 一 切 如来 清浄 声

一 切群 生 音 楽 声 常 皆 得入 仏弁 才

31(a)

Aγurban6aγ 一un1)qamuγilaγuγsad十2)

三 世 の 一 切 諸 仏

1)K7316aγ 一turiregsen2)Mong382,K731ber

B

C

D

E

F

:

γurbanこaγ 一unqarnuγiaγuγsadb茸g廿deger:

=B:

γurban6aγ 一tura6iraγsanqamuγilaγuγsadb雌g廿deger:

γurban～iaγ_turiregsenilaγuγsadbUgade:

γurban6aγ 一turjalaraγ6iilaγuγsadbUg且de:

(b)

Anom-unk荘rdUn-isayituror6iγuluγsan:

法 輪 を た くみ に 転 じ た も の,

B

C

D

E

F

nom-unkUrd廿n一 茸yosun-isayituror6iγuluγsan-iyar:

01anj茸ilnom-unk廿rd茸n-ior6iγuluγsan

nom-unk廿rdan一 茸yosun-isayituror6iγuluγsan:

k茸rd一 茸rl-Uyosun-nuγud-isayiturerkig廿1廿gsen・:

k廿rdU-yinyosu-nuγud-i6umasi.erkig廿IUgd:

(c)

A .teden一 廿barasi廿gei/jarliγ 一unegesig-t廿r/1)anu2)十3)

か れ.ら の 無 尽 の 言 葉 の 音 声 に,

1)Iegesig一 廿nlarliγ2)Mong382inu,K731②3)他 は:

Bteden-iberbarasi廿geijarliγdaγun-duranu:

Cteden-ebe:1)barasiUgeijarliγdaγun-duranu:i)

Dteden一 茸barasi廿geijarliγdaγun-duranu
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Etedeger一 廿nbarasi逓geijarliγegesig-t員r:

Ftedeger一 廿njarliγ 廿yes.baraγdasi茸gei-d偵r:

1)PLB142の

(d)

Aoyun-uk驚 廿n-iyerbiber1)廿1e璃ioroldusuγai::

智 慧 の 力 に よ っ.て私 は さ ら に 没 入 し た い 。

1)他 はbiber

B

C

D

E

F

「過去,

きぬ言葉の音声の中に,

不空訳

oyun-uk雌6廿n-iyerbibermaγadoroldusuγa.i::

oyun側ukti6廿n-iyer十1>/biber/2)maγadoroldusuγai::

=B:

oyun-uk{i6廿n-iyerbibersayiturorosuγai::

biberoyin-uk驚 廿n-iyero7uγataoromui::

1)MongO6.45:2)K1144,PLB49,MongO6.45biber

現 在,未 来 の 三 世 の 一 切 諸 仏 が 法 輪 を 転 じ て 説 法 す る と き の あ の 尽

私 は 智 慧 の カ を 通 じ て 一 層 没 入 し た い も の だ 。」

於 彼 無 尽 音 声 中 一 切 三 世 諸 如 来

常 転 理 趣 妙 輪 時 於 我 慧 力 普 能 入

32(a)

Airegeed茸igalabb茸gUde-d廿rQroqui-dur-i1):

未 来 劫 の 全 て.に 入 る際 に は

1)他 はoroqui-dur

B

C

D

E

F

qoyitusgalab-udb{ig髄de-dtirorolduqui-bar.:

qoyitusgalab-ud十1)b廿9廿de印d廿rorolduqui-bar:

hregeed銭igalab-udb廿9廿de-d廿rorolduqui-bar:

iregeedUigalabb廿k茸n-d廿roroqui-bar:

ir廿ged茸iqamuγgalaboroqui-dur-iyan6u:

1)MongO6.45:
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(b)

Aγaγ6anigengsan-U1)ted茸yiken-iyer2)biber3)oroldusuγai::4)

一 刹 那 の う ち に 私 は 悟 入 し た い 。

1)K731g§an-u2)Mong382ted質yiken-iyer3)R,Mong382,

K731biber4)Mong382,K731二

(c)

A

B

C

D

E

F

nigekengsan-u6aγ 隔turbiberoroldusuγai:

nigekengsan-u1)6aγ 一tur/biber/2)orosuγai:3)

nigekeng6an-u6aγ 一turbiberorosuγai:

nigeng§annigen-d廿rbiberoroγad:

biberbasanigennigeag§m-iyaroromui:

1)K1144,PLB49,MongO6.45g忌an-u2)K1144,PLB49,Mong

O6.45biber3)MongO6.45::

basaaliber1)galab-ud2)γurbanこaγ 一un6aγ6inege3)+4)tedeger-i5);6)

ま た.あ ら ゆ る 劫,三 世 の 時 の 時 の 量 だ け の そ れ ら を,

1)Raliber,K731aliba2)Mong382は 以 下.37(d)ま で 欠 くゐ

K731galab-ud-un3)1こinegeber4)1:5)Itedeger℃6)1の

●5

B

C

D

E

F

alitedeγurban6aγ 一ungalab-un～ ～1nege-y1:

=B:

=B:

alinberγurban6aγ 一unkemliy-e-t廿galabtedeger-t茸r:

aligalabγurban6aγ 一unkemliyelt廿teden-d茸r

cf.TIIT662alitedeγurban6aγ 一un-yi

(d)

Anigengsan-u1)qubib廿ged-iyer./saγun茸ileds廿gei3)/2)::

一 刹 那 の 分 で 坐 す べ く修 行 し た い 。

1)K731gきan-u2)K7310ronedles廿gei3)R廿 丑edt蔵gei
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B

C

D

E

F

　
mgengsan-uqubi-durb茸gedoro且yabusuγai::ゆ
nlgengsan-uPqubi-durbUgedoroju壮ileds廿gei::　
nlgengSan-uqubi-durbUgedoronyatusuγai::

nlgen9きan-uqubi-durberoronyabusuγai::

nigenagSimqubis-iyarorolduiuyabumUi::

1)K1144,MongO6.4599an-u

c£TIIT662nigengsan-uqubi-duttiledstigei

「未 来 劫 の 全 て に 悟 入 す る際 に は 一 刹 那 セζ悟 入 した い もの だ 。 また あ らゆ る

劫,過 去,現 在,未 来 の 劫 に も一刹 那 で 悟入 す る よ う修行 した い もの だ
。」

不空 訳 以 一 刹那 諸 如来 我入 未来 一切 劫

三 世 所 有 無 量 劫 刹 那 能 入 倶 肱 劫

33(a)

Aaliγurban6aγ 一unsayituroduγsan:1)k廿m廿n一 廿2)arslan十2)

三 世 の 善逝 に して人 の獅 子 で あ る

1)他 壷よ ②2)他}ま:

B

C

D

E

F

γ・・b・n6・ γ一tura6i・aγ ・an・1ik茸m廿 ・一茸arslan-n・ γ・d-i・

γurban6aγ 一unirek茸ntedekt童m荘n一 廿arslan-nuγud-i:1)

γ・rb・n6・ γ一t・・i・eg・en・1ik穫mUn一 費arsl・n-nuγud・

7urban6aγ 一turiregsenk廿m廿n一 廿arslanalin:

γurban6aγ 一turjalar(a)γ6iburqanbaγsialimad.:

1)K1144,MongO6.45②

・五TIIT662γ ・・b・ ・6・ γ一unk茸m茸 ・一茸arsl・ ・一n・γ・d

(b)

Atedegerγaγ6anigengsan駒dur1)b廿ged/biber/2)坊ej茸3):

か れ ら を 唯 の 一 刹 那 に 私 が 見 て,

1)K731g善an-dur2)Inamai3)R廿jijU

Btedegernigekeng忌an-u6aγ 一tur:b廿ged{ijis茸geibi:
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C

D

E

F

nigekengsan-u1)～iaγ 一turbagedhjes費gei/bi:/2)

tedeger-inigekeng忌an-u6aγ 一turb茸ged茸jes廿geibi:

tedeger-i:3)nigeng首annigen-d茸rbiber茸jej茸:

teden-ibinigennigeag忌im-iyarUjem面i:

1)K1144,PLB49,MongO6.45gきan-u2)MongO6.45::

3)PLB66の

cf.TIIT662.6aγ 一tur廿jesugei

(c)

Ana§uda.teden一 茸 十1)visai-dUr.十2)

常 に か れ ら の 境 地 に 幻 影 が 生 じ る の を

1)K731yabudal-un2)R:

(d)

A

B

C

D

E

F

nasudateden一 茸yabuγdaquiorod-tur:

nasudateden-iyabuγdaqu6inaduorod-tur:

nasudatedeger一 廿nyabuquorod-tur.:

nasudatedeger嶋 資nyabudalorgn-dur:

abur(i)datedeger-tinedlegdekUoron-dur

yelviboluγsan十1)teyintonilqu2)k員6廿n-iyerorosuγai::

完 壁 に 解 脱 す る カ に よ っ て 悟 入 し た い 。

1)K731:2).Rtonilqu.

B

C

D

E

F

「過 去,

刹 那 に 見 て,

yelvimetU-yimedek廿ik廿6廿n-1yerorosuγa1::

=B::

yelvimet廿 廿lek茸teyintonilqu-yinkU6茸n-iyerorosuγai::

yelviboluγsanteyintonilqu-yink廿6且n-iyerorosuγai::

yelvi-yinmasitoniluγsank廿6Un-iyeroromui::

現 在,未 来 の 三 世 に わ た る 善 逝 で あ り獅 子 に も等 し い 諸 仏 を 私 は 一

幻 影 が 生 じ る の を 解 脱 す る 力 を 通 じ て,常 に 仏 の 境 地 に 没 入 し た

(90)
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い もの だ。」

不 空 訳 所有 三世 人 師 子 以 一 刹 那 我戚 見

於 彼 境 界 常 得入 如幻 解 脱 行 威 力

34(a)

Abasaaliber1)γurban6aγ 一un/oron-ijokiyaγsad/2):

また,三 世 の世.間を 荘 厳 した もの,

1)Raliber,K731aliba2)K7310rod-unjokiya1-i

B

C

D

E

F

alitereγurban6aγ 一unyirtin6U-yinoron-ujokiya1-i:

alitereγ1昇rban～iaγ 一unyirtin6廿ulus-un1)yosunb茸gtide-yi:2)

=B

alinberγurban6a7-ud-unoron-ujokiyal-i:

γurbanごa7-unalioronJokiyang7u量teden-i:

1)K11440ron-u2)PLB142②

(b)

Atedegernigentoγostm-u1)deger-eilete2)b廿t廿gey賎3):

そ れ ら を 一 粒 の 塵 の 上 に は っ き り と実 現 す る の で あ る 。

1)Rtoγosun2)他 はiledte3)K731b茸t廿gej茸

B

C

D

E

F

tedegernigenbaramad-undeger-eiledtebat廿ges廿gei:

nigenbaramanu1)deger-eilete2)b赴t廿gesUgei:

tedegernigenbaraman-udeg6reiletebat廿ges茸gei:

tedeger-inigentoγosun-udegereiletebatUgej廿:

te「eni琴entoナosurレdurilerkei-ebo1γamui:

1)P:LB142baraman-u2)Kユ144,PLB49iledte

(c)

Ater6met廿qo6urli廿geiqamuγ1茸9一 廿d-t茸r:

そ の よ う に 余 す と こ ろ な く一 切 諸 方 に お い て,

Bteremet廿qo6urli茸geib廿g廿dejUg-teki:
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(d)

A

C

D

E

F

teremet荘qo6urli廿geib廿g廿dej睦g-tekin:

=B:

teremet廿qo6urli茸geijUg-Udb茸g茸de-de十1)

teremet読qo6urli葛geiqamuγelel茸9一"d-t"r:.

1)PLB66:

ilaγuγsad-un/orod-ijokiyaqui-du巳 「一i2)/1)oroldusuγai::

仏 の 界 に 荘 厳 しつ つ 没 入 し た い 。

1)K7310rod-un三 〇kiyal-dur2)Rlokiyaqui-dur

●

B

C

D

E

F

「ま た,

上 に も 明 瞭 に 実 現 し,

仏 界 に 没 入 し た い も の だ 。」

不 空 訳 所 有 三 世 妙 厳 刹 能 現 出 生 一 塵 端

如 是 無 尽 諸 方 所 能 入 諸 仏 厳 刹 土

35(a)

Abas-a1)aliber2)iregeed髄i3)beryirtin6廿 一yinjula-nuγud4):

ま た,未 来 の 世 間 の 燈 で あ る,

1)他 はb・ ・a2)R・1iber,K731・1ib・3)K731ed茸gUi

4)Ijula-nuγud-i

Bkedberiregeedtig{ii6aγ 一takiyirtin6茸 一yinjula-nuγud:

CkedbairegeedUi6aγ 一takiyirtin6廿 一yinjula-nuγud:i)

(92)

ilaγuγsad-unoron-ijokiyaqui-duroroldusuγai::

ilaγu7sad-unUlus-ii)jokiyaqui-dur2)oroldusuγai::3)

ilaγuγsad-unoron-nuγud-iJokiyaqui-duroroldusurai::

ilaγuγsad-unoron-nuγud-unjokiyal-durorosuγai:: の
ilaγsad-un.oron-nuγudjokiyal-duroromul::

1)K11440ron-i2)PLB183Jokiyaqui-bar3)PLB142②

過 去,現 在,未 来 の 三世 に わ た る世 界 を荘 厳 した もの を 一粒 の塵 の

そ の よ うに余 す と こ ろ ない 一 切 諸 方 に お い て 荘 厳 しつ つ,



D

E

F

=C:

alinberiregeed競iyirtin6廿 一yinjula-nuγud:

alibasairUged廿iyirtin～ …廿s一廿njula-nar:

1)PLB142②

(b)

Atede}ergeber1)burqanbollu十2)nom-un3)k嚢rd茸n-iorこiγuluγad:

か れ ら が,次 第 に の っ と り成 仏 し,法 輪 を 転 じ て,

1)他 はjerge-ber2)R=3)他 は ②

B

C

D

E

F

tedejerge-berburqanboljukUrdOnor6iγuluγad:

tede1)jerge-ber2)burqanbolju十3)k芭rd茸nor6iγuluγad:

=B:

tedejerge-berburqanboljuk茸rd廿n-ierk19壮1廿ged十4)

皿a卑 一iyarburqanboljunom-unk且rd萱jokiyan:

1)MongO6.45tend62)PLB49,183,MongO6.45jergeber

3)PLB142:4)PLB66=

(c)

Asayituramurliγsan/e6赫snirvan-i/1)十2)茸 」廿9茸1廿9こi:

完 全 に 安 ん じ た 究 寛 の 浬 葉 を 教 示 す る も の で あ る,

1)K731nirvan-ukijaγar-i2)R:

Bmasidaamurliγsannirvan-ukijaγar-i廿1廿gUl茸g6i:

Cmasidaamurliγsannirvan-ukijaγar-a菰jeg廿1廿g6iD:2)

D=B:

Emasidaamurliγsannirvan-ue6廿s-i茸 ∫eg茸1壮96i:

F6nggerej茸nirvan-utuy五 一i廿jUgUI茸9～ ～i=

1)K1144,PLB49a猶g員1茸gこi2)MongO6.45②

A量tegel-nuγud-uni)dergedeodsuγai2)bi::

(93)



救 世 尊 ら の も とに 私 は 行 きた.い。

1)K731itege1-n廿g廿d一 茸n2)Rろ"」 脚切'"ッ

B

C

D

E

F

「ま た,

法 して,

た い もの だ 。」

不 空 訳 所 有 未 来 世 間燈 彼 皆 覚 悟 転 法 輪

示 現 浬 葉 究 寛 寂 我 皆 往 詣 於 世 尊:

36(a)

Aqamuγ 一aDt銭rgenridiqubi1γan-uk茸6茸nk:iged:

遍 く疾 い神 通 の 力 と,

1)他 はqamuγ'a6a.

B

C

D

E

F

itege1-n廿gUd一 荘ndergedeanukUrgestigeibi::

itegel-n〔igUd一 〔indergedeanu1)k廿rges廿geibi2) .::

=B::

itege1-n漉9廿d一 廿ndergedeodsuγaibi::

tereqamuγitege1一 廿ndergedeba7udumui

1)K1144inu2)MongO6.45の

.未来 世 間
の 燈 明 で あ り,菩 提 次 第 に の っ と り成 仏 し,法 輪 を 転 じ説 .

心 が 安 ん じ た 浬 葉 の 極 致 を 教 示 す る 救 世 尊 で あ る 仏 の .も と に 私 は 行 ぎ

qamuγ 一a6at廿rgenridiqubi17ah-uk廿6廿n-n茸g廿d:

qamuγ 一a6a6dterridik驚 廿n-n茸g雌d1):

qamuγ 一a6a6dt6rridiqubi1γan-uk廿 こUn-n丘g廿d:

qamuγ 一at{irgenridiqt【biγan-uk{i6茸n-n{ig茸dkiged:

qarnuγ 一a6attirgenridiqubiγan-ukU6{inba:

1)MongO6.45k驚 廿n-nuγud

(b)

Aqamuγ 一a6a/inuegOden/1)boluγsank61gen一 廿k驚 廿nba:

遍 ぎ門 と な った 乗 の カ や

1)他 はqaγalγ 一a
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B

C

D

E

F

qamuγ 一a6aqaγalナ ーaboluγsa轟k61ged一 廿nk廿6茸nba:

=B:1)

=B:

qamuγ 一a6aqaγa1γ 一a-yink61gen一 廿k廿6{in-n章gUdba:

qamuγ 一a6aegUden一 亘k61ge-yink廿6Un-n{ig荘dba:

1)PLB142の

(c)

Aqamu7-a/erdem-iyabuγuluγ6i/Dka6茸n-nuγud2)ba:3)

遍 く功 徳 を 行 ぜ し め る 力 や,

1)K731erdem-iyeryabuγd2)K731kU6廿n-n廿g廿d3)R¢

⑥

A

B

C

D

E

F

qamuγ 一a6aerdemyabuqu-yink廿 こ廿n-n廿gUd:

qamuγ 一a1)erdemyabuquik驚an-nUgUd:2)

qamuγ 一aerdem一 茸nyabuquik廿6且n-nUg韻d:

qamuγ 一aerdem一 雌nyabuquik茸6茸n-n茸g蔵dkiged:

qamuγ 一a6aerde皿b茸k廿iyabuda1-unk廿6Unba:

1)MongO6.45qamuγ2)PLB142,MongO6.45②

qamuγ 一at茸gemelboluγsanasaraquisedki1一 茸nk廿6Unba :1)

遍 く広 が った 慈 の 心 の 力 や,

1)R::

Bqamuγ 一at廿gemelasaraqui-ylnk廿6廿n-n韻9丘d:

C璽amuγ 一ak茸r茸gsenasaraquisedki1一 廿nk茸6an-n茸g廿d:1)

D=C::

Eqa皿uγ 一at廿gegsenasaraqui-yink廿6廿n-nUg廿dba:

Fqamuγ 一a6at茸geme1一 萱nasaraquik且 こ廿nba:

1)PLB49を 除 き::

「即 座 に ど こ へ で も行 け る 神 通 力,四 方 に 通 じ た 門 の よ うに 悟 り.に到 達 させ
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る 乗 の 力,遍 く功 徳 を 行 な わ せ る 力,も れ な く広 範 囲 に わ た る 慈 心 の 力 や 」

不 空 訳 以 神 足 力 普 迅 疾 以 乗 威 力 普 遍 門

以 行 威 力 等 功 徳 以 慈 威 力 普 遍 門

37(a)

Aq・muγ 一aこ・buy・nk・ ・ig」Unk廿6Unkig・d・

遍 き 福 恩 の 力 と,

Bqamuγ 一a6asayinbuyan-uk荘6廿n-n廿g廿d:

C=B:1)

D=B:

Eqamuγ 一a6asayinbuyan-uk驚Un-n{igudkiged:

Fqamuγ 一a6abuyanbUk丘iqutuγkesigk廿 こ廿nba:

1)MongO6.45の

(b)

Ata6iyangγui .Ugeiboluγsanbelgebilig一 廿nk驚 廿nba:

執 着 の な く な った 智 の 力 や,

Bta6iyangγui-a6aqaγa6aγsanbelgebilig一 廿nk廿6髄nkiged:

C=B:1)

D=B

Etorqu廿geiboh1γsanbelgebilig一 廿nk廿6廿nba:

Ftorqu遺geiboluγsan-ubelgebiigk廿6廿nba:

1)MongO6.45、 の

(c)

Aarγ 一ab且igkigeddiyan-uk驚 廿n-iyer:

方 便,般 若 と三 昧 の カ に よ っ て,

BbelgebUigarγ 一akigeddiyan-uk廿6廿n-n{ig廿d-iyer:

Cb丑igarγ 一akiged十1)diyan-uktiこtin-n廿g茸d-iyer:2)

D篇C:
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し

④

A

Ebiligarγ 一akigedsamadi一 夕ink驚un-n茸9廿d-iyer:

Fbiligarγ 一ateg茸n6ilensamadis-unk壮6銭 一ber:

1)PLB49,183:2)PLB142の

bodi6id-un1)kU6Un-nuγud-i2)廿nen-iyer3)b廿ttiges{igei4)::

菩 薩 の 力 を 真 に 成 就 し た い 。

1)K731bovadhi6id-un2)K731k驚 廿n-n廿gud-i3)K731廿neker

4)Rb雌ttis廿gei

●o●
B

C

D

E

F

「遍 き福 恩 の 力,

力 を成 就 した い もの だ 。」

不 空 訳 以福 威 力普 端 厳 以 智威 力 無着 門

般 若 方 便 等 持 力 菩 提 威 力 皆 積 集

38(a)

Ajayaγan-ukU6伽 一nuγud-i1)oγoγataari1γan猷1edaged2)

業 のカ を 完 壁 に浄 め よ う と して,

1)K731k驚 萱n-n茸g廿d-i2)K731廿iledd廿ged

●

●

 

B

C

D

E

F

bovadhlkti6廿n-n廿gtid-lmaγadb{it廿gesUge1::

bodi1)kU～ ～{in-nUg廿d-i2)血aγadb茸t茸gesUgei::

bovadhi-yink驚 伽 一n茸g員d-imaγadb廿t廿ges廿gei::

bovadhi-yinkU6廿n-n廿gUd-i廿nekerbtit{iges廿gei::

bodi-yink廿6廿n-n廿gtid-ibibUt廿gegdboltuγai::

1)K1144,PLB49bovadhi2)PLB72〃zτ σッc'一n廿gud-i

無 着 の 智 慧 の 力,方 便,般 若,禅 定 の 力 に よ っ て,

0

0

uies一 廿nk茸 こOn-n哲9茸d-10γoγataafilγaju.・

kmn6es一 茸n1)kU6萱n-n茸gad-iteyinb廿gedariγaju:2)

=B:

.=B.:

廿ile-yinkU6荘n-nUg{id-ibioγoγataari1γan:
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1)]1(1144廿ie-yin2)PLB142の

(b)

A

(c)

A

nisvanis-unk廿6廿n-n廿9廿d-i

煩 悩 の 力 を 抑 え よ う と し,

1)K:731qotala-da

■ ●

 

B

C

D

E

F

十1)darun廿iled～ …廿:

nlsvanls-unkU6Un-n廿gUd-iqamuγ 一aこadaruγad:

nisvanis-un1)k廿6茸n-nUg廿d-ioγoγatadaruγad十2)

=B:

nisvanis-unk漉 蒼茸n-n逓g茸db廿k{in-idaruγad:

nisvanis-unk廿 こUn-ibiqamuγ 一a6aebdem茸i:

1)PLB72nisvanis-i.2)他 は:

simnus-un1)k{i6廿n-nag競d-i{ilemjikU6Un茸geibo1γaγad

悪 鬼 の力 を一 層 無 力 とな して,

1)Mong382simlu-sun

●

B

C

D

E

.F

slmnus-unk驚 廿n-n廿g廿d-1k廿6廿n廿geibo1アalu:

=B:1)

=B:

simnus-unk驚 茸n一曲g茸d-isayiturk廿6Un廿geibolγaju:

simnu-yink萱6廿n-n茸9廿d-ibik廿6廿n茸geibolγaγad:

1)PLB142の

:

o

(d)

Asayinyabudal-unk驚un-iteg廿sken1)廿ileds畳gei::

普 賢 行 の 力 を 円満 し よ う と つ と め た い 。

1)K731teg茸si

Bsayinyal)udal-unk驚 廿n-isayiturteg廿skes茸gei::

Csayinyabudalun1)k廿6且n-iteg廿skestigei::
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Dsayinyatuda1-unk茸6茸n-iteg廿skes貸gei::

E=B::

Fsayin-ubuyank廿6伽 一i.bib茸rintegUsbo1γamui::討

1)他 はyabuda1-un

「業 力 を清 浄 と し,煩 悩 の 力 を 抑 え,悪 鬼.の力 を 無 力 とな し,普 賢行 の カ を

円満 した い もの だ 。」

不 空 訳 皆 於 業 力而 清 浄 我 令 擢 滅 煩 悩 力...

悉 能 降 伏 魔 羅 力 円満 普 賢 一切 力

39(a)

Adalalmetu1)/yirti益c廿ulus-i3)./2)teyin .b廿gedari1γaγad:.

大海 の よ うな刹 土 を 完 全 に 浄 め て,

1)Mong382me蝉2)K7310rod-i3)Mong382ulus

(b)

A

B

C

D

E

F

Ωalaimet廿yirtinこ 廿ulus-iari1γaju:

dalaimetaulus-iarilγa}u十1)

亘alaimetayirtin6廿 一yinorod-isayiturarilγaju:

亘alaimet茸oron-nu7ud-isayiちurarilγaγad:

dalaimet廿orod-nuγud.oγuγataari1γan:

1)PLB142を 除 ぎ:

dalaimet廿1)amitan-i2).teyinb廿gedtonilγasuγai:

大 海 の よ う な 衆 生 を 完 全 に 解 脱 さ せ た い 。

1)Mong382me二 茸2)K731amitan-nuγud-i

●

B

C

D

E

F

旦alaimetUamitan-nuγud-ltoniγasuγai::

dalaimet茸amitan-itoni1γasuγai:1)

亘alaimet廿amitan-nuγud-isayiturtoni1γasuγai:

豆alaimet廿amitan-nuγud-iteyinb廿gedtoniIγalu:

dalaimet廿amitan-iget賛1gelUγarγamui:
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1)MongO6.45::

(c)

AdalaimetU1)nom-ud-isayitur茸leged2):

大 海 の よ う な 諸 法 を た くみ に 観 じ て,

1)Mong382met廿2)R雌jUg茸IUged

B旦alaiInetUnom-ud-isayitur廿jeged:

Cdalaimet費nom-ud-isayiturajeged1):

D=B:

E寓B:

Fdalaimet費nom-ud-ibioγoγata廿leged:

1)PLB183茸jer一 廿n

(d)

A dalaimetU1)belgebilig-imasida2)uqaju3)廿ileds茸gei::

大 海 の よ うな 智 慧 を 大 い に 悟 ろ う と つ と め た い 。

1)Mong382me主 茸2)Rmasi3)K731uqan

■

 

B

C

D

E

F

「大海のように広大な刹土を清浄にし,

たいものだ。大海のように広大な法を観 じ,

い ものだ。」

不空訳 普令清浄刹土海 普能解脱衆生海

悉能観察諸法海 乃以徳源於智海

(100)

亘alalmet廿belgebilig-imasidauqaju:

dalaimet廿belgebilig-i1)masida2)uqalu::3)

=B::

=B::4)

dalaimet廿belgebiligtodorqai-aonumu1::

1)MongO6.45bilig2)MongO6.45"3ッ δ'3)K1144,PLB142,

183::4)PLB66:

大 海 の よ う に 広 大 な 衆 生 を 解 脱 さ せ

大 海 の よ う に 広 大 な 智 慧 を 悟 り た



40(a)

Adalaimet赫1)yabuda1-nuγud-iteyinb廿gedari1γan

大 海 の よ う な 諸 行 を 完 全 に 浄 め よ う と し て

1)Rme主 茸2)K731猷1eddUged3)他 は:

o● 曾

 

B

C

D

E

F

廿ied茸ged2)::3)

亘alalmet苞yabuda1-nu7ud-1arlγunbo1γaγad:

dalaimet廿yabudal-nuγudariγunboluγad:

亘alaimet貸yabudal-imasiariγun.bo1γa7ad:

亘alaimetuyabuda1-isayiturarilγan廿iled廿ged:

dalaiII旧t廿yabuda1-iariγun-a茸iledan:

(b)

A/dalaimet廿2)ir廿ger-is).oγuγatateg茸sken壮iledsUgei::4)/1)

大 海 の よ うな 願 を 完 壁 に 円 満 し よ う と つ と め た い 。

1)R②2)Mong382me些 費3)Mong382irUgeri4)Mong,382,K731:

B

C

D

E

F

dalaimet茸irtiger.qutuγ 一idaγusqaju:

dalaimet且 .十1)ir廿gerqutuγ 一i2)daγusqaju3):

.亘alaimet廿ir廿gerqu㌻uγ 一isaY玉tμr...tegtiskejU:

亘alaimet茸ir苞ger-isayiturteg廿skelU:

dalaimetUir廿gel-ib茸rinteg雌sbo1γalnui .::.

1)MongO6.45qutuγ 一i2)PLBユ83qutu7.3)K1144.tegaske猫

(c)

Adalaimet廿1)burqan-nuγud-ta2)廿lemjitakil3)廿iledd茸ged4):

大 海 の よ う な 仏 に 対 し 一 層 供 養 を な して,

1)Mong382me圭 廿2)Iburqan-nuγud-un,Mong382burqan-nuγud-a

3)Rtakil-i4)R廿iled茸ged

Bdalaime前b切rqan-nuγud-tataki1廿iedUged:

CdalaimetUburqan-nuγud-ta1)taki1十2)廿iled茸ged3)十4)

D亘alaimet廿burqan-nuγud-ta伽ekertaki1茸iled費ged:

(101)



(d)

A

E

F

亘alaimet茸burqan-nuγud-turtaki1茸iled廿ged:

dalaimet廿burqan-a:bitakilsayitur茸Ued廿n:

1)PLB49burqan-nuγud-a2)PLB183 .tak量13)PLB49tiiled-

d茸ged4)PLB142を 除 ぎ:

dalaimet廿1)galab-ud-ta2)uyidqar.Ugegai-eyabusuγai::

大 海 の よ う な 劫 に お い て 倦 む ご.と な く行 じ た い 。

1)Mong382me主 茸.2)Igalab-ud-i,Mong3821galab-ud-a

●

B

C

D

E

F

「大 海 の よ うに 広 大 な 修行 を清 浄 に し,

もの だ 。大 海 の よ うに広 大 な 仏 に 供養 し,

こ とな く修 行 した い もの だ 。」

不 空訳 普 令行 海 威 清 浄 又 令願 海 威 円満

諸 仏海 会 威 供 養 普 賢 行 劫 無 疲 倦

41(a)

Abasaaliber1)γurban6aγ 一unilaγuγsad-un十2)

また 三 世 の諸 仏 の

1)Raliber,K731aliba2)他 は:

B

C

D

E

蛙alaimet廿galab-ud-turuyidqar廿geiyabμsuγa1::

dalaimetUgalab-ud-ta1)uyidqar廿geiyabusuγai::

=B::

亘alaimet廿galab-turuyidqar茸geiyabusuγai::

dalaimet廿galab-ud-turuyidqar廿geiyabumui::

1)PLB49galab-ud-a,PLB142galab-ud-un

大 海 の よ うに 広 大 な願 を 円 満 し た い

大 海 の よ うに 広 大 な 劫 に お い て 倦 む

alitereγuぼban～ …aγ一unila7uγsad-un:

alitereγurban/6aγ 一un/1)ilaγuγsad:2)

=B:

alinberγurban6aγ 一turiregsenilaγuγsad-un:
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Falibasaγurban6aγ 一turjalar(a)γ6iburqad-un:

1).K11446aγ 一tura6araγsan.2)PLB142..②

(b)

Abodi1)yabuda1-unir茸ger一 豊ni17al-rluγud2)十3):

菩 提 行 の 願 の 分 別 を,

1)K731bovadhi2)Rayimaγ 一nuγud3)Ibal

B

C

D

E

F

bovadhiy孕buda1-dakiirUger一 廿niγa1-nuγud.:

bodi1)yabuda1-dakiir農ger-nUgad一 茸n:2)ayimaγ 一a十3)

bovadhiyabuda1-dakiirUger一 茸n.丑 γa1〒nuγud-i:

bovadhi-yin4)yabuda1-un.ir茸ger一 廿ni1γa1-nuγud:

bodi-yhtulayabunb廿k茸iir廿ge1一 廿niγaトi:

1)K1144,PLB49bovadhi .2)PLB49,MongO6.45を 除 き の

3)K1144:4)PLB66bodi

(c)

Asayinyabuda1-un1)bodi6id-iyar2)burqanbolju:

普 賢 行 の 菩 提 心 に よ っ て 成 仏 し,

1)Mong382,K731yabuda1-iyar2)MQng382bodi,K:731bovadhi-

dur

B

C

D

E

F

sayinyabudal-iyarburqan-uqutuγ 白iolju:

=B:

sayinyabuda1-iyaryabunburqan-uqutuγ 一iolju:

sayinyabuda1-iyarbovadhi-durburqanbolju:

buyan{iilesUnyabudaLbarburibufqanboljubi:

(d)

Atedeb廿9廿de-yibiber1)qo6urli廿geiteg費skes茸gei::

そ れ ら 全 て を 私 は 余 す と こ ろ な く 円 満 し た い 。

1)他 はbiber
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B

C

D

E

F

「普 賢 行 に よ って 修 行 し悟 りを 開 き成 仏 して過 去,

の願 の 差 別 を 全 て 余 す と ころ な く私 は実 現.した い もの だ 。」

不 空 訳 所 有 三 世 諸 如.来 菩 提 行願 衆差 別

願 我 円満 悉 無 余 以普 賢 行 悟 菩 提

42(a)

Aqamuγilaγuγsad-unk6beg廿d-Unaqamadanu1)十2)

一 切 諸 仏 の息 子 の うち で 最 年 長 の

1)Mong.382inu,K73102)他 は:

B

C

D

E

F

tedeeleb廿9茸de-yiqo6urli廿geiteg{iskes廿gei::

tedeeleb廿9茸de-yibiqo6urli茸geiteg茸skes廿gei1)::2)

tedeb茸9且de-yibiqo6urli廿geiteg廿skes茸gei::

tereb廿k廿n-ibiberqo6urli廿geitegUskes廿gei:=

tedeger-iqo6urli茸geib廿rinteg廿sbolγ(a)mui::

1)PLB183teg茸skues廿bei(5z`)2)PLB49:

現 在,未 来 の 仏 の

qamuγiaγuγsad-unaqamadk6beg廿n:anu:

qamuγiaγuγsad-unaqamadk6beg廿nanu:1).

=C.:

qamuγilaγuγsad-unaqamadk6beg伽:

qamuγeleilaγuγsad-unk6beg{id一 茸naqamad:

1)PLB142,183②

(b)

Akel1一 廿ner-einusamantabadari1).kemegdeゆ 十2)

名1よ 普 賢 と言 わ れ る.も の

1)K731samantabadra2)他 は:

Bken一 茸ner-esamantabadr-akemegdek廿b廿ges髄:

Cken一 廿ner-e1)samantabadari1)kemegdek壮b廿ges茸:

Dken一 廿ner-esamantabadr-akemegdek廿b壮ges廿:
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E

F

ken一 廿ner-e2)inu/samantabadari/3)kemegdek廿:

ken一 廿ner-ek廿nt{isangbokemegdek廿b{iges茸:

1)K1144PLB49samantabadr-a,PLB183samanta`n(5ゴ の

badari2)PLB66nere3)PLB66samanta-badari

(c)

Ateremergen-1uγ 一a1)adaliyabuquyin2)tula.:

あ の 知 者 と 同 様 に 行 ず る た め,

1)K731nlergen-1廿ge2)MQng382yabuqui-yin,他 はyabuqu-yin

B

C

D

E

F

teremergen-1廿 奮eadaliyabuqu-yintulada:

teremerge瓜 昌luγ一a1)adaliyabuqu-yintulada:

=B:

teremergen-1茸geadaliyabuquyin2)tula

teremergen-1Ugesa6ayabun.aqu-yintulada:

1)K1144,PLB49,183mergen-1廿ge2)PLB66yabuqu-yin

(d)

Aedegerb茸9茸debuyan-nuγud-isayiturjorinir廿gemUi::

こ れ ら全 て の 福 徳 を た く み に 回 向 せ ん と願 う。

B

C

D

E

F

「一切諸仏の長子で名を

ての福徳を回向したいと思 う。」

不空訳 諸仏如来有長子 彼名号日普賢尊

(105)

edeelebuyan-nuγud-iyanma7adjorimuibi::

edeele十1)buyan-iyanmasida2)/irttgenjorimui/8)::

edebuyan-nuγud-iyanmaγadirUgenjorimui::.

edegerbuyanbUgttde-yisayiturjorimui::

eneqamu7buyad-iyanmasisayiturjorimu::

1)PLB183:2)
.PLB183を 除 い てmaγad3)K1144iorin

ロ ココ 　　ロ

1rugemu1

普 賢 とい う知 者 と同 じ修 行 をす るた め に,こ れ ら全



皆 以彼 慧 同妙 行 回 向 一 切諸 善 根

43(a)

Abey-e1)kelensedk丑2)berariγunboluγad:

身 体,言 葉,心 は清 浄 で あ って,

1)Mong382,Rbeyen2)K731②

㈲

A

B

C

D

E

F

ariγunbey-ekelenkigedsedkil-t廿boluγad:.

ariγunbey-ekelensedkil-t廿boluγad:

.bey二e.kelenkigedsedkilmasiariluγad:.

bey鴫kelensedki..ber..teyin.ariγuhboluγad..:

bey_ekelnsedkilinuoγoγataariγun.:.

yabuda1十1)ariγunbolju:2)/orodber/3)oγoγataariluナsε しn:

行 い も 清 浄 で あ り,刹 土 も 完 壁 に 清 浄 な,

1)他 はber2)他 は ②3)Rorod-tur

●

B

C

D

E

F

ar1γunyabudalkigedariγunyirtin6{iulus-tur:

ariγunyal)udalkigedariγunyirtin6茸ulus-tur1):

ariγunyabudalkigedyirtin6{i-yinoron-iariγaqui-a:

yabudalteyinariluγadoronoγoγataariγun:

yabudall)aoron-nuγudariuγsanb廿1茸ge:

1)K11440ron-dur

(c)

Asayinir荘ger-t廿1)boγdamergenyambar6ilanbUges茸:

良 き誓 願 を.も っ た 聖 な る 知 者 が ど の よ うで あ っ て も,

1)Rir廿ger-t廿r

BsayinirUger-t廿rmergenyambark廿k廿iber:

Csayinir廿ger-t廿1)boγda2)mergenyambarb廿k養iber:3)

Dsayinir廿ger-iyerariγui-amergenyambar6ilan
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Esayinir廿ger-t廿rmergellk6radali:

Fjoriqui-durmergentereyambaraγsanb茸ges廿:

1)K1144,MongO6.45irUger一 茸n2)K1144②3)PLB142 .o

(d)

Abiber1)teg廿n-luγ 一a2)adaliboltuγai::

私 も か れ と 同 じ で あ る が よ い 。

1)他 はbiber2)K731teg伽 一IUge

B

C

D

E

F

「身体,

願をもった聖なる知者,

不空訳

bibertegtin-10gek廿adalibolquboltuγai::

tegUnd茸r1)adali/biber/2)teg銭n-1茸ge3)adalibolquboltuγai::

biberteg廿n-1廿geadalibolquboltuγai::

teremet廿biberteg面 一1廿geadaliboltuγai::

biberbasateg廿n-1廿gesa6alaldunatuγai::

1)他 はtegUn-d廿r2)K1144,PLB49,MongO6.45biber3)PLB

142tegUn-d廿r

言 葉,心 が 清 浄 で,行 い も清 浄 で,刹 土 も ま た 清 浄 で あ り,良 き 誓

か の 普 賢.と 私 は 同 様 で あ る が よ い 。」

身 口意 業 願 清 浄 諸 行 清 浄 刹 土 浄

如 彼 智 慧 普 賢 名 願 我 於 今 尽 同 彼

44(a)

Aqamuγ 一a6asayinbuyan-iyanyabuquy量n1)tulada:

遍 く善 で あ る 福 徳 を 行 じ る た め

1)Mong382yabuqui-yin,他.はyabuqu-yin

●

 

B

C

D

E

F

qamuγ 一a6asaylnbuyan-i哉iledk廿 一yintulada:

qamuγ 一a6asayinbuyan-i逝1edk廿 一yin1)tulada:2)

=B:

qamUγ 一a6aSayinbUyan-iyanyabUqUyintUla:

qamuγ 一a6abuyansayin-iedlenaqui-yintulabi:
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1)K1144yabudal-un,MongO6.45廿iledk廿i-yin

2)MongO6.45の

㈲

A man∫usiri-yin1).ir芭geri2)Uileds廿gei3):

文 殊 師 利 の 誓 願 を 行 な い た い 。

1)K731ma五lu話ri-yin2)R,K731ir茸ger-i3)R

B

C

D

E

F

(c)A

未来 劫 が尽 き るま で も倦 む

1)他 はda7ustalaber2)Mong382の

B

C

D

E

F

廿iedt廿gei

manjuSri-yinirUgerqUtUγ 一ib萱t銭geS廿gei:

manlUSiri-yil11)ir丘gerqUtUγ 一ib茸t且geS廿gei2):3)

ma五IU§ri-yinir茸gerqUtuγ 一ib茸tUgeS慧gei:

mahコu6ri.y量nir員ger-iyeryabun廿iled貸ged:

ma五ju首iribodisadu-yink廿selm6riedlem廿i:

1)K1144,PLB49,142mahju誼 一yin,PLB183,MongO6.45

manjisiri-yin2)K1144yabusuγai3)MongO6.45:;

lregeedUigalab-uddaγustalaber1)uyidqar廿geg廿i-e2):

こ と な く,

qoyitusgalab-ud-turk{irteleqyidqar茸geg菰i-e=

=B:1)

iregeedUigalab-udb廿k廿n-d廿ruyidqar廿geg廿i-e:

iregeedUigalabb廿k{in-d{iruyidqar廿gegai-e

irigedaigalab-ud-tur廿1茸uyiddun

1)PLB142,183②

((D

AtegUn一 萱ailesi1)qo6urliUgeitegUskes廿geibi::

そ の 行 い を 余 す と こ ろ な く私 は 円満 し た い 。

1)R,K731茸iles-i

Bteg{in一 茸 茸丑es-iqo6urli廿geidaγusqasuγaibi::
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C

D

E

F

「遍 く善 で あ る福 徳 を修 行 す る た め

未 来 永 劫 に わ た って 倦 む こ とな く

もの だ 。」

不 空訳 普 賢行 願 普 端 厳 我 行 曼殊 室 利行

於 諸 未 来 劫 無 倦.一 切 円満 作 無 倦

45(a)

Ayabudal-nuγudber廿lil廿geiboluγadD:

修行 も無 量 とな って,

1)K731boltuγai

B

C

D

E

F

teg廿n廿1)茸ies-iqoこurli廿geida7usqasuγai::

漏B::

tegUn{i茸iles-i2)qo6urli雌geiteg且skes茸geibi::

teg廿n廿:.廿 丑es-ad-iqo6urli廿geibUrinteg苞sbolγamui:

1)PLB49,Mong.06.45を 除 ぎtegan一 廿2)PLB66廿ilesi

,文 殊 師 利 の 誓 願 を 修 行 し た い も の だ 。

,私 は そ の 修 行 を 余 す と こ ろ な く 円 満 し た い

yabuda1-un6inegeminu廿geiboluγad:

yabudal-nuγud/こinegenminu/1)哉geiboluγad:

yabudal-nuγudinukemjiyen{igeiboluγad=

yabudal-nuγudinllkemjiy-e渡geiboh1γad:

minunigenyabudal-udkemli1茸geiboltuγai:

1)K1144inukemjiy-e

(b)

Aerdem一 茸dber/6aγ1aluOl雌/1)bolquboltuγai::2)

功 徳 も 量 り知 れ ぬ よ うに な る が よ い 。

1)K731～ …aγ1asi茸gei2)他}ま::

Berdem-ad-iber6inanyadaquk{iboltuγai::

Cerdem一 茸d-iber/6idaquk茸/1)boltuγai:2)

Derdem-n廿gadberkemjiy-e廿geiboltuγai:

(109)



E

F

erdem-nuγud3)berke鋤iy-e.慧geiboltuγai:

erdem一 廿d6uke鋤ilbari1廿geibolunodtuγai:

1)K11446aγ1anbariqu廿gei2)MongO6145::3)PLB66

erdem-nUg廿d

(c)

A.6aナ 廿geiyabuda1-durorosiγad:

無 量 の 修 行 に 安 住 し て1

B

C

D

E

F

6aγ 廿geiyabudal-nuγud-iyaryabujubi:

6a7{igei/yabuda1-nuγud-iyaryabuju/1)ber:

6aγtigeiyabu(!a1-nu7ud-iyaryabujub廿rUn:

kemliy-eUgeiyabuda1-durorosijub廿r廿n:

kemjil廿geiyabudalbaerdem一 芭d-tUrorosin:

1)K1144yabudal一 照 γud-turorosibasu

(d)

Ateden一 廿qamuγqubi1γan-i1)medes茸geibi::

そ れ ら の 一 切 の 神 変 を 私 は 知 り た い 。

1)1,Rqubilγan-u

B

C

D

E

F

「私のおさめた修行 も福徳も

のはてに,

不空訳

=A:=

=A.::1)

tedegerqamuγaraqan-imedesUgeibi::

tedegerqamuγqubi1γan-iegerin.廿ileds茸gei::

tedege血qamuγele銭ile-yierimUi::

1)PLB142⑦,MongO6.45:,

量 り知 れ ぬ ほ ど に な る が よ い 。 量 り知 れ ぬ 修 行

そ れ ら の 神 変 一 切 を 私 は 知 り た い も の だ 。」

所 修 勝 行 無 能 量.所 有 功 徳 不 可 量

無 量 修 行 而 住 巳 尽 知 一 切 彼 神 通
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46(a)

Aoγtarγui-yin1)kijaγaranu2)ked茸 驚inegenbolbasu3):

虚 空 の 辺 際 は い か ほ ど で あ っ て も,

1)Roγtarγu-yin2)K731toroγ3)Mong.382,K731b廿gesa

B

C

D

E

F

oγtarγui-yinkijaγaranuked廿ibolbasuele:

oγtarγu-yinDkijaγaranukedUibolbassele:2)

=C:

oγtarγui-yinkijaγarkedUidnegenbolbasu:

kδkem6ngke-yinliq-aturuγked廿iaγsanb茸ges廿:

1)PLB1420γtarγui-yin2)PLB142,MongO6.45⑦

(b)

Aqo6urliUgeiamitan-ukijaγarberteg雌n6ilenk且1)bui:

無 余 の 衆 生 の 辺 際 も そ れ だ け で あ る 。

1)他 はtegUn～ …ilenk雌

B

C

D

E

F

qamuγalnitan-uqo乙urli廿geikijaγarbertegUn6ilenk韻bロi.:

qamuγamitan-ukilaγarberteg廿n6丑enkObui:

amitan-ukijaγarbertegUn6ilenk蔵bui:

qamuγamitan-ukilaγarberteg茸ndlenb廿ged:

amitan-uliq-aturuγteg廿n6ilenb廿1廿ge:

(c)

Ajayaγannisvanis-unkijaγarked茸i6inegenbolbasuD:

業,煩 悩 の 辺 際 が い か ほ ど で あ れ,

1)Mong382b茸ges廿

Bkilin6enisvahis-unkijaγarinuked廿ibolbasu:

Ckilin6e1)ni串vanis-unkijaγaranuked廿ibolbasu:

Dulinkigednisvanis-unkijaγaranukedUibolbasu:

Eulinkiged:nisvanis-unkijaγarked伍bolbasu:
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F茸ilekigednisvanis-unjiq-akedtiib廿ges茸:

1)K1144jayaγankiged

(d)

Amin・i・Uger一 員nki」aγaran・t・d燕ikUb・1tuγ ・i1)・ ・

私 の 誓 願 の 辺 際 は そ れ だ け あ る が よ い 。

1)K731bolai

・ ●

 

B

C

D

E

F

「虚空のはてがどれほどであれ

悩のはてがどれほどであれ,

不空訳

mlnuirtiger-Unkijaγarinuberkedttikttboltuγai::

min・i・tiger-ttn')ki」 ・r・ ・antibert・dUiktib・ltur・i:・

ロコ
mlnulrUger-ifnkiJaγaranutedttikttboltuγai::

minui・tiger-tinki」ara・be・tedtii6in・genhr)1turai::

minukttselmdrUn.liq-atedttibolunodtuγai::

1)PLB142irUgerUn

,無 余 の 衆 生 も 同 様 に は て し が な い 。 業,煩 .

私 の 誓 願 も 同 様 に は て し が な い 。」

乃 至 虚 空 得 究 寛.衆 生 無 余 究 寛 然

及 業 煩 悩 乃 至 尽 乃 至 我 願 亦 皆 尽

47(a)

Abasa1)aliber2)arbanj廿g一 廿nkijaγalal廿geiorod-taki3):4)

ま た あ ら ゆ る 十 方 の 無 辺 の 刹 土 に あ る,

1)R,K73102)Raliber,K731aliba3)Rorod-takiK7310rod-i

4)K731②

B

C

D

E

F

kedbakijaγalal荘geiarbanj荘9一 廿norod-i

kenbaki∫aγala1廿geiarbanj廿g一 廿nyirtinこ 廿s-iD.:2)

alimadkijaγala1.茸geiarbanj髄g一 澁norod-i:

alimadarbanj賛g一 甑kilaγala1茸geiorod-i:3)

kenberenearban猫9一 廿nkijar廿geiorod-i:

1)K11440rod-i2)PLB49,183,MongO6.45②.3)PLB66②
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(b)

A/erdeni6imeg一 廿d-iber2)qamuγ/1)ilaγuγsad-ta3)/erg廿gsenba/4):

宝 や 荘 厳 を も一 切 衆 仏 に さ さ げ た こ とや,

1)K731erdenis-iyerこimel廿2)R②3)Mong382ilaγuγsad-a

4)R,Mong382erg廿m廿i,K731ergUged

B

C

D

E

F

erdeni-ber～}imejUilaγuγsad-ta6ggUged:

erdeni-berdmej{iilaγuγsad-ta1)6gg廿ged:2)

erdeni-ber6ime}廿ilaγuγsad-aerg遣ged:

er4eni」ber6imel萱ilaγuγsad-turerg茸ged

erdeni-ber6imeglelailaγsad-turerg廿ged

1)PLB49ilaγuγsad-a2)PLB49②

(c)

Atngri一 ト1)k茸m丘n一 尊dgged茸jirγalang-ud-iber:

天 や 人 の 最 勝 の 安 楽 を ば,

1)他 はkiged

B

C

・D

E

F

=A:.

=A:1) .

=.A:

tngrik廿m茸n一 茸deged嚇irγalang-ud-iber:

k蔵m廿nkigedtngris一 且nerkimjirγa1-nuγud-i:

1)MongO6.45の

(d)

Aulus-un1)toγosun-u2)toγatan3)galab-ud-turerg廿gsen-e6e4)::

刹 土 の 塵 の 数 の 劫 に お い て さ さ げ た こ と か ら,

1)K7310rod-un2)1,.Morlg382toγosun3)Mong .382toγ 一a-tan

4)Rerg蔵gsen-iyer

Bulus-unbaramanus-untoγa-bargalab-ud-turδ99Ugsen-e6eber::
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C

D

E

F

「ま た あ らゆ る方 角 の は て しな い刹 土 に あ る財 宝,

た こ とや,

進 した こ とに よっ て」

不 空 訳 若 有 十 方 無 辺刹 以 宝 荘 厳 施 諸 仏

天 妙人 民 勝 安 楽 如 刹微 塵 劫 捨施

48(a)

Aken1)ir廿ger一 廿neneqaγan-isonosuγad:

誰 か 誓 願 の この 王 を 聴 聞 した もの が,

1)Rken一 廿

oo

B

C

D

E

F

ulus-un1)baramanus-un2)toγ 一a-bar3)galab-ud-tur6gg茸gsen-e6e

ber十4)

orod-unbaraman-utoγ 一a-bargalab-ud-turerg廿gsen-e6eber::

orod-untoγosun-uto7atangalab-turerg且gsen-e6e:

siroimet廿01angalabergUnaγsan-a6a6u::

1)K11440rod-un2)PLB142baramad-un3)MongO6.45

toγabar4)PLB49:,他 は::

荘 厳 を 一 切 衆 仏 に 寄 進 し

天 や 人 の 最 上 の 安 楽 を 刹 土 の 塵 の 数 に も等 し い 無 限 の 劫 に お い て 寄

kenterelr廿ger-aneneqaγan-lsonos6u:

ken十1)tereirUger-Oneneqaγan-isonos6u:2)

keneneir廿ger一 廿nqaγan-isonos6u:

kenbereneirager一 廿nqaγan-isonos6u:

kenbereneir廿ge1一 廿nqaγannom-unsohosこu:

1)K1144,MongO6.45ber2)K:1144,PLB142⑦

(b)

Adeged直bodi6id-ipdaγan2)芭lemjibisireged:

最 勝 の 菩 提 心 に し た が っ て 一 層 信 心 し て,

1)Mong382bodi-6id-i,K731bovadhi6id-i2)R,K731旦aγan

Bdeged廿bovadhiqutuγ 一i亘aγanbayasuntaγalaγad:
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(c)

A

C

D

E

F

deged廿qutuγ 一i1)da7・an2)bayasuntaγalaγad:3)

旦eged廿qutuγ 一i垂aγanbayasuntaγalaγad

bovadhi-yin4)亘eged鞭 一yigaγansayiturbisireged:

erkimbodi-yinqutuγ 一a6aoγoratabisiren:

1)MongO6.45qutuγ2).K:1144daγan3)K114404)PLB66

bodi-yin

nigen/ted廿iken/1).berbisire1-itδrδgUlbes廿 十2):

一 度 で も信 仰 心 を 生 じ る な ら ば
,

1)K731teduyiken2).K731ele

●

 

B

C

D

E

F

nlgen-dekin-ebers廿sUgt6r6gUlbes廿ele:

nigen-deken-e1)bersUs温gt6r6gUlbes廿ele:2)

nigen-tebers{isUgt6r6g廿lbesUele:

nigented{iyikenberstistigt6r6g廿1廿gseninu:

nige且 廿y-eted貴iken6usUs廿gtδrδnabasu:

1)MongO6.45dekin-e2)PLB49,14零 ⑦

(d)

Adeged廿buyan-uDerkinanueneboluyu::

最 勝 の 福 徳 の ぎ わ み は.こ れ で あ る 。

1)Ibuyan-i

Bsayinbuyan-u.deged茸inueheboluyu::

Csayinbuyan-udeged茸anueneboluyu::

D=B::

E亘eged廿buyan-Umanglaieneboluyu::

Fbuyaninueneb廿gederkimmanglaiboluyu::

「こ の 普 賢 行 願 讃 を聴 聞 し た も の が,最 勝 の 菩 提 心 に し た が い 一 層 信 心 し て,

一 度 で も信 仰 心 を 生 じ る な ら
,こ れ こ そ 最 勝 の 福 徳 の き わ み で あ る 。」

(115)



不 空 訳 若 人 於 此 勝 願 王 一 聞 能 生 勝 解 心

於 勝 菩提 生 渇 仰 獲 得 殊 勝 前 福 聚

49(a)

Akenene十1)sayinyabuda1-unirager-iyerir瀧gebesα:

誰 か こ の普 賢 行 の願 に よ っ て誓 願 す る な らば,

1)IirOger一{in

●

⑤

A

B

C

D

E

F

kedbaenesaylnyabudal-iyarqutuγ γuytlbasu:

kedbaenesayin ..十ヱ)yabudal-iyarqutuγ γuyubasu十2)

=B

kenbersayinyabudal-unir茸gereg茸niir雌gegsen:

kenberenebhadra6iri-yinirUgel-italbiγ6i

1)K1144,MongO6.45buyan-u,PLB183enen2)PLB142:

tereberqamuγmaγuijayaγan1).btigUdeyi2)teb6ikti琴)boluyu:

か れ こ そ 一 切 の 悪 趣 全 て.を 遠 離 す る も の と な る 。

1)K7311ayaγad2)他 は 焼9廿de-yi3)Mong382
,K731teb6ik面

●

 

B

C

D

E

F

tereqamuγrnaγuljayaγan-nuγud-itarqaγsanboluyu:

tere:1)qamuγmaγuijayaγan-nuγud-itarqaγaγsanboluyu:2)

te「e:
.qamuγmaγuijayaγan-nuγud-itarqa7sanboluyu:

teg荘berinumaγulayaγanb茸kUn-iteb6iged:

terek茸m茸nqamuγmaγulayaγan-iteb6ibet 、:

工)PLB49,183:以 外 は の2)MongO6.45::

(c)

Aterebermaγuin6k6r-iteb6ik廿i1)bolju2):

か れ こ そ 悪 い 友 を 遠 離 す る も の と な り,

1)Rteb6ikU2)K731boluyu

Bteremaγuin6k6r-iberteb6ik茸iboluγad:
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C

D

E

F

teremaγuinδkδr-i1)bergegegsenboluγad十2)

=C..:

teg廿bermaγun6k6r-iteb6埴b髄r廿n:

terek廿mUnmaγ 耳n6k6rteb6igsen6ubolumui:

1)PLB49iruge士 一i2)K1144,.MongO6.45:

(d)

A .abi(1aburqa耳 一11)十2)tereberl).6dter..十 ρ 茸1βk廿lbolμyu:..;..

阿 弥 陀 仏 を か れ こ そ す み や か に 見 る も の と な る ρ

1)K731burqan2)Rber3)Rtereber,K73ヱteg哉ni.bertere

4)K731:

B

C

D

E

F

「この普賢行願讃にしたがい誓願するも.のは一切悪趣の全.てを遠離し

を遠離し,

不空訳

tegtin-iyeramindau-aburqan-ibertere6dter{ijek廿boluyu::

teg茸n-iyer:1)abidaburqanワitere6dter廿jek廿boluyu::

abidaburqan-itere6dter茸jek慧boluyu::.

teg{iberarnindau-aburqan-itereberqurdur1-a{ijey廿::

a士nindau-aburqan二i6uteτeσdter茸jem茸i::

1)PLB49を 除 き ¢

,悪 友

阿 弥 陀 仏 を す み や か に 見 る こ と に な る 。」

彼 得 遠 離 諸 悪 趣 彼 皆 遠 離 諸 悪 友

速 疾 得 見 無 量 寿 唯 憶 普 賢 勝 行 願

50(a)

Atedegerollayi1)sayituroluγsadamuγulang-aamiduralu2):

か れ ら利 益.を た くみ に 得 た も の ら は,安 楽 に 暮 し,

1)他 は011a-yi.2)Ramidurayu

Btedegersayinoljaoluγadjirγalang-iyaramiduraju:

Ctedegersayin-ioljuoluγsanjirγalang-iyarayu1):

Dtedegersayin.01jaoluγsanj呈rγalang-iyar:amiduraju
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Etedegerolja-yimasioluγsan-usayinamidural:

Ftereolja-yinsayin-iolluamu7ulanglirγamui

ユ)MongO6.45aju

(b)

A

(c)

A

(d)

A

/eneber/1)jayaγan-dur/tede.ber/2)sayijiduyu:.:3)

こ の 世 に お い て か れ ら こ そ 向 上 す る 。

1)Ieneber-e,K731tedegerk廿mun一 廿ene2)R

B

C

D

E

F

,K731②3)他 は:

k茸m茸n-Ujayaγan-durtedesayiturirej廿:

eneber∫aya7an-durtedesayijiduyu:D

ene6ujayaγan-durtedesayijiduyu:

k廿mUn一 廿enenasun-durberedegersayiturirey蔵:

enenasundegere6uteresayiturirern苞i:

1)PLB142の

samantabadari1)tereber2)yambar3)b茸gsenbUges廿:

普 賢,彼 が い か よ う で あ っ た に せ よ,

1)Rsamantabari,K731samantabadr-a.2).R ,K731tereber

3)Ryambar6ilan

「

 

B

C

D

E

F

samantabadr-abovadhlsaduvayambarb費gsenb費ges己:

sa皿antabadari1)bodisdv2).yambafb茸gsenbuges茸:

samantabadr-abovadhisaduvayambar.met廿b赴ges廿:

samantabadaritereyambarmet茸b廿ges睦:

k廿(n)tusangbobodisaduyambaraγsanb廿ges廿:

1)K1144,PLB49samantabadr-a2)K1144 ,P:LB49bovadhi

saduva

tedegerber6ni1)蓮i丘 udanteyim廿k茸boluyu::
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か れ ら も遠 か ら ず そ の よ うに な る の で あ る 。.

1)Rδin-i

Btedeger6ni茸1廿udanteyim費kOboluyu::.

C=B::

D=B::

Etedeger6niuda1Ugeg茸i毛teg廿n6nenboluyu::

Ftereδniuda1茸geiteg{i皿6ienbolumui::

「か れ ら,利 益 を 得 た も の た ち は 安 楽 に 暮 し,こ の 世 に お い て 向 上 し,遠 か

らず し て あ の 普 賢 と 同 様 に.な る の で あ る 。」

不 空 訳 得 大 利 益 勝 寿 命 善 来 為 此 人 生 中

如 彼 普 賢 大 菩 薩 彼 人 不 久 当 獲 得

51(a)

Atabun}absar競geikilin己e-nuγud-i1):

五 無 間 の 罪 を

1)K731k且in6e-n廿g茸d

Btabunjabsartigeinig廿lkiin6e-nUgUd-i:

C=B:1)

D=B:

Etabunlabsar.Ugeik翌in6e-n{igUd-i.:

Fjabsar廿geitabunk廿nd廿kili(n)6et茸 廿iles-i:

1)PLB142,MongO6.45②

(b)

Akedber廿IU/mederlInungqaγ 一un/1)erkeber2)Uied廿gsed:

誰 で あ れ,知 ら ず に,無 知 の.た め に 犯 し た も の た ち

1)K731medek渡 一yin2)他 はerke-ber

Bkedbamungqaγ 一unsiltaγ 一a-bar茸iledbesUber:

Cked1)bermungqaγ 一unsiltaγabar2)廿iedbes茸ber:3)
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D

E

F

kedbamungqaγ 一unsilta7abar費iedbesUber:

kenber廿1{imedek芭 一yinerkebera丑ed萱gsed:

alik茸m茸nesemeden茸ileld廿gsenb廿ges慧:

1)K1144ken2)K1144,PLB142,Mong.06.45s鉦taγanber,

PLB49siltaγ 一a-bar5)MongO6.45の

(c)

Atedebersayinyabudal直un.eneir茸geriD茸9蔭lebes費:

か れ ら も普 賢 行 の こ.の願 を 語 る な.ら,...

1)他 はi面ge「 属i

B

C

D

E

F

terek廿mUnenesayinyabudal-iuribasu:

terekUm廿n1)enesayinyabuda1-iuribasu2).:3)

terek廿m廿nberenesayinyabudal-tu-yiuribasu:

terebersayinyabuda1-unir茸geleg哉h呈 茸g廿1ebesU:

terekam廿nir廿gel一 伽qan-iungsinabasu:

1)PLB142b茸man(5ゴ の2)K:1144,Mong.06,45廿g茸lebes竜

3)MongO6.45の

(d)

A6dterqo6urli廿geioγoγataarilquboluyu::

速 か に 余 す と こ ろ な く完 壁 に 清 浄 な も の と な る の で あ る 。

B

C

D

E

F

「無 知 ゆ

速 か に 余 す とこ ろ な く清 浄 と な るの で あ る。」

(120)

6dterb慧gedb茸gUdesayitufariluyu::

δdterb員gedb廿g茸deteyinb{igedar呈1uyu::1)

6dterbtigedoγoγataariluyu::

t廿rgen-eqo6urli茸geioγoγataariuyu::

qoこurli荘geib銭rit廿rgenariγudquboluyu::

1)PLB142②

え に 五 無 聞 の 罪 を 犯 し た も の た ち も こ の 普 賢 行 願 讃 を 請 す る な ら,



不 空訳 所 作 罪 業五 無 間 由 無智 慧 而所 作

彼 請 普 賢 行 願 時 速 疾 消 減 得 無 余

52(a)

Abelgebiligkigedbey-e1)aldar2)ba:

般 若 智 と相 好,名 声 や

1)Mong382beyen一 茸2)K731belges

B

C

D

E

F

belgebilig-t1nbey-ebildarbelgeskiged:

belgebiigbndarbelgeskiged:1)

belgebiigbabeyモb∬darbelgeskiged:

belgebUig-1茸ged茸rstikigedlagきan-nuγudba:

belgebiig-n廿g廿d-1廿ged廿rs廿kigedlagsaba:

1)PLB183の

(b)

Aijaγurkigedsayi準6hgge-luγ 一a1)teg廿1der2)boluyu::3)

種 姓 と良 き容 色 が 完 壁 に そ な わ る も の と な る の で あ る.。

1)K7316ngge-1廿ge2).Mong382tegUlder-i鋤 他 は:

B

C

D

E

F

ijaγur-tukigedsayin廿jesk{ileng-t萱boluyu:

ijaγurkigedsayin廿jeskUleng-t廿1)teg廿sboluyu:

ijaγurkiged6ngge塒eskUlentegUskUboluyu:

ijaγurkigedobuγ 一nuγud-1uγ 一ategtiskUboluγad:.

ijuur4uγ 一a6ngge-n廿gUdtegas-iyerboluyu

1)PLB142銭jesk茸1engt廿

(c)

Asimnus1)kiged:2)01anterstid3)tegttn-i4)iflti6idayu:

悪 鬼 や 多 くの 敵 は 彼 に か な わ な い の で あ る。

1)Mong382simlus2)他 はe3)他 はters-ifd4)Iteglin-e,R

　
tegUn1
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B

C

D

E

F

simnuskigedolanters一 員dteg廿ni茸1廿6idayu:

silnnuskigedolanters-Udteg廿n-i1)茸1aこidayu:2)

=B:

simnuskigedolanters一 茸dberteg伽i廿1廿6idayu:

ola頁ter一 廿dsimnus-ud-turtere廿IUdeyildey茸:

1)MongO6.45teg茸ni2)PLB142②

(d)

Aγurbanyirtin6荘b廿g廿dede1)bertakiγdaqu2).boluyu::

三 界 の 全 て に お い て も供 養 され る も の と な る の で あ る 。

1)他 はb廿g廿de」de2)K731takiγdaqui

B

C

D

E

F

「般若智,

三界の全てにおいて供養されるのである。」

不空訳 智慧容色及相好 族生品類得成就

於魔外道得難擢 当於三界得供養

53(a)

γurbanyirtin～5廿qotala-dabertakiγdaquboluγad::

γurbanyirtin6廿 一d廿rqotala-dabertakiγdaquboluγad::1)

γurbanyirtin6廿 一dUrqotaladabertakiγdaquboluγad::

γurbanyirtin6廿 一dekinqotalabertakiquboluyu::

b茸k茸 γurbanyirtin6茸detakiγdaquboluyu::

1)PLB142,183: .,K1144,MongO6.45の.

相 好,名 声,..種 姓,容 色 が 完 備 し,悪 鬼 や 多 く の 敵 もか な わ ず,

A十1)bodi2)modun-udergedetereber6dter.oduyu3):

菩 提 樹 の 下 に か れ こ そ 速 か に お も む くの で あ る。

1)K731erket廿2)K731bovadhi3)Mong3820dduyu

Bbovadhimodun-udergedek廿tere6dteroduyu:

C6dteroduyu十1)erket茸bodi2)modun-udergede:3)

Derket茸bovadhimodun-udergedek茸qurdun-aoduyu:
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Eerket廿bovadhimodun-udergedeterequrdun-aoduyu:

Fbodimodu-yinqan-utendetere6dteroduyu:

1)K1144,PLB183::,PLB142,MongO6.45:2)K1144,PLB

49bovadhi3)PLB49を 除 き ②

(b)

Aoduγadamitan-u.tusa-yintuladatendesa7un:

お も む い て 衆 生 の 利 益 の た め そ こ に 坐 し,

B

C

D

E

F

od6uamitan-utusa-yintulatendesaγuju:

oduγad十1)amitan-utusa-yintulatendesaγuju:2)

嵩C:

oduγadamltan-utusayintulatendesaγ 両u:

amitan-utusa-yintulateretendesaγulu:

1)K1144,PLB142,183:2)PLB142,183の

(c)

Abodi6id-iyarburqanbollu十1)nom-unkUrd廿n-isayituror6iγuluγad:

菩 提 心 に よ っ て 成 仏 し 法 輪 を た くみ に 転 じ て,

D

B

C

D

E

F

R:

toγuluγsanburqanbolju:k茸rd廿n-isayituror6iγulju:

奴)γuluγsanburqanbollu十1)nom-mkUrd廿n-isayituror6iγu1-un2):

toγuluγsanburqanboljunom」unk廿rd廿n-isayiturorこiγulun:

bovadhi-dur3)burqanbolunkurd廿n-isayiturerkegti1廿ged4):

bodiolunburqanbollunom-unkUrd廿nomlayu:

1)PLB142,183,MongO6.45:2)PLB183,MongO6.450r6iγulun

3)PLB66bodirdur4)PLB66erkig廿1廿ged:

(d)

Asimnus-un1)ayimaγseltebUg廿deyi2)nolnoγadqayu::

悪 鬼 の 群 を 一 挙 に 全 て 調 伏 す る の で あ る 。
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1)Rsimnus-a6a2)他 はb茸9廿de-yi

B

C

D

E

F

「か れ は 菩提 樹 の下 に速 か に お もむ ぎ

菩 提 心 に よ って成 仏 し,

の で あ る。」

不 空 訳 速 疾 往 詣 菩 提樹 到 彼 坐 己利 有 情

覚 悟 菩 提 転 法 輪 擢 伏 魔 羅 及 従 営

54(a)

Abasakenbaenesayinyabudal-unirUgeri1)

ま た誰 で あれ こ の普 賢 行 の願 を,

1)他 はirUger-i2)R,Mong382:

●

B

C

D

E

F

simnus-un6irigselteb廿gUde-yinomoγadqayu::

simnus-un6erigDselteb昼gade-yinomoγadqayu::2)

=C::

simnus-unayimaγ 一luγ一aselteb茸g廿de-yinomoγadqayu::

simuγayimaγselte-ber-inomoγadqandaruyu::

1)PLB183を 除 き6irig2)Mongo6.45:

,そ こ で 衆 生 の 利 益 の た め に 坐 し て,

法 輪 を 転 じ説 法 し て,悪 鬼 の 群 を 一 挙 に 全 て 調 伏 す る

十2)

kenbaenesayinyabuda1-tuirUger-1:

kenDbaenesayinyabuda1-tu2)irUgegsenir廿ger-i:3)

kenbersayinyabuda1-unir賛gereg廿n-i:

kenbersayinyabuda1-unirugeleg茸ni:

alibasaeneerkinir廿gel一 廿nqaγan-i:

1)PLB142ked2)PLB142yabudaltu3)K1144,

MongO6.45の

PLB49,

(b)

Abaribasubaungsibasubanekebes廿:

受 持 し,唱 え,開 示 す る な ら,

Bbaribasubanomlabasubadakiuribasu1)a:
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C

D

E

F

baribasub吊 十 三)nomlabasuba十1)uribasuba2):.

baribasubanomlabasubadakiuribasuber:

bariqukiged茸jegUlkUbuyuuriγ6i:

bariquba廿 」員9競1k直ungsiqui-barbolba6u.:

1)MongO6.45:2)K1144ber

1

,(c)

Ateg廿n一 廿Da6i廿r℃ 一yianu2)burqank廿medey員:

か れ の 果 報 を ば 仏 も知 る の で あ る 。

1)Rtegan茸2)K731inu

B

C

D

E

F

teg廿n一 茸tusaa6iinuburqank茸medem廿ij-e:

tegUn一 廿1)a6itusainuburqank茸medem琶i2)」 一e:3)

teg廿n廿a6itusa-yiinuburqanbermedem廿ij-e:

.teg伽 茸teyinbolbasura1-iburqanbernayiladumuil-e:

tere廿ie-yinbolbari-yiburqanbaγsiayiadqu:

1)PLB49,183teg廿n廿2)PLB142medek茸i3)PLB142の

(d)

Adegeda1)qutuγ 一iolqui-durqoyarsedki12)廿1廿bariγdaqubuyu:.:

最 勝 の 悟 り を 得 る こ と に 疑 心 を 抱 い て は な ら な.い の で あ る 。

D

B

C

D

E

F

「ま た仏 は こ の

る。 最 勝 菩 提 を得 る こ とに疑 心 を抱 い て は な らな い。」

(125)

Mong382皇eged廿2)1②

degedUbovadhiqutuγ 一iolqui-durqoyarsedkilbuu廿iledd{igt茸n:

deged廿qutuγ 一iolqui-durbuuDl){igedsaγaradqun::2)

deged廿bovadhiqutuγ 一iolqui-durqoyarsedkilbuu廿iedgt茸n::

亘eged茸 一dUrsedg3)韻1U茸iledk廿n::

bodiqutuγdeged章 一dUrse6ig雌1茸 廿iedk茸n::

1)PLIB1421)ui2)MongO6.45:3)PLB66sesig

普 賢 行 願 讃 を 受 持 し講 唱 し開 示 す る も の の 果 報 を 知 る の で あ



不 空 訳 若 有 持 此 普 賢 願 読 調 受 持 及.演説.

得 如 来 具 知 果 報 得 勝 菩 提 勿 生 疑

55(a)

A十1)manlusiri2)yambar/biigt廿4)boluγad5)baγaturbolbasu/3):

文 殊 師 利 に どれ ほ ど智 慧 が あ り,勇 者 で あ っ た と して も,

1)K731baγatur2)K731mahju5ri3)K731met茸nayiladuγsan

4)他 はbilig-t廿45)Rboluiγad

B

C

D

E

F

ma煮jusriyambarb且ig-t廿boluγadbaγaturbolbasu

manlusiri1)yalnbarbiig-t廿boluγad十2)baγaturbolbasu:3)

Inafiju6rlyambarbilig-t廿boluγadbaγaturbolbasu:

ma煮ju6ribaγaturberyambarmetUayiladuγsankiged:

manjusiribaturyambarayiaduγsanb廿gesU:

1)K1144,PLB.49ma負juSri,PLB14211ia五jusri,PLB183,

MongO6.45manjusiri2)MongO6.45:3)PLB142の

(b)

Asamantabadari1)/tereberteg廿n6ilenkUbuyu:/2)

普 賢,か れ も 同 様 な の で あ る 。

1)K731samantabadr-a2)Itereber

B

C

D

E

F

teresamantabadr-aberteg"n6ilenk廿buyu:

teresamantabadaril)bertegUn6ilenk茸buyu:

teresamantabadr-abertegtin6nenk哉buyu:

teresamantabadariberteg廿nこilenbuyu:

k廿nt廿sangboterebasateg廿nこienb廿1茸ge:

1)K1144,PLB49samantabadr-a

(c)

A/teden-iber/1)daγan2)suru16ajubi:

か れ ら に こ そ 私 は 随 い 学 び,
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1)1②2)R,K731璽aγan

.B

C

D

E

F

teden-i璽aγanbibersurul6aqu-yin.tulada:

teden-i1)berdaγan2)surul6aqu-yintuladabi:3)

tedeb廿kar1-i旦aγanbibersurul6aqu-yintulada:

tedegerb廿kUn-ibi正)er旦aγansurul6aqui-yintula:

tedeelebUg{ideyidaγansurqt1-yintulabi:

1)MongO6.45tedeni2)K.1144旦aγan3)PLB142⑦

(d)

Aedegerbuyan-nuγud-isayiturjorinir茸gem廿i::1)

こ れ ら の 福 徳 を た くみ に 回 向 せ ん も の と 願 う。

D

B

C

D

E

F

「文殊師利がいかほど智慧があり勇猛であっても,

私はかれ らに随い学んで,

不空訳

R:

ede .elebuyan-nuγud-iyansayiturjorimuibi::

edeelebuyan・nuγud-iyar1)sayiturlorimu2)::3)

edebuyan-nuγud-iyansayiturlorimu::

edegerbuyanb廿gUde-yisayiturjorimui::

eneqamuγbuyad-yin(5ゴ のmasisayiturlorimu::

1)PLB142,183buyan-nuγud-iyan'2)PLB183.urimu

3)MongO6.45:

あ の 普 賢 も 同 様 で あ る 。

これ ら の 福 徳 一 切 を 回 向 す る 。」

如 妙 吉 祥 勇 猛 智 亦 如 普 賢 如 是 智

我 当 修 学 於 彼 .時 一 切 善 根 悉 回 向

56(a)

Aγurban/6aγ 一un/Dqamuγilaγuγsadb廿gadeger:

三 世 の 一 切 諸 仏 全 て が,

1)K:731～5aγ 一turiregsen

Bγurban6aγ 一tura6iraγsanqamuγilaγuγsadbUgUdeger:
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㈲

A

C

D

E

F

γurban6aγ 一unqarnuγilaγuγsadb菰g廿deger:

γurban6aγ 一turiregsenqamuγilaγuγsadb廿gUdeger:

γurban6aγ 一turiregsenqamuγilaγuγsadber:

γurban6aγ 一turjalar(a)γ6iilaγu7sadb茸g茸de:

alimadirUger-iDdegedU2)kemen/maγtaγsanbttgestt/3):

あ ら ゆ る 誓 願 を 最 勝 と讃 え た の な ら,

1)Iirttger-e2)Mong382◎6ged廿3)K731sayisiyaγdaγsan

　
tegUn-1yer

●

 

B

C

D

E

F

=A.

=A:

=A

ir茸geralin-i旦eged廿Dkemensayisiyaγsanteg芭ber:

ahjorilmanglaikemensayisiyaγsanteg廿ber:

1)PLB66degedti

(c)

Aminuede1)elebuyan-u2)茸nd茸s茸n-i3)ber十4)

私 の こ れ ら の 善 根 を も

1)Ied,K731edeger2)Rbuyan3)1茸nd茸s廿n4)K731:

B

C

D

E

F

=A:

=A:1)

minuedegerbuyan-u廿nd最s遣n-iber:

minuedegerbuyan-u廿ndUs廿nbUkUn-iber:

minuene茸iled廿gsen{ind雌s茸tUbuyad-i:

1)PLB142,MongO6.45の

(d)

Asayinyabudal-untuladasayiturlorinir廿gem廿i::
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普賢行のためた くみに回向する。

B

C

D

E

F

「過去,

善根をも,

不空訳

sayinyabudal-untuladajorinir廿9em茸i::

=B:1)

=B::

sayinyabllda1-untulasayiturjorisuγai::

bodisadu-yinyabuda1-untulamasilorimu::

1)他 は 全 て::

現 在,未 来 の 一 切 諸 仏 の 全 て が 最 勝 と讃 え た 誓 願 を,

普 賢 行 の た め に 回 向 す る 。」

一 切 三 世 諸 如 来 以 此 回 向 殊 勝 願

我 皆 一 切 諸 善 根 悉 以 回 向 普 賢 行

私のこれらの

57(a)

Aminu廿k廿kaiさaγboluγsan-dur-i:

私 の 死 ぬ 時 と な っ た 際 に は,

B

C

D

E

F

kejiy・eeこ 茸lk面6aγminuboluγsan-dur:

kejiy℃e6{idk童i1)6aγminuboluγsan-dur-i2):

ke∫iy-ee6廿dk廿i6aγminuboluγsan-dur:

keliy・ ・en696ik菰i6aγminubolqui-dur:

kej(i)yebi6nggerek廿i6aγ 一tur-iyank廿rbes廿:

1)K1144,MongO6.45nδg6ikUi2)MongO6.45boluγsan-dur

(b)

.

Aq・m騨 γ9・m一 廿d-iq・ ・inb・ ・ab・ ・a・ilγ・」u1)・

一 切 の 罪 障 を 再 び ま た 清 浄 と し
,

1)Iarilγayu

Bqamuγt廿idd廿gdgem-Ud-iγadaγsiari1γaγad:

Cqamuγgem-it廿id廿gsen-iyen1)γadaγ 串iari1γaju十2)

D冨B:
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(c)

A

㈹

A

E

F

qamu7tuidker-nuγud3)γadaγsiariluγad:

qamuγelet廿idker-iyenγadaγsidaari1γan:

1)PLB49t逝ddagsen2)PLB183を 除 き:

3)PLB66.tUidker-nUg{id

/ilete2)abidaburqan-i/1)tijeged十3)

眼 前 に 阿 弥 陀 仏 を 見 て

1)K731abidaburqanteg廿n-iiedte2)Mong382iledte

3)R,Mong382:

o

B

C

D

E

F

iledteb廿gedtereamindau-aburqan-1荘jej銭:

ilete1)b茸gedtereabidaburqan-i荘jejU:2)

二C .::

amindau-aburqan-itereilete登5el廿b廿r廿n.:

amindau-aitegel-iilerkei-e廿je漁:

1)K1144,PLB49iledte2)PLB142②

s廿keveti-yin1)ulus-t{1r2)sayiturodこu3)::4)

極 楽 の 国 土 に た くみ に お も む き,

1)K731sukavati-yin2)K7310ron-dur3)K7310dsuγai4)R:

●

Bsukavati-yin.oron-durmaγadodquboltuγal::

Cs養keveti-yinDulus-tur2)maγadodquboltuγai::

D=B::

Es廿keveti-yin3)t6reoron-dursayiturodquboltuγai::

Fsukavati-yintereγajarmaγad-iyarodtt1γai:

1)K1144sukavati-yin,PLB142s銭keveti2)K11440ron-dur

3)PLB66sukavati

「私 の 臨 終 の 際 に は 一 切 の 罪 障 を 再 び 清 浄 と し,眼 前 に 阿 弥 陀 仏 を 見 な が ら,
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極 楽界 へ とお もむ き」

不 空 訳 当於 臨 終 捨 寿 時 一 切.業障 皆 得 転

親 観 得 見 無 量 寿 速 往彼 到 極 楽界

58(a)

A.tendeoduγadedegerirUger-nuγud1)ber:

そ こへ お もむ い て これ らの誓 願 を も,

1)K731irUger-n菰gUd

(b)
.
A

B

C

D

E

F

tendek廿rこtiedegerir廿gerjoriγ 一nuγud-iber:

tende1)ktir6U.edegerirUger.joriγ 一nuγud-iber:2)

tendek廿r6廿edegerjoriγ 一nuγud」iber:

tendeod6uedegerir茸ge1-iber:

tendeod6ueneqamuγir廿gelibasak廿:

1).PLB49tede2)PLB.142,MongO6.45の

qo6urli廿geib廿9廿deilete1)bolqu2)boltuγai::3)

余 す と こ ろ な く全 て が 眼 前 に あ る こ と に な る が よ い 。

1)Mong382,K731iledte2)Mong38201qu3)他 は

B

C

D

E

F

:

bUg廿deqo6urli茸geiiledtebolquboltuγai::

・qamuγ 一aqo6urli廿gei十1).iledte2)bolγaquboltuγai:3)

qamuγ 一aqo6urli茸geiiletebolquboltuγai:

bUgUde-yiqoこurli廿geiiletebo1γaquboltuγai:

bUg且deyiqo6urli廿geii1(e)dkekUbolt{1γai::.

1)MongO6.45:2)PLB142,183,MongO6.45ilete3)K1144,

PLB183,MongO6.45::,PLB142⑦

(c)

Ateden-iqo6urli茸geioγoγatadUg廿rgejUbi:

そ れ ら を 余 す と こ ろ な く完 壁 に 私 は 成 就 し,
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(d)

A

B

C

D

E

F

teden-iqoこurli践geiteyinbUgedd廿gUrgejUbi:

teden-i1)/teyinbtiged-tUr/2)d苞gUrgejUbi3):

=B:

tedeger-iqoこurli慧geibiberoγoγatad廿9廿rgejU:

teden-ibiqo6urli琶geioγoγatadUg廿rgen:

1)K1144tedeger-i,PLB142,183teden一 茸2)K1144qo6urli

茸geibibero70γata3)K1144の

yirtinこ 廿kejiy-eatalaamitan-a1)tus-a2)面ledstigei::

世 界 が 存 在 す る 限 り衆 生 に 益 を 施 し た い 。

1)Iamitan-i,Mong382amitan-u2)他 はItusa

■

B

C

D

E

F

「極 楽 界 へ お もむ い て,

私 は そ れ ら を 余 す と こ ろ な く成 就 し,

の だ 。」

不 空 訳 得 到 於 彼 此 勝 願 悉 皆 現 前 得 具 足

我 当 円 満 皆 無 余 衆 生 利 益 於 世 間

59(a)

Ailaγuγsad-un1)sayinbayasqulang-tuter-e2)manda13)k荘riyen-dUr4):

仏 の 美 し く喜 ば し い あ の 衆 会 に お い て,

1)Mong382ilaγu7sadun2)他}まtere3)K:731mapすa1

4)RkUriy-e-d廿r,Mong382,K731k廿riyen-d廿r-i
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ylrtin6Ukejiy-eatalaamitan-utusa-yi廿ileds茸gei::

yirtin6廿 一d廿rked廿iamitan-a1)tusa-yi茸ileds茸gei十2)::

yirtin6廿kejiy-eatalaamitan-uttlsa-yitiiledsUgei::

鷲D::

amitan-iedlenbitan-utusakit廿gei::

1)K1144,PLB142,MongO6.45amitan-u2)K1144bi

こ れ ら の 誓 願 が 余 す と こ ろ な く眼 前 に あ る が よ い 。

世 間 が あ る 限 り衆 生 に 利 益 を 施 した い も



B

C

D

E

F

bayasqulang-tutereilaγuγsan-uulus-unmapすal-dur:

bayasqulang-tutereilaγuγsad-unulus-tur-iD:2)

ilaγuγsan.usayinmaロdalbayasqulang-tutereoron-dur:

ilaγuγsan-umandalsayinbayasqulang-tuteg最n-d近r:

ilaγsan-umandalsayinbabayasqulangteg廿n-e=

1)K11440ron-dur-i,MongO6.45ulus-tur2)MongO6 .45⑦

(b)

Amasi茸Jesk茸1eng-t茸deged琶:1)hnqu-a-daさa2〕t6r6」 茸:

き わ め て 美 し い 最 勝 の 蓮 華 か ら生 ま れ,

1)他 は ⑦2)K7311ingqu-a-da～5a

(c)

A

B

C

D

E

F

丘jesk廿1eng-t廿sayinlingqu-a-a6at6rδ 舞b廿r-Un:

廿jesk賛1eng-tUsayinlinqu-a-da6a1)t6rδjtibUr一 銭n2):3)

蔵了esk〔ileng」t茸sayinlingqu-a-da～lat6rδ 」{ib{ir茸n:

masi荘jesk廿1eng-t廿 Ωeged廿lingqu-a-a6atδrδged:

masierkim銭lesk廿1engbadma-a6at6r6ged:

1)PLB183を 除 き4ingqu-a2)MongO6.45b批Un3)PLB142の

/翌aγuγsanabidaaba/わburqan-a6ailete2):3).

大 覚 た る 阿 弥 陀 仏 の 眼 前 で,

1)M・ng382il・ γuγ・an・mid・ ・一a,K731・mind・u-a2)M・ng3合2 ,

K731iledte3)Mong382,K731②

o

 

B

C

D

E

F

ammdau-aburqan-a6ailedteb茸ged:

abidaburqan-a6ailete1)b員ged十2)

ilaγuγsanabidabu士qan-iileteb{iged:

ilaγuγsanamindau-aburqan-uilete:

ilaγuγsanamindau-a-yinem茸ne・e6ebi

1)K1144,PLB49iledte2)K1144:
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b茸ged:



(d)

Avivangkirid-i1)/biber/2)tendeolquboltuγai::

授 記 を 私 は そ こ で 得 る も の と な る が よ い 。

1)Ryivangrid-i,Mong382viyakirid-i2)Ibi,K731berbi

B

C

D

E

F

vivangkirid-ibertende.olquminuboltuγai::

viyangkirid-i1)tendeb廿gedolquminuboltuγai::

vivangkirid-ibibertendebtigedolquboltuγai::

=A:

vivangkirid6gdek廿i-yitendeolquboltuγai:.:.

1)PLB142,183yivakirid-i,他 はvivangkirid-i

「私 は 極 楽 の 諸 仏 の美 し く喜 ば しい 衆 会 にお い て 美 し く最 勝 の蓮 華 か ら誕 生

し,大 覚 た る阿 弥 陀 仏 の眼 前 で授 記 を さず か る が よい 。」

不 空訳 於 彼 仏 会甚 端 厳 生 於殊 勝 蓮 華 中

於 彼 獲 得 受記 別 親 対 無 量 光 如 来

60(a)

A.tendeDbiber2!vivarlgkirid-i3)sayiturbljubUrUn4):

そ こで私 は 授 記 を た くみ に 得 た の ち に,

1)Itede2)他 はbiber2)Ryivangrid-i,Mong382vlyakirid-i

3)K731b茸r-tin

B

C

D

E

F

tendebibervivangkirid-isayituroljub廿r-Un:

viyangkirid-i1)bersayituroljub廿r一 廿n2):

tedevivangkiridbibersayituroljub廿r廿n:

tendevivangkirid-ibibersayituroljub廿r廿n:

tendebibervivangkird6gdek廿i-yioluγad:

1)PLB142,183viyakirid-i,他 はvivangkirid-i2)PLB49,142,

MongO6.45b茸r茸n

(b)
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Ajaγunk61ti十1)qubi1γad-iyar:

百 倶 砥 の 化 身 を 通 じ て,

1)他.は01an

B

C

D

E

F

01anjaγurlk61tiridiqubi17an-nuγud-iyar:

/biolan/Djaγunk61tiridiqubilγan-nuγud-iyar:2)

01anjaγunkovaltiqubi1γan-nuγud-iyar:

01anjaγunkovaltitQγatanqubi1γan-iyar:

01anjaγunkolti.bolunqubiuγsanbeyeber:

1)MongO6.4502)K1144の

(c)

Aoyun-ukU6Un-iyerarbanj茸9-ad-t茸rber:

智 慧 の 力 に よ り十 方 に お い て も,

B

C

D

E

F

oyun-ukU6茸n-iyerarbanjtig一 員d-t廿r

=A:1)

篇A:

=A:

minuoyin-uk驚 廿n-iyer.b茸kUarbanj廿g一 廿d-t廿r:

i)PLB49,142②

(d)

Aqamuγamitan-adantusayi1)茸ileds巷gei::

一 切 衆 生 に 多 大 の 利 益 を 施 し た い 。

1)R,K:731tusa-yi

Bqamuγamitan-uolantusa-yi廿 量1edsUgeibi

Cqamuγamitan-aolantusa-yi茸ileds廿geibi

D=B::

E=B::

Fqamuγeleamitan-aolantusakit廿gei::
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1)MongO6.45:

「私 は そ こ で授 記 を得 た の ち に,百 倶 腫 に も及 ぶ 無 数 の化 身 に身 を変 じ,智

慧 の力 に よ っ て十 方 に おい て一 切 衆 生 に 多 大 の利 益 を 施 した い もの だ 。」

不 空 訳 於 彼 獲 得 受 記 己 変 化 倶 腿 無 量:種

広 作 有 情 諸 利 楽 十 方 世 界 以 慧 力

61(a)

Asayinyabudal-unir廿geri1)irUgegsen-iyer:

普 賢 行 の願 を誓 願 した こ とに よ り,

1)R,K:731ir眞ger-i

(b)

A

B

C

D

E

F

sayinyabuda1-tuir廿gerjoriγ 一iungsiγsan騨u:

sayinyabuda1-tuir銭ger-ijorinir廿9egsen:1)

=C:

sayinyabuda1-unir直ger-iungsi7san-u:

masisayin-uyabuda1-tuir廿gelitalbilu:

1)PLB49を 除 き ②

minualiber1)66Uken2)quriyaγsanbuyan:

私 の 何 に せ よ い さ さ か な が ら積 ん だ 功 徳,

1)R,K731aliber2)他 は δ6廿9廿ken

o

 

B

C

D

E

F

mmuked廿yikenquriyaγ 合anterebuyan-iyar:

minuted廿yiken1)quriyaγsanterebuyan-iyar:

=B:

buyanδ6ukented{iibiberked茸iquriyaγsan:

66Ug廿kenbuyanked廿iquriyaγsanteg廿ber:

1)PLB183ked廿iken

(c)

AtegUn-iyeramitar1-uir廿gek廿1)buyan-nuγud:
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それ に よ って衆 生 の誓 願 す る福 徳 が,

1)他 はirUger

㈹

A

B

C

D

E

F

amitan一 妹irUgerloriγ 一unqamuγbuyananu:

amitan。UiragerjOri7-unqamuγbuyarlinu:1)

=B:

teg壮beramitan-ubuyanir廿ge1-nuγud2):

am1tan-uirUgelbabuyan-nuγudbUgUde:

1)PLB142,1832)PLB66ir岐ge1-n澄g費d

nigengsan-durb廿gedbUg廿de1)btir耳dk廿2)boltuγai::

一 刹 那 に お い て 全 て 成 就 す る こ と に な る が よ い
。

1)1,Mong382②2)Ib廿rUnk廿,

●

 

B

C

D

E

F

「普 賢 行 願 讃 を誓 願 した こ とを通 じて,

り,衆 生 の誓 願 す る福 徳 が 一 刹 那 に実 現 す る が よい 。」

不 空 訳 若 人 諦 持 普 賢 願 所 有 善 根 而 積 集

以 一 刹 那 得 如 願 以 此 群 生 獲 勝 願

62(a).

Asayinyabudal-unirUger-iirugegsen-iyer:

普 賢行 の願 を誓 願 した こ とに よ って,

Baliteresayinyabudal-tueneirUger一 廿n:

Caliteresayinyabuda1-tueneirtiger-iir茸gebes茸:
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nlgengきan-durb{igedb茸t茸kUboltuγai::

nigengsan-dur1)bUgedb茸9廿de2)b農ttik廿boltuγai::3)

nigeng忌an-durbUgedb廿gtidebat貸k菰boltuγai::

nigengきan-iyarb茸gtidよyiolquboltuγai::

nigennigeag首am-iyarb廿rineyilenodtuγai::

1)PLB49,MongO6.45g首an-dur2)K1144⑦3)PLB142:

さ さ や か な が ら私 の 積 ん だ 福 徳 に よ



D

E

F

aliteresayinyauda1-tueneir茸ger-iir廿gegsen:

sayinyabudal-unirUge1-iir茸gegsen℃ こe十1)

masisay呈n-uyabuda1-tuir茸gelber.コori7ad

1)PLB66:

(b)

Aalikijaγalal茸geideged廿buyan-ioluγsanteg茸n.iyer1):2)

あ ら ゆ る 無 辺 の 最 勝 の 功 徳 を 得 た か れ に よ り,

1)Ro,Mong382teg廿s-iyer.2)R,.Mong3820.

B

C

D

E

F

kijaγalalUgeialiteredeged廿buyan-iyar:

kijaγalal廿gei.aliteredeged廿buyan-iyar1):2)

=C:

kijaγalal{igeioluγsanalit(}re旦eged茸buyan-iyar:

oldaγsan-ualiterekijar廿geibuya(斗ber:

1).K1144buya準 一ioluγsan-iyar2)MongO6.45②

(c)

Ajobalang-unm6renrebaγdaγdaγsan1)qmitan+2)

苦 の 大 河 に 溺 れ た 衆 生 が,

1)Rbaγdaγsan.2)..他 は:

B
.

C

D

E

F

jobalang-uロyekeusun-abaγdaγsanamitan:

jobalang-unyekeusun-a.baγdaγdaγsan1).amitan:

jobalang-unyekeusun-a6ibり 廿gsenamitan-nuγud:

jobalang-unm6ren-e6ib廿gsenamitan-nuγud:

jobalang-tumδrenγou1-dur6ib廿k且naγ6iamitan:

1)K1144baγdaγsan,PLB72band3γdaγsan

(d)

Aabidaburqan-u/oron-isayitur/1)01quboltuγai::

阿 弥 陀 仏 の 境 界 を た くみ に 得 る も の と な る が よ い 。
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1)K731sayinoron-i

Babidaburqan-uoronγajar-iolquboltuγai.:

C=B::

D=B.::

E=A::

F三1aγuγsanamindau-a-yinoronlnaγadoltuγai::

「普 賢 行 願 讃 を 誓 願 し た こ と を 通 じ て 果 し な い 最 勝 の 福 徳 を 得 た も の に よ っ

て,苦 の 大 海 に 溺 れ た 衆 生 は 阿 弥 陀 仏 の 界 を 得 る が よ い 。」.

不 空 訳 我 獲 得 此 普 賢 願 殊 勝 無 量 福 徳 聚

所 有 群 生 溺 悪 習 皆 往 無 量 光 仏 宮.

結 語

(a)

Airuger一 廿nqaγaneneberdeged廿 一yinerkin十1)

願 の 王,こ れ は 最 勝 の ぎ わ み に し て

1)他 は:

Berkindeged廿edeir尚gerjoriγ 一unqaγan:

C=B:

Derkindeged廿edeiruger-Unqaγan:

Eir廿ger-anqa7anedeger旦egedU-yin.erkin:

Ferkim-eこeerkimeneir廿ger一 廿nqaγan6u:

(b)

Akijaγala1廿geiqamuγamitan-u1)tusa-yi伍led廿9d:

無 辺 の 一 切 衆 生 の 利 益 を 施 す も の で あ り,

1)Ramitan-a

Bkilaγala1廿geiqamuγamitan-atusaboluγad:

C=B:

D=B:
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E±B:

Fkijar茸geiamitan-atusalaquboluγad:

(c)

Asamantabadari-yin1)6imegsen/t6r廿b廿t茸ged/2):

普 賢 の 荘 厳 した 中 心 が 成 就 し て,

1)K731samantabadr-a-yin2)IterebUged,Rtδr廿 一e,K731γoul

yosun-ib廿t廿 」雌

B

C

D

E

F

samantabadr-a-daこimegdegsenγoulb茸t茸 」費:

/samantabadari-da/1)6imegdegsenγoulbtit可 廿:2)

samantabadr-a-da6imegdegsenγoulbUt蔵1茸:

samantabadari-bar6imegsenγoulbUtuj茸:

k茸nt廿sangbo-yindmeglegsenγou1-ud-iyarb茸t廿ja::

1)K1144samantabadr-a-da,PLB49samantabadr-a-da,

PLB142samantabadara2)K1144の

(d)

Aγurbanma7uijayaγan-u廿nd蔵sUn1)qo6urli茸geiqoγosun琴)boltuγai::3)

三 悪 趣 の 根 が 余 す と こ ろ な く空 し くな る が よ い 。

1)R茸nd廿s廿n一 廿,K731廿ndUs廿n-i2)K731qoγosuraγulqu3)R:::::

B

C

D

E

F

A/qutuγ 一tusayinyabuda1-unir荘ger廿n2)qaγanteg廿sbei3)十

maγuijayaγan-uγajarorodqotalaqoγosUnbolquboltuγai:::

rnaγuijayaγan-uγajaroron1)qotala2)qoγosunbolquboltu7ai::3)

・=B:::::

maγujayaγan-u廿nd茸s廿n-nuγud4)qo6urli荘geiqo70sudaqu

boltuγai:=:::

maγuduγsanoron-nuγudqoγosun-ak廿rt慧gei:::

1)K1144,PLB142,1830rod2)PLB142,183qotola3)PLB

142,183:::::4)PLB66茸nd廿s廿n-n廿g茸d

4):::::/1)
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「聖 普 賢 行 の 願 の 王 」 が 終 っ た 。

1)R②2)Mong382,K731irUger-Un3)Mong382teg廿sbe

4)K731::ma環ghala卑

Bqutuγ 一tusayinyabudal-tuirUger-Unjoriγ 一unqaγanneret茸

sudurtegasbe:::::

Cqutuγ 一tusayinyabuda1-tuir廿gerjoriγ 一un1)qaγanteg廿sbe/:::::

mangghalam:::::/2)

D

E

qutuγ 一tusayinyabudal-tuir廿ger一{inqaγanteg茸sbe:::::

=D::=::

Fqutuγ 一主usayinyabudal-tuir廿gel一 廿nqanteg廿sbe:::

1)Mo耳gO6.4510riγun2)K1144,PLB142,183:::::,

PLB49::malpghaala単::,MongO6.45::

注

1.

(b)sayibaroduγsan「 良 く行 っ た 〔者 〕」=Skt.sugata,「 善 逝;修 伽 陀 」,仏 の 異 名。 獅

子 は 獣 王 で,仏 は人 の 王 で あ る か ら,獅 子 に 喩 え られ る。 中 村pp.543～4を 参 照 。

Ea6ara・ は 「連 れ て 来 る」,Fjalara・ は 「進 む,い ら っ し ゃる」,な お こ の形 式 はFで

は 常 に1の 下 に 余 分 のalephを 一 本 と もな って いる 。 こ の体 系 的な 「誤 刻」 の意 味 す る

と ころ は不 明で ある 。burqanbaγsi-narは 「仏 〔で ある 〕 師 匠 た ち」。

(c)Ft㎝deは 誤 刻 か。

(b)Fs廿s廿1一 は 「信 仰 す る,敬 う」 。

2.

(a)sayinyabuda1「 良 き行 い」=Skt.bhadracarya,「 普 賢行 」,中 村PP.1179～80を 参 照 。

なおFは 一 貫 して これ をbodisadu「 菩薩 」 と訳 出 して い る。

(b)ilaγuγsad「 勝 利 した(者 た ち)」=Skt.jina,「 大 覚;脅 那」 な ど,仏 の異 名 。Filedke・

は 「明 らか にす る」。

(c)Ftoγ ・ak丘rk掘 は 「数 に 達 す る」。

ulus,oron(sg.)～orod(pl.)1ま い ず れ もSkt.k§etra,Tib.zhingに あた る 。 これ らは ま

たdhatu,bh亘mi等 に 相当 す る場 合 もあ り,多 くは 意 味 の 差 が な い。

3.

(a)梵 文 はjina,蔵 文 はrduiを 各 々二 度 く り返 して い うの に,石 浜 の みtoγos㎜ が 一 度
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しか使 用 さ れ て い な い のは 不 自然 。 ただ し,第28類 に お いて 全 く同 じ表現 が用 い られ て

い る が,そ こで も石 浜 のみtoγosunが 一 度 しか 使用 され て お らず,あ るい は 特 定 の方 針

に基 くもの で あ る 可能 性 も ある 。

(b)bodisdv,bodisaduva等 全 てSkt.bodhisattva,「 菩 薩 」,中 村PP.1219～20を 参 照。

な おbodisdvは ウ イグ ル 語 を経 由 した形 式 。

(c)nom-un6inar「 法 の法 来 的 な 性 質 」=Skt.dhamlata,「 法 性」 ま たはdhamla・d骸tu,「 法

界 」。Et6bは 「中心 」。 中 村p.1249,pp.1252～3を 参 照 。

(d)Aの みd廿g廿r・genと 使 役 接 尾 辞 に 非 分離 副 動 詞 語 尾 が 接 続 して,』 あ た か も後 続 す る

動 詞 の補 文 を 導 くか の よ う な機 能 を 果 して い る が,こ れ は 古 典期 蒙古 文 語 で は ま れ な用

法 で あ る。

4.

(a)dalai・mγudは(d)のsayibaroduγsadと 同 格 。 申村P.260を 参 照 。sayisiya・ は 「ほ め

る」。Bの みsayisiya・ γul・と 使 役接 尾辞 を と もな い,Fを 除 き他 は全 て(Aは 語 幹 を異

にす る が)受 動 接 尾 辞 ・γda・を と もな うこ と が注 目 され る 。 小 沢1984,pp.264～6を 参 照。

(b)茸yes,ayimaγ,kesigと もこ こ で はSkt.ahga,Tib.yan・lag「 部 分,四 肢 」 に 相 当 す る。

訳 文 は な お検 討 の余 地 が あ る 。

(c)A～Eのsay{turは 文 意 とは 本 質 的 な 関 わ りを もつ もの で は な く,Tib.rnam-par,

nye-bar,rab(・tu),yongs・su,yong-tan,nges・par等 に 相 当 し,梵 語 の接 頭 辞vi・,upa一,

pari一,nir・ 等 の訳 語 に あ て られ る もの 。 同種 の もの と して,maγad「 確 か に」,oγoγata

「完 全 に」,masi「 多 い に 」,tey童n(b廿ged)「 そ の よ う に」 等 が あ る。

(d)F廿ges・iyerは 「言 葉 に よ って 」

5.

(a)erike「 飾 りもの 」=Skt.mala,「 華 曼 」,Fのerkeは 誤 刻 か。

(b)6inggilja・ ～6anggilja・ と も 「(金属 性 の)音 を出 す 」,s廿r6i一 は 「ふ りか け る」,Fの

sU鵡lgeは 名 詞 形,Fのkδgjimは 「楽 器,音 楽 」。 石 浜 の みsik廿r・eと 与 ・位 格 形 で

ある の は不 自然,・iの 誤 記 と見 る。B～D冒 頭 のsonosqumetUに 相 当 す る 語 句 は梵 文,

蔵 文 の いず れ に もな い 。 こ の 句 の解 釈 も難 解 で あ る が,「 普 曜 経 』 にお け る 類似 の表 現

sonosqumet廿sayiqandaγun・iyarに 対 す るPoPPe1967の 訳 はwithbeautifulsounds

pleasanttotheear(同p.21)で あ る。 な お 検 討 した い。

6.

(a)A,Ctakil「 供物 」 に対 しB,D～Fはdebe1,qub6id～qub6ad「 衣 服 」 と 際 立 っ

た対 照 を示 して い る 。梵 文vastra,蔵 文na・bzahは いず れ も 「衣 服」 の意 。debelの 異形

degelは 蒙 古 文 字 で 表 記 す れ ばtakilと よ く似 た形 に な るか ら,degelの 誤 りと も考 え ら れ

る が,一 律 にtakiIと な って い る の は不 可 解 。 旧 訳各 本 の成 立 事 情 の一 端 を物 語 る もの か。

(b)sUmir,s観mber～sUmb廿rと もSkt.s皿en1に 遡 る 。s廿mirは ウイ グル 語 経 由 の後 二者

は そ の 蒙吉 語 内部 に お け る発 展 形 式 で あ る 。A～Dの6am(b)uljaγu(1)i,Eδ ㎎g6melの

一般 的 な形 式 は 各 々jambuljaγui
,6nggeimel特 に 前者 に 関 して は検 討す べ き点 が あ る 。
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(c)nayiraγuLは 「調 合 す る」,jokiyaquは 「創 造 す る」,nayiraγuluγsan,jokiyaγsanと も

梵 文vyoha,蔵 文bkod-pa「 荘 厳 」 に 相 当 す る 。 中村pp。717～8を 参 照 。B,Dこimeg

は 「飾 り」。E,Filangγui・aは 「特別 に」,Ferkimは 「最 上 の(も の)」。

(b)K1144tendeは 誤 刻 か 。

7.

(a)tengsel茸gei』 は 「無 類 の 」,deger-e罎geiは 「無 上 の 」。 な お,ali,ali...teden-i,alimad

_tedeger,aIi_tedeger等 に 限 らず,疑 問 詞 と 指 示 代 名 詞 か ら成 る この 種 の表 現 法 は,

梵 語 の 関 係 節表 現yat_tat,あ る いは チ ベ ッ ト語 に お け る こ れ に対 す る 翻 訳 語法yang_

deに 相 当 す る もの で,特 に 仏 典 類 で は頻 繁 に使 用 さ れ る が,お そ ら くは 蒙古 語 本 来 の も

の で は な く,一 種 の翻 訳 語 法 と考 え られ る 。 疑 問 詞 は全 く形 式 的 な もの で,疑 問 詞 と し

て の意 味,機 能 を果 さな い 場合 が 多 い。 こ こで は一 応,不 自然 な が ら不 定 代 名 詞 化 した

もの と 見 な して,あ え て 忠実 に訳 出 した。 以後 の諸 例 も同 じ。

(b)k茸s㎝ 茸 「望 む 」 の補 文 の 動 詞 語尾 の差 に 注 意 。3㈹ を参 照 。

(d)Fm6rgUI・iyerは 「礼 拝 を 以 って」。

8.

〈a)F7urbanqour・aは 「三 悪 」。

(c)Eは 「罪 過 を私 が 犯 した あ ら ゆる もの を」。

(d)C,Dari1γanδ6im茸i「 浄 め よ うと して 語 る 」。

9.

(b>bradikabud=Skt.pratiyekabuddha「 縁 覚;辟 支 仏 」,surqun「 学 ぶ(べ き)者 た ち 」=

Skt誘aik$a「 有 学 」,い ず れ も修 行 者 と して は ま だ 未 熟 の 境 地 。 茸1廿surqun「 学 ぱ ざ る

者 た ち」=Skt.a6aik§a「 無学 」,も は や 学 ぶ べ き も のを 残 して い な い境 地,阿 羅 漢 も し

くは 仏 の こ と,申 村p.1317を 参 照 。

(c)amitan「 生 命 あ る者 た ち」=Skt.sattva「 衆 生,有 情 」,中 村P.631を 参 照 。buyan

「福 徳」=Skt.pupya,中 村pp.1187～8を 参 照 。ali等 は7(a)を 参 照 。Fは 「一 切衆 生

の福 徳 が い か よ うで あれ 」。

(d)bayasu(1こa)ndaγaqu「 喜 び(合 って)し た が う」,daγanbayasu(16a)n「 した が って喜

(び 合)う 」=Skt.anum(対ana,「 随 喜 」,中 村P.808を 参 照 。Bn6k66ekUは 「親 しむ」。

10.

(a)yirtin6廿=Skt,Ioka(・dhatu),sarga等,「 世 間,世 界 」。 中 村p.816を 参 照 。Fでjula

に 相 当す る の は(c)のgeyig鷲1廿g6i「 照 らす もの 」。aliba等 は7(a)を 参 照。

(b)b(》di,bovadhi=Skt.bodi,「 菩 提 」,中 村PP.1221～2を 参 照 。jerge「 順 序」は通 例Skt.

krama,「 次 第」,中 村p.538を 参 照 。 た だ し,蔵 文 に はjergeberに 対 応す る形 式rim・

parが あ る が,梵 文 に は な い。taこiyangγui貸gei「 欲 がな い こと」=Skt.asa血gha「 無 著」,

中 村p.1327を 参 照 。E,Ftorqu(i)は 「妨 げ」。

(c)itege1「 救 い手 」=Skt.natha「 救 世 尊 」,仏 の異 名,中 村PP.271～2を 参 照。
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(d)「 法 輪 」 と は 「真 実 の 教 え」 の 意,中 村p.1239を 参 照 。 こ れ を転 ず ると は 「説法 す

る」 の 意,中 村P.990を 参 照 。Eerkig廿lk廿iも 「転 じる」。duradqu「 願 う」;Skt.

ad醇e§aロa「 勧 請」,中 村P.192を 参 照 。duradqaquは 「念 じる」。Eは 「無 類 の 法輪 を

念 じて乞 う」。

11,

(a)石 浜tende・dUrはtendeが す で に 「そ こ に」 の意 味 で あ り、 格 語 尾 は 接 続 し 得 な い

形 式 で あ る か ら,誤 写 と見 る 。nirvan;Skt.nirvana「 浬 葉 」,中 村P.1076を 参 照 。

taγalaquは 「お望 み に なる 」。Ujeg廿ls廿geiは 「教 示 した い と」。A～Dでk茸segこid

teden・eと 数 の 一 致 が 観 察 され る。 またBkUseg乙inの 一96inは 行 為者 形 動 詞 複 数 形 の 古

形 。aliber等 は7(a)を 参 照 。

(b)石 浜 はamitan・iと 対 格 語 尾 を と る が不 自 然,誤 写 と見 る 。Famitan・itusa互adは 「衆

生 を 益 して 」 の 意,tusaladは 正 し くはtusalaγadと あ るべ き も の,ま たjirγ(a)γulqu

(alephを 一 個 欠 くの は 誤 刻)は 「幸 福 に す る 」。Cbolγaqu,Dbolquは 各 々 「あ ら しめ

る」 「ある」,Bbolur心nで は,古 典 期 蒙 古 文語 で は 化 石 化 した表 現 の み で 用 い られ る

準 備 副動 詞 ・runが 観 察 で き る。

(c>galab;Skt.kalpa「 劫 」,中 村P,392を 参 照 。B,Cgalab・turkUrteleは 「劫 に至 る

まで 」,Fは 「塵 の数 に 及ぶ 劫 に至 る ま で と ど まれ 」。

(d)Fqabsurquは 「(手 を)合 わ す 」。

12.

(a)C9愚anti～gsanti=Skt.k§anti「 忍 辱 」。9首anti6こi・ と い う表 現 は未 詳 。Ftakilergun

naman6ilaluiledUnは 「供 養 を さ さ げ 繊海 を行 い」。

(c)Aは そ れ 以 外 の も の と大 き く構 成 を異 に して い る 。 例 え ばBは 「私 の,い さ さ か で は

あ れ,福 徳 を積 ん だ こ と を」。

(d)bodi6id=Skt.bodhicitta「 菩 提 心、」,中 村pp.1222～3を 参 照 。B～F,梵 文,蔵 文 と

も全 て 「菩 提」。 同様 の現 象 が37(b)に も見 られ る 。irUgek芭 は 「祈 る,祝 福 す る 」,joriqu

は 「め ざ す 」,Skt.parinamana(「 回 向」,中 村p.97を 参 照)の 訳 語 と して は後 者 が通 例 。

と りあえ ず この二 語 につ いて 総 訳 はB～Fの 形 式 に 基 い た 。

13.

(b)ali等 は7(a)を 参 照 。B～DedUgeは 「現 在 」。Fboturaiは 誤 刻 。

(c)Cirek鰻 こaγ・unは 「来 る(べ き)時 の」。E,Fmasit荘rgen-eは 「き わめ て速 く」。

(d)B,Dsedkigsen・iyerdUgUr甜 は 「思 い がか な って」,E,Fsanalはsedki1と 同 じ,

FgUi6e・ は 「充 足 す る 」。jerge「 順 序 」;Skt.krama,「 次 第 」,中 村P・538を 参 照 。

K731boluγ6inの ・γごinに 注 意,11(a)を 参 照 。K11446gedeboltuγaiは 「向 上 す る が

よい 」。Fのburqanbolunk菰rt聰eiは 「仏 に(な って)至 る が よい 」。

14.

(a)ali等 は7(a)を 参 照 。 石 浜 はbaを 欠 くが 誤 記 と 見 る。Fは 「は るか か の 十 方 の あ ら ゆ

る刹 土全 て は 」。

(c)AerketUbodimodun,B～Fb(xiimodun・uqaγan,bodimodu・yinqan「 菩 提 樹 の王 」,
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い ず れ も菩 提 樹 を 樹 中 の 王 と見 たて た 表 現,申 村p.176を 参 照 。Fは 「菩 提 樹 の 王 の

(い る)そ こへ い ら っ し ゃ った 諸 仏 や」。

⑥ こ こ でのilaγuγsad・廿nk6beg加 は 「菩 薩 」 の 通 名,中 村P,1192を 参 照 。

15.

(b)B～Dnasu(n)且rgaljiは 「常 に 」,Faburidaは 「い つ も」,emgegは 「慢 性 疾 患」。

jirγ(a)1a㎎ ・tuはalephを 一 本 欠 く。

(c)石 浜 のみ 励gUdeber,他 はamitan・u「 衆 生 の 」,Feleは 強調 の小 詞,総 訳 は 仮 りに

amitan-uに 基 く。udqa「 意 味」=Skt.artha,「 義」,中 村P.218を 参 照 。 石 浜,Mo㎎

382の み ・1uγ・aと 共 同 格 語 尾 を もつ が,こ れ に対 応す る もの は 蔵 文で はniで,こ れ は通

常inu,anuと 訳 され る 形 式 で あ る。

(d)B,Cjokistuは 「ふ さ わ しい」,k廿selは 「願 い」。Fneyilelこiku「 一 致 す る」,ege・

relkUは 未 詳 で ある が,あ るい はegere・ 「求 め る 」 の派 生 形 式 か 。bUt廿gegsegeratuγai

は 「実 現 させ る が よ い」。(c)(d)の訳 文 は な お検 討 の余 地 が あ る。

16.

(b)Aのt昼rUlの うち 前 者 は梵 文gati,蔵 文hgro・ba,「 趣 」(中 村p.635を 参 照),後

者 は各'々jati,skye-ba「 生 」(中 村pp.705～6)に 相 当 す る もの。Fyabuqui「 行 くこ と」

はgatiの 原 義 に 基 くも の。hgro・baは 「衆 生 」 を 意 味す る こ と もあ りEamitanは これ

に基 くも の か。20(b)を 参 照。

(c)PLB142廿kOdはUk貸gedと あ るべ き も の。K731・d廿r・iに 注 意 。

(d)toyin「 道 入 」,(ger・te6egen)maγadγarqu「(己 が 家 か ら)出 る 者 」=Skt.pravrajaka,

「出 家」,申 村p.671を 参 照 。 ・te6egenは 先 古 典 期蒙 古 文 語 特 有 の奪 格語 尾 。

17.

(a)Fjorimaγlajuは 「す す んで,あ え て」。

(b)Cteyiken,teyinkenはteyinの 強 調形 。

(c)saγsabad,saγ 首abadな どはSkt.合iksapadaに 由 来 す る もの,意 味 は 広 くSkt.ξila,

「戒 」 に あた る。 中 村pp.162～3を 参 照 。Faldalは 「喪 失 」。

(d)B,D,E田Ubaγuranは 「衰 え ず に」,F董mebdenは 「壊 さず に 」, .Fyabuγsaγar

atuγaiは 「修 行 しつ づ け る がよ い 。」

18.

(a)ya9§a,yagsa等=Skt.yak撃a「 夜 叉」,中 村p.1373を 参 照 。 こid姉dは6idk廿r「 悪魔 」

の 複 数 形 。(c)のgluusはTib.klu「 竜 」 に よ る もの か 。

㈲ ㎞nbandis=Skt.kumbha廻a,「 鳩 葉 茶」,申 村p.272を 参 照 。 こ れ は ウ イグ ル 語経

由の 形 式 で,Fk廿mbe(n)disは よ り蒙古 語 化 した もの 。Fb廿ri-yinは 「各'々の 」。

(c)E,Fdaγunは 「声 」。 旧 訳 に のみb廿gsenが 出 現 す る こ と に注 意 。

(d)廿jeg測 ・～ 廿」茸g茸1・は 「教 示す る」。

19.

(a)K731amurlinは 「安 ん じて 」,amurli㎎ γuiboluγad,amurliγadも 同 義,nomoγaduγad
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は 「(心 を)鎮 め て」。石 浜 のmaγadは 特 異 とい え る 。baramid=Skt.paramita,「 波 羅

蜜 」,中 村pp.1092～3を 参 照 。

(b)F6uに 注 意 。 これ は 古典 期 に な って は じめ て登 場 す る 形 式 。Fmartal以 下 は 「忘

却 な くあ るが よ い」。

(c)ali,等 は11(a)を 参 照 。B～DnigUIkilin6eは 「罪 過 」,tUidker「 さ ま た け」=Skt.

avarana,「 障(凝)」 。 中 村P.729を 参 照。tUid・,t廿idkerle・ はそ の 動 詞形 。B～Eは

「罪過,障 凝 とな った もの ら」 の 意 。 梵 文,蔵 文 にて らす 限 りは こち らの 方 が 正確 と い

え る が,総 訳 は あ え てAに 基 い た 。

(d)Far三 γudunodtuγa三 「清 ま って い くが よ い」。

20.

(a)A～Dのjayaγanは 通 常 「(六)趣 」(中 村p.635を 参 照),「(六)道 」(中 村p.1013)

に相 当 す る もの 。梵 文karma,蔵 文las(「 業 」 中村p.406を 参 照)の 訳 語 と して はE,

Fの 蓑ileが 通 例 。nisvanis=Skt.kle6a,「 煩 悩 」,中 村P,1273を 参 照 。simnu「 悪 魔 」

は ソグ ド語 に遡 る形 式 で,Skt.mara,「 魔」 に 相 当 す る 。 中村pp.ユ280(・1を 参 照 。 な

おnと1が 交 替 したMong382の 形 式 は きわ め て珍 しい も の。 ま たnisvanisとsimnu

の 関係 はA,B,Dの よ うに 限 定 一 非 限 定 の 関係 とC,E,Fの よ うに 並 列 の 関係 と に解 釈

が 分 かれ て い る 。

(b)tonil一 「救 わ れ る」=Skt.mok$a「 解 脱 」 中 村PP.308～9を 参 照 。amitanが 解釈 しに

くい と こ ろで あ る 。amitanは 蔵 文bgro・baに 相 当 し,後 者 はsemscanと と もに 「衆 生 」

を 意味 す る もの で は あ るが,こ こ で は む しろそ の 本 来 の 意 味 「行 」 「道 」で 使 わ れて い る

の で は な いか と考 え られ る。 な お 検 討 した い。16(b)を 参 照 。

(c)yambar(metU),yambar6iIanは 関 係 詞 の 翻訳 語 法 。badma,1i㎎qu・aと も 「蓮 華」,前

者 はSkt.padma,後 者 は 漢 語 「蓮 華 」 に 遡 る もの 。Btoγta・ は 「落 ち着 く」。Fyosuγar

は 「応 じて」。

(d)E曲rberは 「妨 げ 」。Fは 「太 陽 と月 が 空 か けて 進 むよ うに行 く」。

21.

(a)Cは 「無 尽 の 国土 の 広 さが い か な る も ので あ って も」,Fは 「あ らゆ る 国 土 と あ らゆ

る 方角 にお い て 」。 な お 一lus-aは 一luγ・aの 誤 刻。

(b)maγuijayaγan=Skt.apaya,「 悪 趣,悪 道 」,中 村P.20を 参 照 。

22.

(a>Ferkimは 「至 上 の 」。

(b)jokildunoro・=Skt.sar如ya,「 随 順 」,中 村P.810を 参 照 。Cadalioroγadは 「同 様

に入 って 」。C～Fyabudalは 「行為 」。

(d)Cqamuγ 一a6aは 「普 く」 。R,K731,BR廿rteleは 「至 る まで 」。Far貸g〔 痴iは

irUged撮 の 誤 刻 。

23.

(a)ken,aliは11(a)を 参 照 。
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(d)石 浜 の みadaliを もつ が,nigedkenと 意 味 が重 複 し,か え って 解 しが たい 。 誤記 と見

る 。Cqamtuは 「と もに 」。

24.

(a)石 浜 のkUrgeg6iは 「及 ぼす もの 」,sedkigこiと の関 係 か ら,誤 記 と見 る 。ali(n)は11

(a)を参 照 。Fは 「私 に益 す る こと を望 む師 匠 たち 」。

(d)石 浜tendebiは 「そ こ で私 が」。 この 句 の意 味 す る と こ ろはBの よ うに 「い つ も か れ

ら の心 を 失 望 さ せ ま い」 で ある か ら,石 浜 は意 味 が 通 じな い。 本 来 ある は ず のsedkilの

修 飾 語 が 脱 落 した も の か。sedkil4の 後 のbiは 誤 記 と 見 た 。K731は 非 分 離 副動 詞 形 で

文 が 中断 した形 に な って お り不 自然 。 総訳 はCに 基 く。

25.

(a)itegebSkt.natha,「 救 世 」,仏 の 異 名,中 村pp.271～2を 参 照 。

(b)梵 文,蔵 文 を 含 め他 は全 て 見 る 主体 が 「私 」 に な って い る。 総 訳 は これ ら に した が う。

E,Filerkei・eは 「明 白に」。

(c)FUlUuyid(a)n(alephを 一 本 欠 く)は 「倦 ま ず」。

26.

(a)bari・ 「つ か む 」=Skt.dharayati,「 受 持 」,中 村P.638を 参 照 。

(b)Aの み 他 と は表 現 を異 にす る 。 例 え ばCは 「菩 提 行 を い よい よ 修 行 す る こ とに よ っ

.て 」,Bは 「菩 提行 を 四方 に 輝 か せ て」 な ど。

(c)Fは 「福 徳行 を また 大 いに 清 浄 とす る こ とを 」。

27.

(a)or6iqu,ui6raqu=Skt.sa卑sara,「 輪 廻,流 転 」,申 村p.1431を 参 照 。sansarは この

音 写 で ウ イグル 語 経 由の 形 式 。Fは 「一 切 の生 を得 る度 毎 の 輪 廻 に お いて 私 は 」。 石 浜

写 本 の ・dur・iに注 意。

(b)bilig=Skt.j飴na「 智,般 若(智)」,中 村P、950,1115を 参 照 。belgebiligも 同義 。

(c)arγa「 手 段 」 瓢Skt.upaya,「 方 便 」,申 村p.1225を 参 照 。diyan,=Skt.dyana,「 禅

定 」,中 村P.855を 参 照 。samadi=Skt.samadhi,「 三 昧」,中 村PP.489～90を 参 照 。 両

語 は同 義,い ず れ も ウ イグ ル 語 経 由 の音 写 。Fnaimanmasitonilqu量 は 「八 解脱 」,中

村p.1102を 参 照 。

28.

(a)Aに つ いて は3(a)の 註 を参 照 。baramanu=Skt.paramapu「 微 塵」,中 村P。1294を 参 照 。

B,Cのbaramanuに つ い て は,こ れ 以 外 の もの と 同様 に 属 格語 尾 が あ るべ き もの 。本

来 の 語末 のnを 属格 語 尾 と 解 してmetanaIysisを お こ したbaraman,さ らに これ を複 数

形 に したbaramadと い う形 式 は 仏典 に散 見 す る。 この一 例 か。

(b)(c)A以 外 は全 て 「諸 仏 が諸 菩 薩 の 只 中 に坐 」 して い る こと に な って い る 。 梵,蔵 文 と

もこ の意 。(c)の 句 末 はCを 除 き全 て 与 ・位格 語 尾 とな って い る が,蔵 文 は ・laで 終 って

お り,こ の 場 合 は必 ず しも 厳 密 に は対 応 しない 。 な お 石浜 の ・dUr・iに注 意 。Fの(b)は

「刹 土全 て が諸 仏 が考 え 尽 くせ ぬ 程満 ち あ ふれ 」。
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(d)石 浜ken6iは 未 詳 。 訳 はK731に 基 く。Cは 「菩提 行 を実 現 す べ く修 行 して 私 は 見

た い 」 の意 。

29.

(b)Ckenは 「い か に?」 の 意 か。 た だ し,梵,蔵 文 に は 該 当す る形 式 が な い。B～F

engは 「広 さ」。CはPLB49に よ る。PLB72の δ"ッ々`う`7は未 詳 。

(d)B,Dorolduquはoroquのco・operativeの 形 。 こ こで は 同 義 か 。以 下34ま でoroqu,

0rolduquが 頻 出 す る。 これ は 一 般 にSkt.prave6a,Tib,hlug・pa,「 入 」(中 村,P.1055

を参 照)に 相 当 す る。 梵 文 で は 以 下 の 諸 例 にお け る対 応 が明 確 で は な い が,蔵 文 で は一

貫 してhjug・paが 使用 され て い る 。

なお,こ の頒 全 体 の 意 味 が や や解 し難 い が,泉 は こ れを 「多 くの 諸仏 及 び国 土 及 び行

者 の 求道 歴程 を沈 思 して 自 らこ れ に没 入 せ ん 」 と 解説 す る(泉1929,p,189を 参 照)。

さ らに検 討 したい 。

30.

(a)jarIiγ は 「お 言 葉」,茸y-eは 「節,関 節 」,茸geは 「言 葉 」,b61貨gは 「章,区 分 」,

gesig廿nは 「枝 」,daγu(n)は 「音 」,ayalγuは 「発 音 」。

(c)B～Fyambar,yambar6ilanは 梵 文yath盃 蔵 文ji-bzhinに 相 当 す る も ので,蒙 吉 語

と して は不 定 代 名 詞 と して 解 す る べ き もの か。 例 え ばCは 「衆 生 の心 に お いて 何 で あれ

思 うが ま まに あ ら しめ る(も の)」 と な る。 これ を 含 め,こ の願 の解 釈 は な お検 討 を 要

す る。

31.

(b)B,D～Fyosu(n)は 「さだ め,こ と わ り」。Fこuに 注 意 。

(c)FUyesは 翻 字 す れ ばyッ5で ある が,こ れ に該 当 す る語 は未 詳 。 誤 刻 と見 な した 。

32.

(a)石 浜写 本 ・dur・i,Fの こuに 注 意 。

(b)gsan,9§an=Skt.k§ana「 刹 那」,中 村P.827を 参 照 。 な おFag首imは き わ め て珍

しい 形式 。Ate磁yiken・iyerは 「～ の程 を以 って 」 と訳 す べ き もの か 。Eは 「一 つ の 刹

那 一 っ に お い て私 は悟 入 し」,Fは 「私 は また 一 つ の一 刹 那 で悟 入 す る」。33(b)に も同 様

の 表 現 が あ る。

(c)悟 入 す る対 象 を示 す とす れ ば,石 浜 写 本 の6inegeber「 量 を以 って 」 は 解 し難 い。 な

お 検 討 した い。E,Fkemjiy・eは 「尺 度 」,FkemjiyeltUのk㎝ 」三yelは 未 詳 。

(d)AbUged・iyerに 注 意 。 こ の願 の解 釈 もな お検 討 を要 す る 。

33.

(a)aii等 は11(a)を 参 照 。arslanは1(b)を 参 照 。

(c)visai=Skt.v醜ya「 境(界)」,「 境 地 」 中村p.238を 参 照 。

(d)例 え ばBは 「か れ らの 修行 す る 界 に」 と い う よ うにB以 下 で はvisaiを い わ ば分 析 的

に表 現 して い る 。yelvi=Skt.m帥a「 幻(化)」,中 村pp.333～4を 参 照 。

34.
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(a)ali等 は11(c)を 参 照 。jokiyaquは6(c)を 参 照 。

(b)baraman,baramadは28(a)を 参 照 。Fのilerkei・eは 「明 瞭 に 」。

(d)石 浜 写 本 の ・dur・iに 注 意 。

35.

(a)ali等 は11(a)を 参 照 。石 浜 写 本 の よ うにjula-nuγudに 対 格 語 尾 を した が え て い る のは

文脈 上 不 自然 。 な お修 飾 語edUiと 被 修 飾語yirtin配 の 間 に強 調 の 小 詞 で あ るberが 割

り込 んで い るAの 用 法 はめ ず ら しい 。

(b)Fは 「や が て は成 仏 し法 輪 を荘 厳 して 」。

(c)B～Dnirvan・ukijaγarは 「浬 禦 の境 界 」,Fは 「寂滅 し浬 葉 の 極 を 教 示 す る もの 」。

Cのkijaγar・aは 文 脈 上不 自然 。

(d)R伽 伽'"ツ は未 詳 。B～Dk草rge・ は 「届 け る」,Fbaγud・ はbaγuda・ す なわ ち

baγu・「降 りる」 の 受動 形 か。 な お 検討 した い。

36.

(a)qamuγ ・a,qamuγ ・a6aは 蒙 吉語 と して は やや 不 自然 の 感 は ま ぬ かれ ない が,Skt.s㎜anta,

pari・,Tib.kuntu,kun・nas等 の 訳 語。ridi=Skt.rddhi「 神 通 」,中 村P.794を 参 照 。

qub三1γan「転 生,変 化 」 も同 義 。

㈲qamuγ ・a6aeg湿en(～qaγalγ ・a)は 「普 門 」 の 意 。 申村P.1181を 参 照 。kδlgen「 乗 り

物 」=Skt.yana「 乗」,中 村p.751を 参 照 。

(d)asara・ 「あわ れ む 」=Skt.maitri,kar且 ロa「 慈 」,申 村P。573を 参 照 。B～Dは 「遍 く

行 き届 いた慈 心 の力 」。

37.

(b)B～Dtaこiyang7ui-aこaqaγa乙aγsanは 「執着 を離 れ た 」,10(b)を 参 照 。

(c)Aの み方 便,般 若,禅 定 の順 序 を 異 にす る。

(d)10(d)と 同 じくA「 菩 薩 」 に対 しB以 下 は梵 文,蔵 文 と も全 て 「菩 提 」。PLB72〃 勘 ッ～

は 未 詳 。Fは 「菩 提 力 を私 は成 就 す る もの に な るが よ い」。

38.

(a)jayaγ ㎝ は 「運 命 」,kilin乙eは 「罪 」 で ある が,梵 文ka㎜a,蔵 文Iasに 対 す る 訳語

と して はB,D～FのUileが 通 例 。20(a)を 参 照 。

(b)Eは 「煩 悩 の力 全 て を抑 え て」,Fは 「煩 悩 の力 を私 は 完 全 に破 壊 す る」。

(d)Fは 「善 の福 徳 力 を私 は 全 て完 全 な もの とす る」。

39.

(b)Fget廿lgej益 γarγamuiは 「助 け 出 す」。

(c)PLB183茸jer・Unに 注 意。

(d)MongO6,45"5ッ δ'は 誤 刻 か。Fは 「大 海 の よ うな 智 慧 を 明 瞭 に理 解 す る」。

40.

(a)B,Cariγunboluγadは 「清 浄 とな って 」。Fariγun・a廿iledUnは 「清 浄 を め ざ しつ

とめ 」。

(149)



(b)B～DirUgerqutuγ は 「願(と い う)聖 なる もの」,daγusqaquはteg廿skek廿 と 同義 。

4ユ.

(b)i1γal=Skt.vi6e§a「 差 別 」。 申 村p.604を 参 照 。 石 浜 のbaは 解 し難 い 。Cayimaγ

は 「区 分 」。B,Dは 「菩 提 行 に あ る願 の区 分 に お いて 」。Cも これ に準 ずる 。

Fは 「菩 提 の た め修 行 す る 願 の 差 別 を」。 なお 「差別 」 は第4句 冒 頭 のtede等 と同 格 で

あ る こ と に注 意 。

(c)石 浜 写 本 の 「普 賢行 の菩 提 心 に よ って」 は特 異,他 は梵,蔵 本 を 含 めて 全 て 「普 賢 行

に よ って 」,B～Dburqan-uqutuγ 一ioljuは 「仏 の尊 さ を 得 て 」。Fは 「福 徳 行 の 修

行 が全 て 成 仏 して私 は」 と な る が,berは 文脈 上 明 ら かに 不 自然 。 強 調 の 小 詞berと 具

格 語尾 を混 同 した もの で,仏 典 で は 散 見す る 現 象 で あ る。K731,Eのbovadhi・durは

「菩 提(を 得 た こ と)に お い て 」 の意 か。 総 訳 は これ に基 く。 な お 検 討 した い。

(d)Eのbolγ(a)amuiは 互1ephを1本 欠 く。

第41頒 の後 半2句 の順 序 は 梵 文 お よ び 漢 訳3種 で は 蒙 古語 訳 各 本 とは 逆 に(d)(c)と な っ

て いる 。 な お 蔵 本 は蒙 古 語 訳 と 同 じ。

42、

(b)kenは7(a)を 参 照 。B～Eは 直 訳 す れ ば 「誰 か(そ)の 名 が普 賢 と 言 われ る もの が い

る な ら」。Fk加t廿sangboはTib.kun-tubzang・poの 音 写 。

(c)Fは 「あ の 知者 と等 しく修 行 して あ るた め に 」。

43.

(a)B,Cは 「清浄 な 身体,言 葉,心 を も って 」。

(b)B,Cは 「清浄 な修 行 と清 浄 な 国 土 にお いて 」,Dは 「清 浄 な修 行 と 国 土 を清 浄 に す る

た め」,Fは 「修 行 や 刹 土 が 清浄 と な っ た ので ある 」。

⑥Cは 「そ れ と 同様 に,私 もか れ と 同様 に な る が よ い」。Eも これ に 準 じる 。 他 に 比 べ

こ の両 者 は 梵,蔵 文 に忠 実 で ある 。Fは 「私 もま た か れ と等 しく ある が よ い」。

44.

(a)sayinbuyan「 良 い 福 徳」,buyansay圭n「 福 徳 の 善行 」 い ずれ も 「普 賢 行 」 の意 。B～

Dは 「普 賢行 を 修行 す るた め 」,Fは 「遍 く普 賢 行 を 活用 して ある た め 私 は」。

㈲m…mjusiri,manjusri,等=Skt.Ma五juξri「 文 殊 文 殊 師 利」,中 村p.1369を 参 照 。

B～Dは 「文殊 師利 の 願 の 尊 さ を成 就 した い」,Eは 「文 殊 師 利 の 願 に よ り修 行 す る よ

うつ と め た い」,Fは 「文 殊 菩薩 の願 の道 を 亨 受 す る」。

45,

(a)B,Cこinege(n)は 「程 度 」。K1144,D,Ekemjiy・eは 「尺 度 」,Fは 「私 の 一 つ の

行 為 は 測 定不 能 と なる が よ い 」,た だ し複 数 を 示 す接 尾 辞 覗dが 解 しに くい。

(b)Cは 「功 徳 を も可 能 と な る が よ い」,た だ しK11446aγIanbariqu廿gei「 測 りき る こ

との な い 」で あ るか ら,こ れ以 外 の も ので は 何 ら か の形 式 が 脱落 した もの と見 な し得 る 。

Fは 「功 徳 も測 定 し きれ ぬ も の とな って い くが よ い」,面 に注 意 。

(c)B～Cは 「無 量 行 に よ って 修 行 して 」,Dも こ れ に 準 じる 。Fは 「無 量 行 や 功徳 に安
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住 し」。

(d)1,Rqubilγan・uは 「神 変 の」,さ らに 検 討 したい 。DaraqanはSkt・arhan,「 阿 羅 漢 」

(中 村p.11を 参 照)か,な お検 討 した い 。Eegeri・ は 「さが す 」,Fer圭 ・も同 義 。

46.

(a)K731turuγ は 「大 き さ」。Fは 「青 き無 窮 の はず れ の 大 き さ が い かほ どで あ ったに せ

よ」。

(c)jayaγan,kilinこe,茸ileに つ い て は38(a)を 参 照 。D,Eulinは 「怒 り」。

47.

(a)aliber,ken等 は7(a)を 参 照 。Fkijarは 正 し くはkiJaγarと ある べ き もの。

(b)K731erdenis・iyer拙nejUは 「宝 に よ って荘 厳 し」,B以 下 も これ に 準 ず る。

(d)Fは 「土 の よ うに 多数 の劫(に お い て)さ さけ て あ った こ と か ら」,6uに 注意 。

48.

(a)kenは7(a)を 参 照 。

(b)Aの み 「菩 提 心 」,他 は梵,蔵 本 を 含 め て全 て 「菩 提 」。Bは 「最 勝 の(菩 提 の)尊 さ

に した が い喜 び 満 足 して 」。

(c)B～EsUsUgt6r6g廿lk廿 は 「信 仰 を生 む 」,Fは 「一 度 ほ どで も信 仰 が生 ま れ て あ る

な ら」,こuに 注 意 。

(d)E,Fmanglaiは 「先 頭 」,F「 福 徳 は これ で あ り,最 先 端 と な る 」 の意 か。 な お検 討

した い 。

49.

(a)ken等 は7(a)を 参 照 。FbhadraこiriはSkt.bhadracari「 普 賢 行 」 を音 写 した もの。

PLB183enenは 解 し難 い。eneの 誤 刻 か 。B～Dqutuγ γuyu一 は 「(菩提 の)尊 さ を

乞 い 願 う」,FirUgel・italbiquは 「願 を か け る」。

㈲teb6ikU「 捨 て る 」=Skt・varjita,「 遠 離 」,中 村P.140を 参 照 。Ctarqaγaquは 「散

らす 」,Dtarqaquも 正 し くはtarqa7aquと あ るべ き もの 。

(c)C,Dgege・ は 「失 う」。F6uに 注 意 。

(d)abida,amindau・a,amidu-a=Skt.㎜itabha,「 阿 弥 陀 」,中 村p.9を 参 照 。Fこuに 注 意 。

50.

(a)Cは 「か れ ら は善 を 得 て,得 た 喜 びと と もに あ る」,Dは 「か れ ら は良 き利益 を得 た

喜 びを も って暮 し」,Eは 「か れ ら は利 益 を 多 い に得 た こ との 良 き暮 しを」,Fは 「か れ

は 利 益 の よ ろ しき を得 て 安 楽 を 亨受 し」。

(b)石 浜 写 本 のbereは 解 し難 い 。berの 誤 写 と 見 た い。A,C,Dsayijid一,E,F6uに 注

意 。Eは 「人 の この 寿 命 に お いて かれ らは 善 来 す る」,Fは 「こ の 寿命 の上 に もか れ は

善 来 す る 」。sayiUlrirek廿=Skt.svagatam,「 善 来 」,中 村P.852を 参 照 。

(c)samantabadari等=Skt.Samantha-bhadra「 普 賢 」,中 村p.1179を 参 照。A～Cの

1)廿gsen彰こ注 意 。
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(d)E6niudal廿geg廿i・eは 「長 く経 る こ とな く」,F6niuda1廿geiも 同 じ。

51.

(a)tabunjabsarUgeiコSkt.pa負canantariyapi「 五 無 間」,中 村p.376を 参 照 。Fは 「無

間 の5種 の重 罪 の 行 為 を」。

(b)ken等 は7(c)を 参 照 。B～Dは 「誰 で あ れ 無 知 ゆ え に 犯 した の な ら」,Eは 「誰 で あ

れ 知 らざ る ゆ え に犯 した もの た ち」,Fは 「どの人 で あれ 知 らず に犯 した の な ら」。

(c)B～Duri・,Fungsi・ は と も に 「唱 え る」。B,Cは 「そ の人 が この 普 賢行 を 唱え れ ば」,

Dは 「そ の 人 が こ の普 賢 行 を もつ も のを 唱 え れ ば」,Eは 「か れ が普 賢 行 の 願 これ を

語 れ ば 」,Fは 「そ の 人 が 願 の王 を唱 え て い れ ば」。

52,

(a)beye「 身 体 」 は 梵 文rupa,蔵 文gzugs,「 色 」(中 村P・574を 参 照)に 相 当 す る もの,

次 のaldarは これ と は別 の もの で あ る か ら,MQng382の よ うに 属 格 語 尾 で接 続 す る の

は お か しい 。Cb三ldar「 体 つ き」,B,Dbey・ebildar「 体 格 」 と もに 梵 文r如aに 相 当

す る が,こ れ に あ て ら れ る訳 語 はE,F磁rsu(n)が 通 例 。Aaldar「 名声 ⊥B～D

belges～belged「 しる し」 と もに 梵 文lak§apa,蔵 文mtshan(「 相 」・ 中村PP・863～4を

参 照)に 相 当 す る も の,E,Flagsa(n)は 梵 語 に 遡 る音 写 形 式 。

(b)ijaγur「 素 性 」 瓢Skt.varpa「 族 姓 」,中 村P・890を 参 照 。Fijuurは 口語 を反 映 した

形 式 。6nggeは 「色 」,Ujesk通lengは 「美」,Eobuγ は 「氏 族」。(aXb)で 列挙 さ れ た5

種 の 美点 の最 後 は 梵文gotra「 種 姓 」(中 村P・634を 参 照)・ 蔵 文kha・do9「 顔 色 」 で あ る

か ら,敢 え て 区 別す る な らEは 梵文 に,他 は 蔵 文 に忠 実 とい うこ と に なろ うか 。 な お検

討 した い 。

(c)Fは 「多 くの 敵 たる 悪 鬼 ど もにか れ は 負 か され な いの で ある」。Fterはtersに 基 く逆

形 成 か。

(d)γurbanyirtin猷=Skt・tri-loka「 三 界 」・ 中 村PP・456～7を 参 照 。Eは 「三 界 にい る も

の全 て が 供 養 す る こ と にな る 」。.

53.

(a)Cの 倒 置 に 注 意 。蔵 文 で は 動 詞 は 文 末 に置 かれ て い る。

(b)Fの み構 成 を 異 に す る 。梵,蔵 文 と もA～Eに 平 行 して い る。

(c)B～Dは 「超 越 した 仏 と な り 法 輪 を 転 じて」,Eは 「菩 提 に お いて 成 仏 し法 輪 を転 じ

て 」,Fは 「菩 提 を 得 て成 仏 し法 輪 を説 法 す る ので ある 」。48(b)を 参 照 。

⑳B～D6irig,6erigは 「軍 勢 」,Fsimu7はslmnusの 誤 刻,selte・ber・iの 語 構成 に

は 未詳 の点 が ある 。

54.

(a)ken,ah等 は7(a)を 参 照 。B,Cは 「誰 で あ れ この 普賢 行 を も った,誓 願 した願 を」,

Fは 「誰 で あ れ また この 至 高 の 願 の王 を」。

(b)Aneke・ 「訴 え る」,B～Euri・ 「呼 ぶ」,F1皿gsi・ 「唱 え る 」 は い ずれ も梵 文 γ/d進

「説」(中 村pp.829～30を 参 照)に 相 当 す る もの 。B,Cは 「受 持 す る か,説 法す る か,
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呼 ぶ な ら ば」,Dも これ に 準 ず る。Eは 「受持 す る もの と 教 示す る もの ある い は宣 説 す

る もの」,Fは 「受 持 す る もの か教 示 す る もの 唱 え る もの と な る な らば 」。Ebuyuは 一

種 の接 続 詞 と して 機 能 して い る が,こ れ は古 典 期 に な って か ら確 立 され た 用 法 で あ る。

F・ba6uも 古典 期 に な って か ら登 場 す る 形 式 で あ る。 樋 口1986,p.018を 参 照 。 た だ

し ここ で は譲 歩 の 意 味 と は見 な し難 い 。

(c)aこi茸r-e「 報 い(と)果 実 」=Skt.vipaka「 果 報 」,「異 熟 」,中 村p.150,p.36を 参

照 。Eは 「そ れ がそ の よ うに結 実す る のを 仏 も 御 存知 なの で あ る 」,Fは 「そ の修 行 の

成 果 を 仏 た る 師 も御 存 知 で あ る」。

(d)A,CdegedUquU・ γ 「最 勝 の 聖 な る も の」 は 「菩 提 」 の 意 。Edeged直 「最 勝 な る も

の」 も同 義 。qoyars鍼kilbari・ で 「二 心 を 抱 く」,石 浜 写 本 のよ うにqoyarの み で は意

味 を弁 じ難 い 。脱 落 と見 る 。Cは 「菩 提 を 得 る こ とに 遅 怠 す べ か らず」 の意 か,な お検

討 した い 。 ま たbUgedが 一 種 の 小 詞 と して機 能 して い る こ とに も注意 。B,Dは 「菩 提

を得 る こ とに 疑 心 を生 じるべ か らず 」,Eは 「菩 提 に おい て 疑 心 を 生 じるべ か らず 」,F

もこ れ に準 じる 。41(c)を 参 照 。

55.

(a)baγatur「 英 雄 」=Skt.60ra「 勇」,荻 原p.1344を 参 照 。Fbaturは 口語 を反 映 した 形

式 。Eは 「文 殊 師 利 な る 勇 者 が どれ ほ どで あ れ 御 存 知 の こ と と」,Fは 「文 殊 師利 な る

勇 者 が ど れほ どで あ れ 御存 知 の こと な らば」。

(b)(c)石 浜 写 本 はtereber以 下 か らdaγan以 前 まで が 明 らか に脱 落 して い る 。 他 の二 者

に 基 き補 って 訳 出 した 。

(a)Fbuyad・iy(a)nはalephを 一 本 欠 く。PLB183のur三muはjorimuの 誤 刻 か 。

56.

(b)alimad等 は7(a)を 参照 。Eは 「誓 願 の何 で あれ 最 勝 と賛 美 した もの で あ るそ れ らに ょ

り」,Fも こ れ に準 じる 。

(c)buyan・uUndUs甑 「福 徳 の 根 源 」=Skt.ku謝a「 善 根 」,中 村P・849を 参 照 。Fは 「私

の こ れ ら の実 行 した 根 源 あ る福 徳 を 」。

(d)Fは 「菩 薩 行 の た め 回 向す る」。

57.

(a)B～FRejiyeは7(a)を 参 照 。A,C・dur-iに 注 意 。Beこ 田 ・は 「終 る,死 ぬ」,C,

De面d一 は 「終 る」,Dn696i・ は 「過 ぎる 」,Fは 「い つ で あ れ,私 が通 り過 ぎ る時 に

至 った な ら」。

(b)B,Dは 「一 切 の妨 げで ある 罪 を体 外 に(出 して),清 浄 と して 」。Cは 「一 切 の罪 を,

(す な わ ち)妨 げ と な る もの を体 外 に(出 して),清 浄 と して 」,E,Fは 「一 切 の妨 げが

体外 に(出 て),清 浄 と な って 」。

(d)sukavati=Skt.sukhavati「 極 楽」,中 村PP.414～5を 参 照 。s廿kevetiは よ り蒙 古 語 化

した形 式 。K731は 「行 きた い 」,B以 下 は全 て概 ね 「行 くが よ い」 で終 って い る 。

58.
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(a)Fの1)asak廿 は 「ま た もや」。

(b)B,Cは 「遍 く無余 に 眼前 に あ ら しめ る こ とと な る が よ い」,Dは 「遍 く無 余 に 眼 前 に

あ る こ と に なる が よ い」,Eは 「全 て を無 余 に 眼 前 に あ ら しめ る こと に な る が よい 」,F

は これ に 準 じる 。

(c)CteyinbUged・tUrに 注 意 。

(d)kejiyeは7(a)を 参 照 。B,Cは 「世 間 に お いて い か ほ どで あ れ,衆 生 に利 益 を 施 した

い」。Fは 「衆 生 を活 用 して 私 は汝 ら の利 益 を な す が よい 」。

59.

(a)mandal=Skt.ma廻ala「 曼 茶 羅」,中 村p.1285を 参 照 。K731,B,Dで はガ リック字

を 混 用 して表 記 して いる 。Mong382,K731の 磁r・i,Cの ・tur・i,・dur-iに注 意 。B,C

は 「喜 ば しい あの 仏 国 土 に お いて 」,Dは 「仏 の美 しい 曼 茶 羅,喜 ば しい あの 国 土 にお

い て 」,Eは 「仏 の曼 茶 羅,美 しく喜 ば しい あ れ にお い て 」,Fも これ に準 じる 。.

(b)lingqu・a=Skt。padma「 蓮 華 」,中 村P.1439を 参 照 。badmaは 梵 語 の音 写 。B～D

bUr・Unは 仏典 に おい て 多 用 さ れ る形 式 で,本 来 は 繋辞bU・ の準 備 副 動 詞 形 で あ る が,

そ の 意 昧 ・機 能 は 今後 の解 明に ま つ所 が大 きい 。

(c)Fは 「大 覚 た る 阿 弥 陀 の面 前 か ら私 は」。 こ の 聴gedの 用 法 は異 例,な お 検 討 した い。

(d)vivangkirid=Skt.vyakarapa「 授 記 」,中 村p.641を 参 照 。 蒙 吉語 形 は 窮 極 的 に は む

しろ 梵 語 の過 去 受 動 分 詞形v頭krtaに 遡 る も のか 。Cviyangkiridは よ くこれ と平 行 して

い る 。viv㎝gkiridは 蒙 古 語 内 部 に お け る著 しい改 新 を示 す 形 式 で あ り,あ る い は,本 来

は ガ リック文 字 で 表 記 して い た もの を 誤 って蒙 古 文 字 と して 解 釈 した と い う可能 性 も考

え られ る が,な お 今 後検 討 したい 。Fは 「授記 を与 え られ る こ と をそ こで 得 る が よ い」。

60.

(b)k6正ti=Skt.koti「 倶 腫 」,中 村p.269を 参 照 。Fは 「多 くの百 倶 砥 に もな る変 化 した

身体 を通 じて 」。

(d)Fは 「一 切 衆 生 に 多 くの利 益 を な す が よ い」。

61.

(a)Bは 「普 賢 行 を と も な う願 の 回 向 を 唱 えた こ との 」,Cは 「普 賢 行 を と もな う願 を回

向 した」,Dは 「普賢 行 を と もな うこ の願 を誓 願 した 」,Eは 「普 賢 行 の願 を 唱え た こと

の」,Fは 「普 賢 行 を と もな う願 を か けて 」。

(b)a!i,kedUi等 は7(a)を 参 照 。B,Cは 「私 の さ ほ ど ば か り積 ん だ そ の福 徳 に よ って」,

Dは 「私 の な にほ ど なが ら も積 んだ そ の 福 徳 に よ って 」,Eは 「福 徳 を少 しば か り私 が

い さ さ か積 ん だ」,Fは 「わ ず か ば か りの 福 徳 を い さ さ か な が ら積 ん だ そ れ に よ って 」。

(c)Mong382,K731は 「そ れ に よ って衆 生 の誓 願 で あ る福 徳 が 」,B,Dは 「衆 生 の 回

向 の 一切 の福 徳 が 」,Eは 「そ れ に よ って衆 生 の福 徳 を誓 願 す る こ と が」,Fは 「衆 生 の

誓 願 や 福徳 力{」。

(d)石 浜 写 本bUr廿nk廿 は解 し難 い 。Mong382に 基 き訳 出 す る 。Eは 「一 刹 那 に お いて

全 て を 得 る が よい 」,Fは 「一 つ の一 刹 那 に お いて 全 て 合致 して ゆ くがよ い 」。
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(a)(b)ali,は7(a)を 参 照 。 た だ し梵,蔵 文 で はB～Dの よ うに 再度 これ が 使 用 さ れ て はい

な い。B,Cは 「誰 で あ れ普 賢 行 をと もな うこ の 願 を誓 願 す れ ば,無 辺 の 何 で あれ 無 上

の福 徳 に よ って 」,Dの(a)は 「誰 で あ れ普 賢 行 を と もな うこ の願 を誓 願 した」,Eは 「普

賢行 の願 を 誓 願 した こ とで,無 辺 とな った至 上 の 福 徳 に よ って」,Fは 普 賢 行 を と もな

う願 を ぱ 回 向 して 得 られ た何 で あ れ無 辺 の 福 徳 こ そ」,Fberは41(c)を 参 照 。

(c)B～Dyeke廿s廿nは 「大 きな 水 」,PLB72bandaγdaγsanはba7daγdaγsanと あ るべ

き も の,且lephを 一 本 欠 く。D～F6ib・ は 「沈 む 」,Fは 「苦 をそ な え た 大 河 の河 谷 で

沈 みつ つ ある 衆 生 が」。

結 語

(a)Bは 「き わ み の至 上 で あ る こ れ ら誓 願 の 王 が」,Fは 「きわ み の 中 の き わみ で ある こ

の願 の 王 こ そ」,F6uに 注 意 。

(b)B～Eは 「無 辺 の一 切 衆 生 に益 が 生 じ」,Fは 「無 辺 の衆 生 に益 す る もの と な って 」。

(c)Mong382は 「普 賢 の飾 った さ だ め が成 就 して 」,K731は 「普 賢 の 飾 った 中心 の 教 え

が成 就 して 」,B～Eは 「普 賢 に よ って 飾 られ た 中 心 が成 就 して 」,Fは 「普 賢 の 飾 りた

て た 中 心 が成 就 して 」。

(d)K731qoγosuraγulquは 「空 しい もの とす る」,Bは 「悪趣 の境 界 が 完全 に空 しくな る

がよ い 」,qoγosudaquは 「空 しくな る 」,Fは 「悪 化 した 境界 が空 虚 に 至 る が よい 」。

こ の あと さ らにB,D,E,Fに は奥 書 が付 け られ て い る。 これ らを順 に紹 介 しに い 。

なお,解 釈 し難 い箇 所 も少 な か らず あ り,ま た 固 有名 詞 とお ぼ しき 名 前 も登 場 す る 。E

のNom・unDalai以 外 は 実 在 した 人 物 と の 同定 が現 状 で は 不 可能 で ある 等,不 備 な点 も多

い。 あ えて 仮 訳 を 付 け た。

Bmas量dayekedelgeregsensndurola㎎kiburqankemegdek廿 ・e6e

bovadhisaduva・nar・unsangnom.㎜dotor・a-aこa:

mod皿 一uこimegkemegdekUnom.unj廿i1・e己e:

Manibadr.asayinirUgerbaγsi.yiergUnk廿ndUlegsenkedUibUk廿

yabudal・iquriyaγsannigented貸itegUsbe:;:::

「「華 厳 経 』 と よ ば れ る も の の 中 の 「入 法 界 品 」 中 の 「樹 の 荘 厳 」 と い わ れ る 経 典 の 種

類 の 中 か ら,MImibhadraた る 普 賢 師 を 敬 命 し 信 卸 す る 修 行 を 集 積 し た も の が 終 っ た 。」

Dolangkisudur・aごa7aruγsansayinyabudaL加ir芭ger一 戴nqaγan皿:

uridaorこiγuluγsan.ijasaγhmse三lgemUkemens辻hdaγujarliγ.i:

vこirayuγuluγ ごi・yins廿me。yinterig廿nblam。a§aγ §al)adber:

δr6廿baγulγaγsan.i三dqanqariγul虹nyadajubUr{in::

t6r61kibasuduluγs㎝bilig亘geibolba6uelet廿g㎝e1.且neJenblam。a

Erdemilγal廿geid直rdulduyidこub廿r廿n二

turigsenoyun・iyank三ri・bers三9{ibeゐ=ソ π渉ツbi:
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t6borosiγ6imerged茸jebesUjasansoyur(ヒa:::::

marpghaalarp::

訳 「『華 厳 経 』 か ら発 した 『普 賢 行 願 讃 』 の 以 前 に 翻 訳 した も の を改 め る が よ い,刻 版 す
　 ソ

る,と の 急 な お こ と ば をV6irayuγuluγ6iの 僧 院 の 筆 頭 の ラ マ で あ るSaγsabadが,聞 き

筆 写 し た も の を 勧 め て 戻 す こ と あ た わ ず して,生 得 の あ る い は 後 に 学 ん だ 知 恵 も な い に も

か か わ ら ず,万 能 の 主 た る ラ マErdemilγalUgeiに た よ り な が ら,乏 し い 知 恵 の 働 く 限

り で,私 こ と 絢 彫 γ が 検 討 した 。 権 威 あ る 知 者 が 見 た な ら,修 正 し給 ま わ ん こ と を 。」

EkemekUilaγuγsad-unkttbegUd・tinyabudal.unyekeirttgelegUn三:1)

ilγ.aoyutuNom・undala圭 一yinor6iγuluγsangembttibtiktin・i:

merged・enaman6ilaγadkerbei6bbu三b{igestitegUn.iyer!

Erdenisedkil-ten・nuγud-un2)eiγulγan-ujahu.yin6kin・1uγ ・a3)qam1皿nigen・eneyilejU:

enedegedtijoril7・a・yinurusqal.iyaryekearsi・yindalai-duroroquboltuγai::::;

marpgha4)laM:::::

1)PLB6602)PLB66sedkil-ten・ntigtid・tin3)PLB666kin・IUge4)PLB66ga

「と い う 仏 子 の 修 行 の 大 い な る こ の 願 讃 を,無 限 の 知 恵 あ るNom・undalaiが 翻 訳 し た も

の の 欠 点 の 全 て を,知 者 に 合 掌 し,正 しい も の に よ っ て,Erdenisedkil-tenら の 集 団 の

jahuの 娘 と と も に 知 っ て(?),こ の 至 上 の 願 讃 の 流 れ に 沿 っ て,大 師 の 海 に 入 る が よ い 。」

F enebi6igk廿nt(Usang)buyintereγoulm6nuubusuubusubolunodba6u:

enem6nkUir哉ge豆 ・Unqan唱:

baru7udq・am6nuubusuus㎞jilen==

菰Iebes廿buraγa:

kemenbaruγlan:

kitaddaraγakigsen冒i6utegemti=

maγuminuSalilaγSaneneこu:

baruγudq・a}okibasuyambargem:

kerberese∫okibasubihg・ten:

6idma・yinqoyinabUt{igelisoyurq■a:

kerbelokiskemebes廿m6rg廿mU二

qoyitusbasasi1UgkijUatuγai:::

「この書があの 『普賢行願讃』の真髄 か否か,

容 か否かを調 べ,概 容 とい うことなら罪 も軽かろ う。

らの補完を願 う。 も し適切な らこれ を敬まお う。後 に付け足 しで一頒をなすが よい。」

::

否ということになるが,当 の 『願讃』の概

も し不適切な ら知 恵ある賢者の後 か

参 考 文 献

泉 芳環,1929,「 梵文普賢行願讃」,「大谷学報」10,pp.370～426。

荻原雲来編纂 ・辻直 四郎協力 ・鈴木学術財団編,1979,『 漢訳対照梵和大辞典』,講 談社。

小沢重 男,1979,「 中世 蒙古語諸形態の研究』,開 明書院。

(156)



一一一一 ・一,1984,『 元 朝秘 史 全釈(上)』,開 明書 院。

金 岡 秀 友,1980,『 金 光 明 経 の研 究 』,大 東 出版 社 。

中 村 元,1981,『 仏 教語 大 辞 典 縮刷版』,東 京 書 籍 。

樋 口康一,1980,「 羽 田博 士 旧蔵 蒙 古 仏 典 写本 断 片 に つ いて 」,「 ア ジア ・ア フ リカ 言 語 文

化 研究 」20,pp.174～203。

樋 口康 一,1986,「 「宝 徳蔵 般 若 』 の 蒙 古 語訳 につ い て 」,『東 洋 学 報 』68,1～2,PP.01～027。

山 田龍 城,1959,「 梵 語 仏 典 の諸 文 献 丑,平 楽 寺 書 店 。

Altangerel,C.,Cerens(Xlnom,D,,1967,``TurfanycugluuguynTM8,THT662,"Studia

MongolicaVI,pp.38～42.

Bosson,J.,ユ969,ATreaserryafAphoristicJewels,Bloomington.ザ
Cleaves,F.W.,1954,TheBodistw.aCari.aAwatar・unTayilburof1312byCosgiodsir,

H/JAS17,pp.1～129.

Haenisch,E.,1959,MongolicaderberlinerTurfan-sammlung,Berlin.

Heissig,W.,1954,Dt`ePekingerlamaistischenBlocfld「uckeinmongolische「
.S汐「ache・

Wiesbaden.

H・issig,W・,1962,B・itrdig・zu・ σberset…ng・geschi・htedesm・ng・lisch・nbze・ldhi・'tischen

K伽 螂,G6tti㎎en.

Heissig,W.,1964,ZurBestandsaufnahmeundKatalogisiemngmongolischerHandschriften

undBlockdrudkeinJapan,UA・Jb.38,1966,PP.41～91.

Heissig,W.,1976,DiemongolischenHandschriften-ResteaasOlon躍 栩6,Inne「e

Mongolei(16.一17Jhat.),Wiesbaden.

Heissig,W.一Bawden,C.,1971,()atalogueofMongolBookS,ManascriptsandXylo・

graphs,TheRoyalLibrary,Copenhagen.

Lessing,F.(ed.),1982Mongolian-EnglishDt'ctionary,BloQmington.

LokeshChandra,1979,Mzalti-LingualBucldhist:rexts,1,NewDelhi.

Sゑrkδzi,A、,1972,Toy三nGui§i's.MongoU旬7α αぬ読 競,AOH27、

Poppe,N.,1955,IntroductiontoMongolianComparativeStndie5,Helsinki.

Poppe,N。,1967,TheTwelveDeedsofBuddha,Wiesbaden.

Poppe,N.,1971,TheDiamondSutra,Wiesbaden.

Poope,N、,Hurvitz,L.,Okada,H.,1964,()atalogueoftheManchu-Mongol .

SectionoftheToツoBZinko,TokyoandSeattle.

(157)


